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第一章　私だけを見てほしい










酒と美男と、隠された事実




　深夜の薄暗いバーで、グラスの中で揺れる酒を見つめる。

　今にも涙が出そうになるのをぐっと堪こらえ、喉に酒を流し込む。

　ごくっと飲んだあと、心の声が思わず口から漏もれた。

「くっそぉ！　あの男～！　絶対許さない……っ！」

　グラスをドンッと勢いよくカウンターに置くと、中の酒がチャポッと少し零こぼれた。酔いが回るにつれて、次第に怒りが込み上げてくる。

　今日は私の二十五歳の誕生日。こんな日に、どうしてこんなところで、ひとり寂しく飲まなければならないのか。そう思っては、またそれが怒りに変わる。ずっとその繰り返し。

　全部、あいつのせいだ。幸せの絶頂から不幸のどん底へと、私を突き落とした男。

　本当に、好きだった。気持ちも時間も、なにもかもを捧ささげて恋をした。精いっぱい、私なりに愛してきたつもりだったのに。まさか、これほどひどい仕打ちをされるとは夢にも思わなかった。

　彼も私に、『世界中で誰よりも愛してる』と言ってくれていた。私たちは確かに、まわりが羨むような理想的なカップルだったはずだ。彼の隣で幸せな気持ちで笑う自分を思い出して、再びグラスに口をつける。

　本当ならば今頃は、彼の部屋でふたりだけの甘いバースデーを過ごしていたはずだった。

『仕事が終わったら連絡して。時間があるなら、瑠る花かの好きなものを一緒に作ってお祝いしよう。今日は大好きな君が生まれた、大切な日だから』

『和かず志しくん！　ありがとう！　早く終わったらすぐに行くわ。楽しみにしてるから』

　仕事の昼休みにかかってきた彼からの電話に、嬉しくて思わず涙ぐんで答えた私。

　これまでも恋愛はしてきたけれど、ここまで夢中になったことなんてなかった。幸せすぎて、本当にこんなことがあるのかなって思った。

　私にも素敵な恋ができるんだ、私を愛してくれる人はいたんだ。これほど理想的な相手と……。なんだか、嘘うそみたいに幸せで……夢のよう。

　――その通り。嘘だった。

　今日の夕方、仕事を終え、息を切らせて彼の部屋にたどり着いた。

　早く会いたい。私を思いきり抱きしめてほしい！

　彼を驚かせようと、あえて連絡はしなかった。合鍵で部屋へと入る。リビングのドアを開けると、彼の姿はなかった。

　あれ？　和志くん？　いないの？　買い物にでも出かけたのかな。

　部屋を見回しながら考える。

　そのとき、隣の寝室から微かすかに声が聞こえた。

　和志くん、寝室にいるのかな。

　不思議に思いながら、そっとドアを開いて中を覗のぞいた。ベッドの上に、人がふたりいる。

『きゃあっ！　誰？』

　そのうちのひとりが私を見て声を上げた。

『え……。る、瑠花』

　続いて、もうひとりが私を振り返る。男女ふたりの顔を交互に見て、息が止まりそうなほどに驚いた。女性のほうは私の同僚の絵え里りだ。そして、もうひとりの男性はもちろん……。

『う……そ。なんで？』

　幸せな気持ちでこの部屋にやってきた私を迎えたのは、待ち望んだ和志の笑顔ではなく、裸でベッドの上にいる彼の唖あ然ぜんとした顔だった。

　なにこれ。状況が把握できない。

　混乱する私に、和志が言う。

『今日は……いつもより、かなり早かったんだな。驚いたよ。忙しくはなかったの？　誕生日に残業じゃなくてよかった』

　なにを言っているの。普通に会ったみたいに話さないでよ。

　そう思い、彼を睨にらむ。

『る、瑠花。あの……ごめんなさい。私……市いち村むらドクターがずっと好きだったの』

　遠慮がちに話し始めた絵里に、目線を移す。

『瑠花が市村ドクターと付き合っていることは、知っていたんだけど……。告白したら、思いがけず受け入れてもらえたの』

　……はあ!?　和志をずっと好きだった？　受け入れてもらえた、ですって!?

『……俺はずっと迷ってた。ふたりとも好きだから……。瑠花も絵里ちゃんも本気で俺を好きだとわかるし。ふたりのうちどちらかを選ぶなんて……俺には難しいよ』

　頭、大丈夫？　和志って、こんな人だったの？　裸のままベッドの上で、自分の置かれている今の状況を隠すわけでもなく……。

　呆あきれてなにも言えない。悪びれるふうでもなく平然と言い放つ彼を見て、気持ちが急激に冷めていくのを感じる。

『市村ドクター!!　私……待ちます！　ドクターが私たちのどちらかを選ぶまで。瑠花も、それでいいよね？』

　……は？　和志の二股を認めろと？　絵里も頭の中に変な虫でも湧いているんじゃないの。

『そんなの、待つわけないでしょ。ふたりで勝手にやってれば？』

　和志にすがりつく絵里に愕がく然ぜんとしながら、なんとかそれだけ告げると、私は部屋を飛びだした。

『瑠花！　待って！　俺は本当は、瑠花が……！』

　和志の声が聞こえたけど、振り返らなかった。

　ショック……というよりは、このおかしな状況から逃げだしたい気分でいっぱいだった。

『ええっ！　彼氏って医者なの？　医者なんてやめときなさいよー。きっと気位の高いナルシストばっかりよ。そんなことが目的で看護師になったの？　だとしたら、動機が不純だわ』

　つい昨日、電話で姉に言われた言葉が頭をよぎる。

　姉の言葉を完全に否定はできなかった。医者が彼氏だったらみんなに自慢できる！　と、確かに少しは思っていたから。

『心配しないで、お姉ちゃん。そういう人もいるかもしれないけど、和志は違うの。イケメンで誠実でモテるのに、私だけだと言ってくれてる。私、和志に出会って、愛される喜びを初めて知ったのよ』

　付き合ってもうすぐ三ヵ月。そろそろ和志を姉に紹介しようと思って、電話をしていたのだ。

『はいはい。言ってなさいよ。あとで泣かされても知らないから。そんなできた男がいるものかしらね。頭がよくてカッコよくて、さらに誠実だなんて』

　姉は私の話を信じる様子はなく、疑いの言葉を投げかけてきた。

『だから、私のそばにいるって言っているじゃない。ひがまないで。お姉ちゃんにもきっと現れるわよ、彼のような王子様が』

　嫌味交じりで反論する。だけど私の攻撃にも、彼女は一向にひるまない。

『ふん。私は仕事が第一だから、あんたみたいに浮かれてる暇なんてないの。ま、せいぜいそのありえないイケメンとうまくやりなさいよ。今度会うのを楽しみにしてるわ。それまでに捨てられないといいけどね』

『やだ。そんなことあるわけないじゃない。楽しみにしてて』

　余裕で返していた昨日の自分が、バカみたい。姉の言う通りだった。今さら、『来る者拒まずのアホ男だった』なんて、恥ずかしくて話せやしない。彼を運命の人だと本気で思っていた自分自身も、滑稽で笑える。

　絵里も、自分が彼にとっては二股するだけの価値しかないってことに、早く気づけばいいのに。

　彼の部屋に残してきた彼女が、少し心配になる。でも、その考えは一瞬で消えた。

　まあ、お似合いなんじゃない？　勝手にやればいい。私は不毛なレースはごめんだ。

　医者なんて、やっぱりダメね。これからは恋愛対象外。もう二度と傷つきたくはない、と固く心に誓う。

　彼の部屋を飛びだしてから、どこをどう歩いてきたのかわからない。いろいろなことを考えながら、いつしかこのバーにたどり着いていた。

　……そろそろ帰って眠ろう。もう、なにもかも忘れたい。朝になったら和志とのことはすべてリセットして、二十五歳の新しい自分になる。きっと、そうなれる。

　そういうふうに思うと、なんだか胸の中の霧が徐々に晴れていくような気分になる。

　もちろん落ち込んでいないわけではないけど、あんな男ごときが原因で傷つくことすらバカバカしく思えてきた。終わり方が衝撃的だったせいか、未練もない。昔からすぐに気持ちを切り替えることができる、自分の前向きな性格に感謝しないと。

　また明日から頑張ろう。しばらくは仕事のことだけを考えよう。

　気合いを入れながらガタッと立ち上がる。少し酔っているせいか、頭がクラッとして足元が揺れた。おっと……とカウンターに手をついて、なんとか転ばずに済んだ。誰かに見られてはいないか、キョロリと辺りを見回す。

　すると、私の座っていた席からそう遠くないカウンター席に、男性がひとり見えた。カウンターに両腕をだらりと投げだして、その上に頭をドサッと伏せている。

　酔っているのかな？　具合が悪いとか？

　いろいろ考えながら、再び座る。

　だけど彼の目の前にいるバーテンダーは、そんな彼を気にする素振りも見せずにグラスを磨いていた。

　大丈夫なの、あの人……。

　そう思って彼を見つめる。たった今転びそうになった私が心配するのも変だけど、なぜか気になる。看護師という職業柄、放ってはおけないだけかもしれないけれど。

　私のいる位置からは、彼の髪と背中、それと腕しか見えないので、詳しい様子はわからない。

　スーツ姿だから、サラリーマンなのかな。その足元には大きめのアタッシェケースがある。

　彼をまじまじと見つめているうちに、なんだか妙な親近感が湧いてきていた。

　……なんだろう、この気持ちは。顔もわからないのに、どうしてだろう。

　ひとつだけ思い当たる理由は、さっきまでの私と同じ雰囲気を醸していること。もしも酔いつぶれているのならば、忘れたいことがあるのかもしれない。彼にも今日、なにかつらい出来事があったのならば、痛みを語り合えるかも。

　私はそんなことを考えながら、カウンターで人目も気にせずにグッタリと寝そべる彼を見て、静かに立ち上がった。

「……あの、大丈夫ですか？」

　そっと近寄り、おそるおそる声をかけてみる。

　酒が入っているせいか、かなり大胆なことをしていると自分でも思う。知らない男性に声をかけるなんて、初めてのことだ。だけどちっとも恥ずかしくない。今日あんなことがあったせいで、多少のことには動じなくなったのかもしれない。それとも、自分が思う以上に私は酔っているのかも。

　ただ、この目の前の男性が妙に気になり、話してみたかった。いったいどんな人なんだろう。

「うーん。なに……」

　微かな呻うめき声とともに、彼がゆっくりと身体を起こす。そして私のほうを向いた。

　初めて顔を見る。

　その瞬間、私は驚きで目を見開いた。

　……うっわぁ！　なんてカッコいいの。こんなに魅力的な人は見たことがない。

　トロリとした表情がなんとも色っぽい。一見、クリクリとした瞳のせいで童顔に見えるけど、全体的には意志の強そうな、男性らしい凛りんとした顔つきだ。

　ちょ、ちょっと……。超ストライクなんですけど……。

　そう思った途端、急に緊張が襲ってきて、なにも言えなくなってしまった。

「俺……寝てた？　いや……まいったな」

　彼は不思議そうに辺りを見渡すと、私に視線を留めた。

「君は……」

「大丈夫ですか？　あっ……ごめんなさい、起こしてしまって。気持ちよく寝ていただけだったんですね」

　一生懸命に話すけど、彼は黙ったまま私を見つめている。

　あ……あれ？　無反応？　やだ、急に起こされて怒っているのかな。

　次の言葉が思い浮かばない。漆黒の瞳にじっと見つめられ、息が止まりそうになる。

　なんなの？　胸がドキドキして、ヤバいんですけど!!　そんなに見ないで……。

「ごっ……ごめんなさいっ」

　思わず再び謝ると、その目がふっと細くなり、ふわりと笑顔に変わった。

　ドクンと私の胸が高鳴る。

　それは反則でしょ……。心にすきま風が吹き荒れている女に、そんな素敵な笑顔を見せるなんて。

「いや、俺こそごめん。ちょっと驚いちゃって。謝らないで。別に気持ちよく寝てたわけじゃないから。ところで君は……？」

「あの、私は……」

　なんて言ったらいいの？　急に『親近感が湧きました』って言うの？　ありえないでしょ。

「カウンターで、ひとりで飲んでた子だよね。無茶な飲み方をしてるから少し気になってたんだ。どんどん酔ってくみたいだったし……」

　きゃああ！　見られていたの？　恥ずかしい……。

　私がなにも言えずに赤くなっていると、彼はクスクスと笑いだした。

　だから、やめてってば。あなたが笑うとドキドキして大変なんだから。

　ついさっき失恋したばかりなのに、自分でも本当に驚くほどに気持ちの切り替えが早い。すぐ別の男性にときめいているなんて。

「君はもう帰るの？　よかったら一杯おごらせて。少し付き合ってよ。今夜は、本当はひとりでいたくなかったんだ」

　えええっ!!　彼の言葉に驚く。

　これってまさか……私、誘われたの？　いっ、いいのかな、ご一緒しても。どうしたらいいんだろう。

　私が迷っていると、「はい、どうぞ」と彼に隣の席を勧められた。

「彼女に弱めのカクテルをお願い」

　バーテンは彼の注文に、ニコリと微ほほ笑えんだ。




「……それでさぁ、ふたりしてベッドからね、私を見たわけよ。まるで幽霊でも見るようにさぁ。なんでそんなに驚くかなぁ。私と約束してたのはあなたのほうでしょ、って話よ。ねぇ、どう思う!?」

　……あれ。なにがどうなったのかな。

　ふと我に返ると、ペラペラと恥ずかしいことを大声で話していた。だけどまたすぐに、頭がぼーっとしてくる。まるで、夢と現実の間を行ったり来たりしているみたい。

　目の前には空のカクテルグラスが並んでいる。虚うつろな目を開き、顔をそっと横に向けると、魅惑的な笑みをたたえながら「うん、うん」と頷うなずき、私の話を聞いている男性がいる。

　誰……？

　あ、思い出した……。私、この人に飲もうって誘われて……それから？

　重たい瞼まぶたを無理に上げて目を見開く。記憶は正常に戻ってくる。だけど身体が思うように動かない。まるで、くにゃくにゃとコンニャクにでもなったみたい。

　さらにもうひとつおかしな箇所は、この口。意思とは裏腹に勝手に動く。

　もうやめて。余計なことを、どうかこれ以上言わないで。

　しかし願っても止まらない。

「姉に言われたばかりだったの。医者なんてやめときなさい、って。付き合っても、偉そうでろくな感覚の人種じゃないって。女はいくらでも寄ってくるから、大切にしないって」

「……そうなの？　医者って人種は、そんなものなの？」

　彼が不思議そうに尋ねてくる。私はなんでも知っているとばかりに勢いよく答えた。

「そうなのよ。あいつらはね、他人よりちょっと頭がいいからって、いい気になってるの。平気で誰かを傷つけるの。でも、悪いだなんて全然思ってない。ひどくない？　最悪だわ。あなたもそう思うでしょ」

　彼を見ると、その顔からは先ほどまでの柔らかな微笑みが消えていた。

　グラスの中の酒をくっと飲み干してから、彼は私に目を向ける。

「君の恋人がどんなやつかは、今聞いてわかったよ。だけどそれを、医者という職業に就いている人全体に当てはめるのは、かなり強引な考えだよね」

　そうよね。そりゃそうだ。私だって頭の中ではわかっている。彼の意見が正しいことは。

　医者という職業そのものが悪いわけではない。医者というブランドに心を惹ひかれて、和志自身を見なかった私が悪い。事実を言い訳に変えて、逃げている自分が惨めだ。

　だけど、勝手に動く私の口はそれを認めなかった。

「強引じゃないっ！　私が今日、いったいどんな気持ちでいたか、あなたになにがわかるのよ。だから決めたの。もう医者に恋したりはしないってね。だって、二度と遊ばれたくなんかないもの。……今日は私の誕生日だったのに」

　私が俯うつむいて呟つぶやくと、彼はカウンターの上にある私の手をそっと握ってきた。

「なっ、なに!?」

　驚いて彼のほうを向くと、私を艶やかに見つめながらゆっくりと微笑んできた。

　もう、本当にやめてよ……！　めちゃめちゃタイプなんだってば!!　胸がキュンキュンして息苦しいよ！

　ぼーっと彼を見つめ返す。

「名前、聞いてなかったね」

　え？　今さら名乗る必要はないと思うけれど。このバーで偶然一緒に飲むだけの相手に……。

　一瞬そう思ったけれど、なぜだかこのまま終わりたくないような気もする。話していて楽しいし、なにより容姿が完璧すぎる。傷ついた私を神様がかわいそうに思って、出会わせてくれたんだわ。

　この先、こんなに素敵な人には、たとえ偶然でも出会えないと断言できる。

「私は……瑠花」

「瑠花？　綺き麗れいな名前だね。君によく似合ってる」

　サラリと言えるのがすごい。

　あ、そうか。彼も一度潰れるほどに飲んでいたっけ。きっと相当酔っているはずだ。

「……あなたは？」

　会って一時間は経つのにようやく名前を聞き合うのが、なんだかおかしい。私はクスッと笑った。

「俺は千ち尋ひろ。君は笑ってるほうがいい。……ハッピーバースデー、瑠花。誕生日にこうして出会えて、君にお祝いを言えるなんて嬉うれしいよ」

　彼の言葉がするすると胸の奥深くに入っていき、じわじわと染み渡る。一緒に過ごすのは今だけだとわかっているのに、喜びが込み上げてくる。

「どうして……」

　思わず私の目から零れ落ちる涙。これまでで一番不幸な誕生日の、思いがけないサプライズ。今日の最後に、あなたに出会えてよかった。これで明日から頑張れる。今日のことをこれからもずっと忘れない。




　ひとしきり泣いたあとで、ふと顔を上げると、心配そうに私を覗き込む黒く大きな瞳が目の前にあった。

　彼は泣いている私の手を、そのまま温かいぬくもりで包み続けていてくれた。

「ごめんなさい。私……嬉しくて。今日はもう誰にも『おめでとう』なんて言われないと思ってたから。生きてきた中で、一番不幸な誕生日だと感じてたの。ありがとう、千尋」

　涙を拭ぬぐいながら笑ってみせる。私を見つめたまま、彼は首を傾かしげた。

「どうして？　君が生まれた日が不幸だなんて、そんなふうに思わないで」

　きっと和志に同じことを言われても、こんなに感動はしなかっただろう。胸を締めつけられる感覚に、戸惑いすら覚える。

「あ……そうだ。ちょっと待って」

　彼は突然、なにかを思いついたような素振りで私の手をパッと放した。

　……あ。

　ただそれだけのことに、言いようのない寂しさが心に渦巻く。

　やだ……。私、どうしちゃったの？　今はただ彼に触れていたかった。

　そう思う自分の心に、『いけない』とブレーキをかける。

　きっと千尋は同じ気持ちじゃない。私だけが舞い上がっている。いきなり好きになんかなっちゃダメ。この優しさは同情からに決まっていると、自分に言い聞かせる。

　だけど……もう遅いかも。

　あれこれ考える私の前に、小さな箱がスッと差しだされた。彼が足元のアタッシェケースから取りだしたようだ。

「はい、これ。どうぞ」

「なに？」

「妹にお土産みやげのつもりで買ったものだけど、彼女には他にも渡すものがあるから。これはよかったら瑠花に」

「え？　あの……」

　急にそんなことを言われても、どうしたらいいのかわからない。

「実は、アメリカから今日帰国したばかりでさ。さっきは時差ボケで寝てしまったんだ。だけど酔っぱらいと勘違いされたおかげで君と過ごせたから、よかった。受け取って。お土産の中からなんて、ついでみたいで嫌かな？」

　時差ボケ？　……私ったら！　なんて失礼な勘違いを！

　一気に酔いが醒さめて、ヒヤッとした感覚に見舞われる。

　しかもこれは、バースデープレゼントのつもりなの？　もしかして、私がなにかを催促したみたいになっている!?

「ご、ごめんなさい！　いいの!!　受け取れないわ。せっかくの妹さんの……」

　たじたじになった私を見ながら、彼はクスクスと笑いだした。

「遠慮しないで。俺が渡したいんだ。君にきっと似合うから」

　誰もが知る有名ブランドのリボンのかかった箱を、じっと見る。

　高価……よね？

「でも、あの……」

　彼を見上げると、優しく笑ったまま、また信じられないことを言う。

「君に受け取ってもらわないと、俺の下心が報われないな。これっきりにしたくないと思ってるんだけど」

　え。ええええ!!　嘘!?

　私が驚きで固まっているというのに、彼はなんだか余裕に見える。

「開けてみて。気に入るといいけど」

　そう言われて、震える指でリボンをほどき、そっと箱を開ける。

「わ……。可か愛わいい」

　中から出てきたのは、小さなオープンハートのトップが輝くネックレス。

「気に入った？」

　彼はそれをそっと摘まみ上げると、私を抱きしめるように両腕を首に回した。

　ちょ……ちょっと！　近いんですけど！

　彼の緩められたネクタイと、外された首元のボタンの向こうに見える素肌が、目の前にある。息がかかってしまうと思って呼吸を止める。

　どうしよう。胸がドラムみたいに鳴り響いている。

「はい。できた」

　パッと彼の身体が離れて、ようやく呼吸を再開した。

　は、はあ……。死ぬかと思った。

　ぜいぜい言っている私に気づいていないかのように、彼は言う。

「うん。やっぱり優ゆう香かより、瑠花のほうが似合うよ。優香は元気なイメージだから」

　……ゆうか？　誰？

　私は思わず無意識に顔をしかめていたようだ。彼がクスッと笑う。

「優香は妹だよ。そんな顔で嫉妬してもらえるなんて嬉しいな」

「嫉妬だなんて、やめてよ。そんなふうに思わないから」

「冗談だよ。瑠花はすぐにムキになる。まあ、それも可愛いけどね。ハッピーバースデー、瑠花。君に出会えてよかった。今日、これを渡せてよかった」

　クスクス笑いながら、再び祝いの言葉を言ってくれた。

　どうしよう。信じてもいいのかな。このまま……千尋を好きになってもいいのかな。

　傷つきたくない。人を好きになるのが怖い。だけど、男性をもう一度信じてもいいのかな。

　相手が千尋なら大丈夫な気がする。この笑顔にきっと嘘はないと思いたい。

　でも、こんな簡単に人を好きになれるものなの？　ついさっき知り合ったばかりなのに。彼のことを、なにも知らないのに。

　いろいろ考えるけれど、そんなリスクをすべて打ち消すほどに、千尋はあまりにも素敵だ。

「瑠花？　その顔は……俺を信用してないね？　ただのナンパ男だとでも思ってる？」

　考えていることを読まれた気がして、驚く。

「そんなこと、思ってない」

　千尋の言うことを否定しながらも、目を合わせられない。私の様子を見て、彼は小さなため息をついた。

「仕方がない。そろそろ白状しないとダメかな。君は……夏なつ目め総合病院、救急医療科の深ふか沢ざわ瑠花さんでしょ」

　な……なに!?　どういうこと!?

「……なんで!?　私のこと……知ってるの？」

　わけがわからない。どうして、今日出会ったばかりの千尋が？

「君のことは知ってるよ。俺の名前は……夏目千尋。明日から救急医療科に配属されるからね」

　え。え。ええええー!?　な、夏目……？　まさか、そんなことは。いや、でも……。

「あなたは……まさか、夏目……医局長？」

「はい、正解」

　彼はニコリと笑った。

　う、嘘!?　な、な、なんで!?　どうしてこんなところで出会うのよ！

　おたおたする私に構わず、彼の説明は続く。

「一応、医療チームのスタッフの顔は写真データで全部覚えてきたから。ここで出会ってすぐに、君が深沢さんだとわかったよ。酔いつぶれたら連れて帰らないといけないと思って、様子を見てたんだ。君より先に寝ちゃったけどね」

　そこまで話すと、彼はカウンターの奥にいるバーテンのほうを向いた。

「ここが昔からの行きつけの店でよかった。馴な染じみの彼がいるから安心してしまって。この店で会えたのも嬉しいよ。懐かしくて、帰国してから真っ先にここに来たんだ」

　ニッコリと笑うバーテンから目を逸そらし、再び私を見て笑う。私は口をパクパクするけど、声が出ない。

「写真も可愛かったけど、実際の君がこんなに魅力的だとは今日初めて知ったよ。しかも聞けば失恋中だとは、俺もツイてる。実家に戻るのは正直、抵抗があったんだ。でも、君とこれから楽しく過ごせるなら帰ってきてよかった。ま、俺はこんな感じだけど……よろしくね」

　驚きでなにも言えない。そんな私を見つめて、千尋改め医局長はニコニコしている。

　三ヵ月ほど前から、病院中で噂うわさになっていた。院長の息子が、アメリカの有名大学の医療先端技術チームの任期を終えて帰ってくるらしい、と。どこの医局に配属されるかまでは、誰も知らなかったけど。まさか、本当に……目の前のこの人が!?

　いや……ポッカリ口を開けて驚いている場合じゃない。どうしよう！　酔っていろいろ変なことを言ってしまった。取り繕いようがない。

　と、とりあえず、挨拶しないと！

　ガタッと椅子から立ち上がると、頭を下げながら叫ぶように言った。

「看護師二年目の深沢です!!　これまでの数々の無礼をお許しください！　今日のことはすべて忘れて、明日からはまた心機一転、気合いを入れて頑張りますので、よろしくお願いいたします!!　医局長も、どうか忘れてください！」

　顔を上げないままの体勢で、医局長の返事を待った。

　ところが、彼はなにも言わない。まさか、怒って返事をしたくないとか？

「本当に申し訳ございませんでした！」

　再び謝る。それでも返事はなかった。

　なにも言ってくれないの？

　不思議に思い、おそるおそる顔を上げた。医局長はカウンターに片肘をつき、そこに頭を乗せて黙って私を見ていた。

　やっぱり……顔が怒っている!?　焦りがピークに達する。

「あ……の、医局長？」

「はい、ブーッ」

　いきなり大きな声で言われ、飛び上がりそうになるほど驚いた。

「その『医局長』って呼び方、病院以外では禁止ね」

　ふてくされたように彼が言う。

「でも……病院以外でお会いすることは、もうないかと……」

「はい、またまたブーッ」

　……なっ！　なに!?

　再び言われ、こちらもまたまた驚く。

「これから病院以外でお会いすることのほうが多くなるかもよ。というか、その話し方も、ブーッだね」

　なんなの？　医局長の話す内容が理解できない。どうしてあなたみたいな、看護師よりも遥はるか上の地位にいるような人と、病院以外で会うのよ？

「俺はさっきから瑠花に言ってるはずだよ？　君と出会えてよかった、って。瑠花は違うの？」

　そりゃ、彼が医局長だとわかる前はそう思っていた。だけど知ってしまったら、もう好きになんてなれないでしょう。本気になりかけていたけど、これも運命。諦めるより他ない。

　医局長は夏目総合病院の跡取りで、アメリカで最先端のチームにいた、医者の中でもありえないくらい雲の上の人なのだから。一看護師の私とプライベートで付き合うなんて、無理に決まっているでしょ。

　俯いてそんなことを考えていると、彼がカタッと静かに立ち上がった。思わず顔を向けると、急に眼前がふわっと暗くなり、唇になにか温かいものを感じた。

　……えっ!?　……彼が、私の唇を塞いでいる！

　私が目を大きくさせていると、唇からそのぬくもりがふっと離れた。

「目、閉じてて。瑠花にわかってもらえるまで、こうしてるから」

　甘い声がじわりと耳に届いた直後に、また唇が重ねられる。

「ん……」

　抵抗することも忘れ、彼のキスの心地よさに、いつしか言われるままにうっとりと目を閉じていた。

　奥の席で飲んでいた数組の客も、きっと見ているに違いない。薄暗い店内だけど、はっきりと視界に入るはずだ。近くにはバーテンだっているし、人前でこんなことはダメだと思っているのに、どうしても拒めない。

　ああ……。本気になってしまう。

　いけないと思いつつ、自分からも彼を深く求める。たった今、この人を好きになってはいけない、諦めなきゃ、と自覚したばかりなのに。

　相手は医局長なのよ？　しかも、医者の中でも〝超〟がつくほどのエリートなのよ？　また本気になるの？　裏切られるのが関の山だって……。

　必死で自分に言い聞かせる。

　だけど、優しく私の口の中をまさぐる彼のすべてが、私の心をトロトロに溶かしていく。離れては触れて、優しく包み込んでくる。

　ダメだってば、と考えながらも、彼のシャツの背中をギュッと握る。

　やがてそっと唇が離れ、目を開けると、彼は私を見つめてふわりと笑った。それを夢見るような気持ちでトロリと見上げる。

　もう、心が完全に持っていかれている。自分に言い訳なんてできない。

「ね、瑠花。君も離れたくないでしょ。どうする？　これ以上はやめて、引き返す？」

　彼の囁ささやきは、まるで私の心を操るようだ。拒むことはできない。あなたを見つめるだけで精いっぱい。

「今ならまだ間に合うよ。明日からは君の言う通り、なにもなかったことにできる。でも君は……そうしてほしいの？　だったら忘れるよ。なにもかも」

　私？　私は……なかったことにしたいの？　明日から普通に、病院だけで顔を合わせるの？　医者と看護師。ただそれだけの関係になる？

　そのとき、酔っているせいなのか、足元が突然カクッとふらついた。

「あ……っ」

　衝撃で、シャラン……と首元のネックレスが揺れるのがわかる。

『ハッピーバースデー、瑠花。君に出会えてよかった』

　先ほどの彼の優しい笑顔が脳裏を掠かすめる。そのまま床に倒れそうになった。

「うわっ！　大丈夫!?」

　咄とっ嗟さに抱きかかえてくれる、細いけれど逞たくましい腕。体勢が変わり、彼と私の顔が再びグンと近くなる。

　綺麗な瞳。ぼーっとそれに見入る。

　千尋……なかったことになんてできない。できるはずもない。

　そのまま、今度は私から彼の唇にキスをした。

　驚く千尋に構わず、もう一度彼を感じる。このままどうなってもいい。仕事を失っても構わない。明日にはもう、あなたがそばにいなくても。

　やがて彼も優しく応え始め、しっとりと絡み合う。今だけはこうしていたい。あなたを好きになってしまったから。

「んん……っ」

「瑠花……」

　もしかしたら店内の客の中に病院関係者の誰かがいて、見ているかもしれない。だけど、そんなことはもうどうでもいい。彼のぬくもりから離れたくない。

　医者だとか、医局長だとか、跡取りだとか、なにもかもを通り越して、今ある想いは、彼をどうしようもなく手放したくないということ。

「瑠花……瑠花」

　彼が艶のある声で私を呼ぶ。キスの合間に吐息交じりで囁くその声を、ずっと聞いていたい。いつまでもそう呼ばれたい。

　そっと唇を離し、見つめ合う。

「なにもなかったことになんかできない。どうしよう、私……千尋を好きになってる。諦めるなんてできない……」

　私が告げると、彼は優しく微笑んだ。

「なかったことにすると瑠花が答えたら、力ずくででも君を奪うつもりだった。引き返せないところまで。俺も同じだよ」

　この人のすべてを、自分のものになんてできはしない。充分にわかっている。

　それでも溺れたい。もっと深く、彼を知りたい。そう思いながら彼を見つめる私の髪を、そっと撫なでる温かい手。

「愛の告白で、名前を呼んでくれてよかった。『医局長』なんて呼ばれたら、医者を辞めたくなってたよ」

　ああ……この人の目的はなに？　私の心を、引き返せないどころか、先にどんどん進ませて迷わせていく。理想的な甘いマスクで、私が今まで誰にも言われたことのない愛の言葉を囁いて。

　急にまた酔いが回ってきた。

　私が酔っているのは、なにに？　お酒？　それとも……千尋？

「瑠花、今日はもう送るよ。瑠花……？」

　頭がクラクラする。彼の声がどこか遠くに聞こえる。

「まいったな」と彼が呟くのが聞こえた。だけど、返事ができない。まるで水の中にでもいるようだ。

「俺と一緒に来る？　瑠花、誘ってるの？　違うのなら住所を教えて」

　私は彼の胸に寄りかかったまま、うっすらと目を開けて彼を見た。困った表情で私を見下ろす綺麗な目。

　……うん。そうかもしれない。きっとそうだ。誘っているの……。

　心でそう思ったけれど、口に出すことはできない。胸に抱かれて朦もう朧ろうとする。

「仕方ないな。俺の実家はまずいから……部屋を取るか。瑠花？　それでいい？」

　微かに頷いた私の肩を抱いて、千尋はゆっくりと歩きだした。

　バーを出る瞬間、最後にバーテンと目が合った。彼はニコリと私に微笑んだ。










彼女に惹かれる理由［千尋Ｓｉｄｅ］




　ホテルの一室を取り、部屋のドアをパタンと閉める。おぼつかない足取りでヨタヨタと歩きながら俺に体重を預ける彼女を、とりあえずソファにそっと座らせる。

「千尋……。私、大丈……夫。どこにも行かないで……」

　むにゃむにゃと呟く彼女を、しゃがみ込んでそばからじっと見つめる。目は閉じているが、寝ているわけではなさそうだ。

　……しかし、驚いたな。あんなところで、帰国した途端に病院スタッフに会うとは。

　深沢瑠花。写真ではおとなしそうなイメージだったが、こんなに大胆な子だったんだな。まあ、遅くとも明日には顔を合わせることになってはいたが。

　写真を見た瞬間から、なんとなく彼女に興味を持っていた。救急医療科に、若くから配属されているスタッフは多数いるが、みんな優秀な人材ばかりだと聞いている。

　そんな彼女を、自分を見失わせるほど酒に溺れさせた男も、おそらく病院スタッフだろう。会ったばかりなのに、彼女の相手の医師が誰なのか気になっている。

　こんなに短時間で女性に心を奪われたのは、初めてのことだった。最初は興味本位から瑠花と話していたが、可愛くあどけない笑顔に、自分でも驚くほどに引き込まれた。彼女には底知れぬ魅力がある。

　クリッとした愛らしい瞳に、笑うと頬に浮かぶ小さなえくぼ。ストレートな物言いのわりに、華きゃ奢しゃで折れそうな身体。

　戸惑う瑠花に、自分を男として見てほしいと懇願した。彼女の立場からすると、さぞ困惑しただろう。だが、自分の欲望を抑えきれなかった。しかも医局とは無関係の場所で出会うなんて、仕組まれたようなシチュエーション。

　瑠花は俺を好きになったと言ったが、果たして酔いが醒めても同じ気持ちでいるだろうか。俺はもしかしたら、恋人に裏切られた心の傷を癒いやすだけの存在かもしれない。もしもそうなら、改めて振り向かせるだけのことだが。

　そっと彼女の頬に触れる。

「……うう……ん」

　微かに出たその声は、次第に寝息へと変わった。

　寝入ったか……。

　俺は幸せそうに目を閉じている彼女から視線を外すと、スッと立ち上がった。

　――ガシッ!!

「うわっ！」

　突然手を掴つかまれて驚きながら、瑠花のほうを見た。

「どこに……行くの？　帰るの？」

「びっくりした。起きたの？」

　彼女はトロリとした目つきで俺を見上げている。

「帰らないよ。シャワーを……」

　俺がそう答えると、彼女はふるふると緩く首を横に振った。

「行かないで。そばにいて……。少しだけ」

「瑠花？　どうした？」

　問いかけながら、再びしゃがみ込む。

「千尋は和志と同じ医者だけど……嘘をついたりはしないよね？　もう、あんな思いはしたくないの。でも……まさか医局長だなんて。どうしたらいいの？」

　彼女の目から流れ落ちる涙は、心の傷の深さを物語っている。

　どんなに傷ついたのだろう。君の心の傷が癒えるなら、俺は別れた恋人の身代わりでもいいとまで思う。

　すると彼女の細い両腕が、俺の首にするすると巻きついてきた。

「ちょ……っ、待って」

「医局長……。私、酔ってるみたいです……。寒い」

　……『医局長』ね。彼女の中で、小さな混乱が起きているらしい。

「ベッドで眠るか？　連れてくよ」

　彼女は腕の力を緩めて、うるうるとした瞳で俺を見た。

　……なんて目で見るんだよ。まるで俺を心から愛しているみたいに。

　本当にやめてくれよ。俺が理性を保っているうちに、この腕を放してほしい。

　彼女は俺を至近距離から見つめたままで悲しそうな表情になり、甘えるような声で言った。

「ひとりで……？　こんなに寒いのに、ひとりで眠らないといけないの？」

「……どういうこと？」

「千尋も……一緒に寝てくれるの？　ダメなの？」

　それがどういう意味かわかって言っているのだろうか。彼女を胸に抱いてひと晩、平気でいられる自信がない。

「なに言ってるんだよ。俺はソファで寝るから。布団に入れば寒くはないよ」

　首に絡みついた瑠花の腕をそっとほどくと、視線を逸らした。彼女の瞳をこれ以上直視できない。

「千尋の嘘つき」

　……え？

　彼女が軽く俺を睨みながら、小さな声で呟いた。

「なにが……」

「……引き返せないところまで、力ずくで私を奪うんじゃなかったの？」

　彼女の言葉に動揺する。

「……いや。あれは――」

「やっぱり気が変わったの？　でも……そうよね。突然出会って、その場の雰囲気でなんとなく……なんてよくある話だわ。だいたい、医局長ともあろう人が、初めから私を相手にするはずがないわよね。私ひとりで舞い上がってバカみたい」

　急に饒じょう舌ぜつになった彼女を、唖然として見つめる。

「だけど……今日はあなたに祝ってもらえてよかった。明日からまた頑張れそうな気がするの。本当にありがとう……ございます、夏目医局長。じゃあ私、これで……」

　彼女はそこまで一気に話すと、フラフラと立ち上がった。

「瑠花！　待てよ！」

　俺は胸にくすぶっていた躊躇ためらいをすべて振りはらうように、立ち上がった瑠花を衝動的に押し倒した。

「きゃ!!」

　酔いに支配された彼女の細い身体は、呆あっ気けなくソファにひっくり返った。

　彼女の真上から、その目を見つめる。潤んだ瞳が大きく見開かれて、俺の目前で揺れている。

「どうして出ていこうとするの？　抱いてほしいってこと？　……言いたいことはそれだけ？　君の言う通りにすればいいの？」

　彼女の手首を掴んで、逃げられないようにする。

「バーで話していた、医者とは恋愛しない方針は、もう変わったの？　もしも変わってはいないのなら、どうして誘うの」

　彼女に跨またがり、顔を見下ろしたまま静かに尋ねた。

「……医局長？」

「ふたりのときは、名前で呼んでって言っただろ。ね、瑠花。質問に答えて」

「あ、あの」

　彼女の細い手首がピクリと震える。俺は彼女の返事を待たずに、そのまま乱暴に唇を重ねた。

「んっ……!?　……ん」

　驚きで一瞬強こわ張ばった彼女の唇は、やがてしっとりと熱を帯び、俺の唇を包んでくる。

　……君は、俺が好きなんだろう？　このまま終わるなんて、きっとできないはずだ。

　そっと唇を離し、彼女の瞳を覗き込む。揺れて戸惑いながらも、まっすぐに俺を見つめ返している。

「身体から始めるなんて、俺のカラーじゃないから抑えてたんだけど……瑠花がそうやって誘うんだったら、俺のしたいようにするよ？　それが君の望みなんだろ」

　瑠花が俺を試すかのように、艶やかな視線を投げかけてくる。

「私、そんなつもりじゃなくて。誘ってなんか……」

「そう？　違うんだ。じゃあ、やめてあげる」

　あっさりと瑠花の手を放して身体を解放すると、彼女に背を向けて起き上がろうとした。

「嫌。……離れないで」

　俺の身体にしがみついたその手は、微かに震えていた。そんな彼女を振り返る。

「それが誘ってるっていうんだよ。君はいったいどうしたいの？」

　彼女の目がゆっくりと瞬まばたきをして、睫まつ毛げがそっと揺れる。

「……君のすべてに欲情してる。俺にだって戸惑いはある。出会ってすぐだなんて、経験がないからね。本当は、どうしたらいいのかわからないんだ」

「ち……千尋。本当に……？　信じてもいいの？」

　不安と期待の入り交じったその表情が、俺をどんどん急せかしていく。ネクタイを緩め、ほどきながら、彼女の耳のそばで囁いた。

「黙って。君が……欲しいんだ。今すぐに。こんなことが許されるのならば」

　瑠花の白い首筋に柔らかく唇を這はわせながら、互いの衣服を取りはらっていく。

「千尋……好き……」

　彼女の腕が、俺の背中に回される。その瞬間、湧き起こった切なさと欲望。

　君を傷つけるもの、すべてから守っていきたい。悲しい涙をもう流さなくて済むように。優しく包んで愛したい。

　自分の想いに導かれるように、彼女のぬくもりの中に深く溺れていった。

「もう、なかったことになんてできないから。君は……俺のものだから」

「……ああ……」

　俺の言葉に熱い吐息で答える瑠花が、可愛くてたまらない。気持ちが入りすぎて、どうにかなりそうだ。

「もっと強く……抱きしめて。夢ではないと思わせて……。お願い」

　その口から零れる言葉に、胸を締めつけられる。

「瑠花……っ」

　君は今までどんな恋をしてきたの？　俺が忘れさせてあげるから。

　ふたり抱き合いながら、朝を迎えようとしていた。




　あれから何度求め合ったのか。彼女は俺の胸に包まれたまま、小さな寝息をたてている。

　俺、明日から普通にできるのか？　瑠花に俺のまわりをウロウロされたら、仕事どころじゃなくなるのではないだろうか。

「あー、ヤバい」

　瞼の上に腕を乗せて考える。そんなことを恐れる自分がなんだかおかしくて、思わずひとり笑ってしまう。まるで初めて恋をした少年のようだ。

　彼女は何度も俺を好きだと言ってくれたが、俺はまだどこか半信半疑だった。

　酔った勢いで、思わず口にしただけなんじゃないだろうか。不安を拭いきれない。浮気されたとはいえ、つい昨日まで恋人がいたのだから。

　嫌だ。そんな男に彼女は返さない。もう俺のものだ。

　彼女の身体をギュッと抱きしめる。

「ん……」

　腕の力の衝撃で、瑠花が小さな声を上げる。力を緩めてその顔を見ると、そっと目が開いて、彼女とぱちっと視線が合った。

「ごめん。起こした？」

　俺が聞くと、彼女は緩く笑った。

「……夢を見てた。千尋が……笑って抱きしめてくれるの。夢だとわかっていたけど、嬉しくて。覚めないで、って思ってた」

「覚めないよ。俺はここにいるから。これからも……ずっとだよ」

　そう。君が呆れるほどに。ずっとその笑顔を見ていたい。それが本音だった。

「本当？　私で……いいの？　どうして？」

　どういう意味だ？　俺が信用できないのか？

　素直に受け入れない瑠花に、自分の気持ちを否定されたように感じる。

　黙り込んだ俺に、彼女が言いにくそうに告げた。

「夏目医局長なら、看護師とのお遊びなんて――」

「瑠花」

　少し大きな声で話を遮る。

「遊びじゃない。信じて。本気だから」

　俺よりも、むしろ君のほうが疑わしい。相当酔っていたし、酒の勢いとも考えられる。だけどその気持ちを口にすると、君はこの腕から逃げだしてしまいそうだ。それほどまでに、俺たちはお互いを知らない。

　瑠花を睨んで口をつぐむ。彼女も黙り込んだ。

「……ごめんなさい。私……」

　瑠花はそう言いながら、俺の身体にキュッとしがみついてきた。俺は彼女を抱きしめ返す。

　君の不安はもっともだ。このまま終わっても不思議ではない始まり方なのだから。

「俺もごめん。だけど、そんなふうに思わないで。いきなり君を抱いたことを、悪いと思ってはいる。だけど……抑えられなかった。瑠花を好きになったから」

　言葉にしたら陳腐だけど、今はこれしか言えないから。どうか信じてほしい。

「私も千尋が好き。医者は……もう好きにならないと決めたのに。後悔……させない？　このまま諦めなくてもいいのよね？」

「うん。信じて」

　どちらからともなく唇が重なる。

　こんなふうにいきなり心に入り込んでくる女性がいるんだな。突然嵐のようにやってきて、吹き荒れる。俺を捕らえて離さない。

　いいよ。そんな君を包み込んであげる。俺から離れられないようにしてあげる。

　憂鬱だったはずの今日からの勤務が、楽しみになってきた。










医局に吹き荒れる恋の嵐




「リードル大学付属病院の任期を終えて、こちらに配属になりました、夏目千尋です。医局を突然預かる運びとなり、みなさんにはご迷惑をおかけするかもしれませんが、精いっぱい務めますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　千尋がそう言って頭を下げると、その場にいた救急医療科のスタッフ二十人も揃そろって一礼した。

　本当に……昨日の夜に出会ったのは彼だったんだ。純白の白衣姿の彼を目まの当たりにして、改めて思う。

「では業務に戻ってください。夏目医局長はどうぞこちらへ」

　救急医療科看護師長である赤あか木ぎさんのひと声で、各自持ち場へと戻る。歩きながら同期の桃もも子こが話しかけてきた。

「瑠花、医局長ってイケてると思わない？　あんなに素敵な人なら、一度でいいからお願いしたいよねー。笑うと超～可愛いのに、なんだか凛り々りしいっていうかさー。しかも次期院長だなんて、カッコよすぎるっ！　パーフェクト！」

「うん。……そうだよね」

　昨日、出会っていなかったなら、私も桃子と同じような反応をしていたのだろうか。

　……そうね、きっと。だって、彼は誰が見たってあまりに素敵すぎる。たとえ白衣を着ていなくても。

　昨夜の彼も、ため息が止まらないほどに魅力的だった。

　医者はみんな肩書のおかげでカッコよく見えると思っていた今までの私の考え方を、すべてひっくり返した。

「なぁに？　瑠花はタイプじゃなかったの？　反応が薄いわね」

「えっ……。あ……うん」

　桃子には適当に答えたけれど、タイプじゃないだとか、私にとってはそんな次元の話ではない。彼の身体のぬくもりと、甘く優しく響く言葉が、今もまだ全身に染み渡っているから。

　つい三時間ほど前まで、私はあの胸の中にいたのだから、無理もない。

　……まずい。本気になっている。今すぐにまた、あの優しく逞しい胸に戻って抱きしめられたい。息が止まるほどにキスしてほしい。元々諦められるはずなんてなかったのだと実感する。

　いけない。仕事中は考えないようにしないと。

　命を扱う各科の中でも、最も多くの救急患者を相手にするこの科は、常に高い集中力が要求される。恋愛に気を取られているようでは、患者の命を奪いかねない。

　そっと振り返り、千尋の様子を窺うかがう。

　四日前に交通事故で運ばれてきた小学生の男の子の顔を覗き込んでから、ベッド横の装置のモニターを見る千尋。意識がない男の子の頭をそっと横向きにして、その長い指で頭の表面を触診した。そばで控えている赤木師長になにかを伝えてから、隣の患者のベッドへと向かう。

　そこにいるのは、愛を囁くだけの甘い男ではない。――紛れもなく、エリート医師、夏目千尋だった。

　そのとき、けたたましいサイレン音と共に正面入口が開き、担架に乗せられた患者が救急隊員によって慌ただしく運ばれてきた。少し前に受け入れ要請のあった患者だ。

「建設現場の二階足場から落下です。意識はあります」

　千尋は患者の担架に駆け寄ると、なにかを話しかけながら、数人のスタッフと一緒に手術室へと吸い込まれるように消えていった。

　私はまだ手術室への入室は許可されていない。いつか私にも、千尋の手助けができる日が来るのだろうか。




「いっやぁ～、さすがだね!!　見事な手術だったよ。早いのなんのって。しかも患者と話しただけで、頭の異常にも気づいたんだぜ!?　ありえねぇ。神だよ、神!!」

　昼休みに食堂で数人の救急医療科スタッフとランチをしていたとき、藤ふじ守もりドクターが千尋のことを話し始めた。今朝の患者に対する処置が信じられないほどの神業だったらしく、やはり彼が普通ではないことを知らされる。

「俺、正直さぁ、ちょっと見くびってたんだよね。院長の息子ってだけで医局長になれたんだと思ってさ。だけどあれほどのものを見せられると、認めざるをえないよな」

　感心しながら言う藤守ドクターの話をぼんやりと聞きながら、複雑な心境になっていた。やっぱり、釣り合わないにもほどがある。私はまだ、そんな千尋の手伝いすら許されてはいないのだから。

　昨夜のことはきっと忘れたほうがいい。今ならまだ、戻ってやり直せる。

　もしも千尋と私を隔てるすべてのものが、なかったなら……。

　そう思うけど、仕方がない。昨夜見た夢は現実ではなかった。ただ、それだけのことだと考えるしかないのだ。

「深沢さん」

　突然、私の肩にポンッと手が置かれた。

「はい？」

　少し驚きながら振り向くと、そこにいたのは千尋だった。その場にいた全員が、彼に注目して固まっている。そんな周囲の視線にお構いなしで、彼は私に言う。

「カルテの確認がしたいんだけど、付き合ってくれないかな」

　……なんで私？

　私が彼を見上げたまま返事もできないでいると、私の向かいに座っている若手の今いま井いドクターが口を挟んだ。

「医局長！　私がご一緒します！　深沢はまだ経験も浅いですし、自分なら患者の詳しい状態も説明できます」

　しかし千尋は今井ドクターに優しく微笑みながら言う。

「いや、深沢さんにお願いしたいんだ。彼女の熱心な仕事ぶりを、先ほど赤木師長から聞いたよ。経験が浅いからこそ、もっといろいろなことを覚えてもらわないとね。君にはまた次の機会に」

　笑いつつも、口調は完全に今井ドクターを拒絶していた。

「はい、すみません。出すぎた真ま似ねをいたしました」

　項うな垂だれた今井ドクターに、千尋はひとこと「ごめんね。ありがとう」と告げると、私の食べかけのランチのトレイをサッと持ち上げた。

　ちょ、ちょっと。まだ食べているのに。そう言いたかったけど、みんなの前では親しげに話せない。

　唖然とする一同の目の前で、千尋はサッと私の手を繋つなぐと、引っ張るように歩きだした。

　こんなふうにしたら、みんなが変に思ってしまう！

　私は驚いて手を引こうとしたけど、千尋の力が強くて無理だった。引きずられるようになりながら、小声で彼を呼ぶ。

「あの、夏目医局長」

　すると彼がピタリと足を止めた。私の手を放してランチのトレイを食器置き場に戻しながら、私を振り返り、小声で言った。

「『医局長』は……今だけは許してあげる。だけどふたりになったら名前を呼んでよ」

　どうして今、そんなこと！　誰かに聞かれたら……。

　思わず周囲を見回す。そんな私の頭上から、クスッと笑い声が聞こえる。千尋に視線を戻すと、彼は笑いを堪えながら話した。

「誰も俺たちの会話なんて気にしてないよ。たとえ知られても、別にいいんじゃない？」

　知られても……いい？　簡単に考えている彼が信じられない。

　いいわけない。知られたら病院中の人に不釣り合いだと非難されてしまう。私が一番自覚していることを、他人に言われたくない。

　しかも誰も気にしてない、ですって!?　食堂にいる女性がみんなこちらを見ているのに、本当に気づいていないのだろうか。

　じーっと彼を見上げる。

「なに？　さあ、行くよ。話したいことがたくさんあるから」

　彼はまさかの天然ボケなのかもしれない。

　意外に思いながら立ち止まる私の手を取り、引き寄せると、またスタスタと歩きだす。振りはらうこともできず、それに従って私も歩いた。

「やっとふたりきりになれた。……どうしようか。今朝の続きでもする？」

「え」

　医局長室に入り、私を振り返った彼は、昨夜と同じように甘く優しく笑いかけてきた。ドキドキと胸が高鳴り始めている。

　な……なんで楽しそうに笑うのよ。ここは病院なのに、続きだなんて。そんなことできるわけがない。

　私は胸の鼓動に気づかれないように、素早く彼から視線を逸らした。そのままドアノブに手をかける。

「どうする……って。カ、カルテの確認……ですよね？　集中治療室の患者さんのものからでいいですか？　すぐに持ってきます」

　慌てて部屋を出ようとする私を、千尋は大きな声で呼び止める。

「瑠花!!　待って！　いいから」

　ピタッと私は動きを止めた。

「なんで逃げるの」

「い、いや。そんなわけでは……カルテを……持ってこないと」

　千尋を見ないまま、そう告げる。その直後、真後ろに気配を感じて振り返った。彼が私のすぐそばで屈かがんで、顔を近づけている。

「瑠花、俺を見て」

　ドアに手をついた彼とドアの間に、挟まれるようになる。

　――ドクン！　私の全身が彼に反応し始める。

「あ……あの、医局長」

　長身の彼が私を追い込むように、もう片方の手もドアにつけた。

「そう呼んじゃダメだと、言ったよね？」

　昨日から何度も取り込まれてきた黒い瞳が、間近からじっと私を凝視している。

　ダメよ、本気になっちゃダメ。諦めるの。なにもなかったかのように、『やめてください』と言うのよ、瑠花。

　さっきのドクターたちの話を聞いていたでしょ。彼とは住む世界も、これから生きていく人生も、きっと違うから。私と重なることなんて、なにひとつあるはずないのだから。

「や……やめてくださ……」

　ようやく言いかけた私の耳に、千尋の悲しげな声が響いた。

「俺が……嫌になった？　俺が、彼の身代わりだったと気づいたの？」

　……身代わり？

　なんの話かわからない。千尋のほうを見ると、彼は私から顔をふっと離した。そんな彼を見上げる。

「医者は好きにならないって言ってたね。君がそれほどまでに深く傷ついたのは、恋人を本気で好きだったからだ。つまり、俺と一緒に過ごしたのは恋人を忘れさせてほしかっただけ。あのとき、本当はひとりでいたくなかっただけなんじゃないの」

　千尋の話に衝撃を受けた。

　なにを言いだすの？　そんなはずないのに。

「俺は瑠花の中では、初めから恋愛対象外だったわけだ。その場限りの――」

「違うわ！　彼のことなんて、もうなんとも思ってはいない。嘘みたいに心から消えたのよ。あなたに出会ってから」

　慌てて否定する。まさか千尋が和志のことを考えていただなんて。

　医者かどうかは、すでに私の中ではどうだっていいことだ。ただ私は、あなたと私の世界があまりにも違うから、あなたの存在を遠く感じたから、それを恐れただけ。

　怒りで身体が震えてくる。千尋は本気でそう思っていたの？

　私の頬にそっと彼の手が触れ、びくっとする。

「ごめん、冷静じゃなかった。君が急に俺を避けるから、不安になった」

　悲しそうに言う彼を見て、泣きたいような心境になる。

「ごめんなさい……。そんなつもりじゃ」

「俺の中では、もう君しか欲しくないんだ。君との出会いは衝撃的だった。強引だってことは充分わかってる。だけど瑠花が……欲しい。俺のものにしたい。心も身体も、君のすべてを。どうしても、そう思ってしまう」

　本当は朝からずっと、もう一度聞きたかった。私を心から求める千尋の甘い声を。

　夢の続きを見たかった。あるはずのない、あなたとの未来を。

　あなたと私は違うだなんて、自分に自信がないことへの言い訳ばかり。

「もう一度言うよ。瑠花が好きなんだ。俺のものになって？」

　私の心は、瀬戸際まで追いつめられている。

「瑠花が必要なんだ。どうしても欲しい。俺を信じて」

「ちひ……ろ」

　まっすぐに私を見つめ、気持ちを告げる千尋の目に、きっと嘘はないと思えた。

　あとはなにも考えないで、この綺麗な瞳に囚われて……堕ちるだけ。

「……千尋……っ！」

　彼に飛びついて、すがりつくように抱きしめる。

「瑠花」

　そっと抱きしめ返してくれる腕が、少し震えている。

「もう……君に触れることができないんじゃないかと思った。失いたくない。君を絶対に離さない」

「千尋……。私、あなたが好き」

　我慢できなかった。打ち明けるしかなかった。

　昨日出会ったばかりの、しかも医局長に恋してしまうなんて。

「今頃気づいたの？　俺は君に出会った瞬間に、これから俺が瑠花を愛するんじゃないかって予感がしてたよ」

　重なる唇から、あなたの愛が伝わってくる。

　このまま溶け合って、重なって、許し合って。すべてをあなたに捧げたい。あなたに本気で心を奪われたのだと伝えたい。その手段が、あなたを感じることしかないのならば。

　衝動に駆られ、唇を深く合わせたまま、彼の首に手を回し、しがみつく。

　千尋が私のナース服のボタンに手をかける。そして自分のネクタイを取り去り、シャツのボタンを外していくと、昨夜と同じ逞しく温かい素肌が現れた。私はそこに頬をすり寄せて、彼を強く求める。

「瑠花……」

　やがて私たちはそのまま、昨夜の夢の続きを見始めた。

　こうして彼の体温を感じているだけで、急激に満たされていく心。抱きしめ合うだけで、嘘のように消えていく不安。

「抱きしめて。……もっと強く。お願い。あなたは消えたりしないって……思わせて」

「まいったな。ここではこれが限界。せめて瑠花の肌にもっと触れたい」

　昨夜から目まぐるしく変わっていく、私の心と身体。彼と突然出会って、愛して、愛されて……。

　正直、不安も戸惑いもある。千尋を全面的に心から信じられるわけでもない。だけど、駆り立てられるように彼に向かっていく心を止めることなんてできない。私の胸元に、彼の優しいキスが雨のように降り注ぐ。

　痛く、切なく、心に針を刺されたように想いが疼うずいてくる。

　なす術すべもないまま、千尋への愛情をとどめることができずに熱く見つめた。

「瑠花。今日は当直じゃないよね？」

　私の肌からそっと唇を離すと、千尋が顔を上げて聞いてくる。私は余韻と乱れた呼吸で声を出せず、ただ頷いた。

「そう。よかった。じゃあ今夜、時間を空けておいて」

　夏目総合病院の救急医療科は、新設されて月日が比較的浅いため、夜間は閉鎖される。集中治療室の入院患者のために、当直のドクターと看護師数人が残るのみだ。

　千尋がネクタイを締める様子を、じっと見つめ続ける。

　ほんの数分間抱き合うだけで、彼はもう満たされたのだろうか。先ほどまでの激しい愛の気だるさは、まったく感じられない。

　千尋の切り替えの早さに、またしても私の心の中に不安がじわじわと表れる。彼が私に求めているものは、いったいなんなのか。

「今夜、一緒にいたい。俺、今、不完全燃焼でちょっとつらいんだよね」

　それって……。そんなふうに言われると余計に思ってしまう。

　あなたが欲しいのは、あなたがしたいことは……私と肌を合わせることだけなのではないか、と。

　どれだけ求め合って愛を交わしても、信じきるには、出会ってからの時間が短すぎる。私が黙っていると、彼は不思議そうな顔で尋ねてきた。

「どうしたの？　都合が悪い？」

「……ううん、違う。そうじゃなくて」

　なんと伝えたらいいのだろう。新しい恋に踏み込むには、まだ私の心が警戒していることを。

「じゃあ、いいよね。おいしいイタリアンの店に連れていってあげる」

　私の様子を気にするわけでもなく、笑顔で話す千尋に目をやる。

　私は……このままこうして、医局長であり未来の院長でもある彼と一緒に過ごしていっていいのだろうか。彼を知らないままに。

　千尋の目的が、もしも無意識のうちに、私の気持ちと関係のない身体の結びつきだけになっていたとしたら。彼がそれに気づいて愛を語らなくなったとしたら。私は必ず立ち直れないほどに傷つくだろう。

　彼を……愛し始めているから。

「医局長は……私になにを求めていますか。私とは、求めているものが違うのかもしれませんから」

　つい、他人行儀な言い方をしてしまう。急に熱を冷ました千尋のことが理解できない。私の身体は火ほ照てったままなのに。

「『なにを』って？　どういうこと？」

　まるで何事もなかったかのように、ネクタイをきちんと締めて白衣を羽織った彼が、私を見て軽く首を傾げる。私もボタンを留め始めた。

「……昨日の今日で、こんなこと。しかも職場で。普通はありえないと思いませんか。もし……昨日のことを誰かに話されたら困るから、という理由でしたら、ご安心ください。私、絶対に言いません」

　彼の顔色がサッと変わる。

「どういう意味？」

「部下と身体の関係になったことを……赴任早々、知られたくはないでしょう」

　……私はずるい。傷つくのが怖くて、早くも逃げだそうとしている。千尋は都合のいい女を求めているだけなのではと、怖おじ気づいている。考えたくはないけれど、身体目当てなのではないかと思ってしまう。だって彼が私を求める理由が思いつかない。

　私も昨夜は我を忘れて彼を求めたというのに、その事実をすべて投げだして、自分を全力で守ろうとしている。彼のぬくもりが離れた途端に、不安に負けている。

「ちょっと待って。どうしてそうなる？　俺は君とのことをまわりに知られても構わない」

「口ではなんとでも言えるわ」

　ふとした拍子に生まれた千尋への疑いは、一瞬の間に大きく膨らんで、私の心を押さえつける。それは鋭い言葉となって、彼に向かっている。自分でも止めることができなかった。










俺に預けて［千尋Ｓｉｄｅ］




　突然、なんなんだ？

　俺をまっすぐに見据えながら静かに話す瑠花の顔を、呆ぼう然ぜんと見つめる。つい先ほどまで、この胸で甘く酔いしれていた女の台詞せりふとは思えない。なにが彼女を不安にしたのだろう。

「なに？　やっぱり……急に俺が嫌になったの？」

　彼女は今にも泣きだしそうな顔で俯いた。

　瑠花の不安な気持ちはわかる。彼女の言う通り、俺たちはまだ出会ったばかりで互いのことなどなにも知らない。

　だけど、瑠花を求める気持ちは確かにここにある。これをどう説明したらいいのかなんて、俺にもわからない。

　でも、君だって同じだろう？　俺たちは、この愛いとしく湧き起こる気持ちを確認する必要がある。

「そんなことを言って、逃げられると思ってるの？」

　俺のひとことに、彼女はピクリと肩を揺らす。

「自分の気持ちからも、俺からも。俺は欲しいものが目の前にあるのに、みすみす指をくわえて逃す性分じゃないんだ。瑠花に今は信じてもらえてないかもしれないけど、必ずわかってもらう。俺が本気だということを」

「和志も初めはそう言ったわ。本気で好きだ、ずっと変わらないと。でも彼は……！　和志も千尋も同じなのかもしれない」

「俺は嘘は言わない。彼とは違う」

　言いながら、彼女の首にそっと指を這わせた。うるうるとした瞳が疑いの視線を向けてくる。

　……いいよ。今はそうやって俺を疑えばいい。君の戸惑いもわかるから。

　制服の中に隠れている、昨夜俺が彼女の首にかけたネックレスを取りだし、指でなぞる。

　この輝く鎖のように、君も俺も強い想いに囚われている。

「待ってるから。帰りに病院の通用口で。君と夢の続きを見るために」

　彼女はなにも言わずにドアのほうを向くと、そのまま部屋を出ていった。

　きっと彼女は来る。戸惑いも、躊躇いも、不安も、すべてを抱えたまま。迷って先が見えないのなら、俺が道しるべになるから。

　全部俺に預けたらいい。ふたりの想いを阻む気持ちも、俺がすべてを愛しさに変えてあげるから。

　そのとき、コンコンとドアを叩たたく音がした。

「はい」

「夏目医局長、急患が入ってくると連絡がありました」

　救急医療科の藤守ドクターが、ドアを開けて顔を出す。

「ああ、すぐ行くよ。容態は？」

「全身を打っていて、意識はないようです」

「わかった」

「失礼します」

　バタンとドアが閉まり、ため息をつく。

　君のことばかりを考えて、ずっとふたりで過ごしたい。わかってもらえるまで話を聞いてもらいたい。だけど俺には、命を救う使命がある。

　両方の手のひらを見つめる。

　俺が医者で、院長の息子だということが、君を迷わせているのだろう。だが、今の俺自身を変えることはできない。

　ぐっと手を握る。

　医者でありながら、愛も貫く。それは果たして、こんなに難しいことなのだろうか。

　コンコンと再びノックの音がした。

「はい。わかってる。もう出るから」

　催促だと思い、相手を確認せずに答えた。

「ちょっといいかしら。話があるの」

　入ってきた女性を見て、もう一度ため息をつく。

「なに？　話？」

　彼女は、消化器内科医の黒くろ澤さわ明あ日す香か。アメリカにいた頃の同僚で、俺より先にこの病院に来ていた。

「ようやく帰ってきたのね。ずっと待ってたのよ」

「君に待たれる理由なんてない」

　彼女から目を逸らし、背を向ける。

「冷たいのね。そんな態度じゃ、私たちのこれからのことを話し合えないじゃない。結婚の時期なんかも決めたいのに。院長は温かく私を病院に迎え入れてくれたわよ。あなたは違うの？」

「明日香。勘違いしないでほしいんだが、俺は――」

「さっきここから出てった子、泣いてたわよ。私に冷たいのは、あの子のせい？　女遊びも多少ならば見逃すけど、あんまり度を越さないでほしいわ。これからいろいろと準備があるのに面倒はごめんよ」

　明日香を振り返る。彼女は怒りに満ちた目で俺を見ていた。

「俺がなにをしようと君には関係ない。父が君を受け入れたのは、医者として必要だからだ。俺と君を結婚させるためじゃない」

「院長はそうかもしれない。でも、私は違うわ。あなたの素性を知ったとき、私しかあなたのパートナーにはなれないと感じた。診療科は二十科、病床数は三百床。こんなに大きな総合病院の跡継ぎだなんて、あなたは私に一切教えてはくれなかったけど」

　自分で自分の顔が歪ゆがむのがわかる。彼女のこういうところが原因で、気持ちが冷めたのだから。

「瑠花は、むしろそれが嫌みたいだけどね。君とは真逆だ」

「瑠花？　……ああ、さっきの子ね。なに？　まさか本気だなんて言わないわよね。あんなオロオロした看護師に、院長の妻が務まると思ってるの？　冷静になってよ」

　彼女の話に、微かに笑う。

「冷静？　そのつもりだよ。だけどそうはいかないみたいだ。俺もこんな気持ちは初めてで戸惑ってる。俺と結婚する女性は、〝俺の妻〟になるんだ。病院と結婚するわけじゃない。君はなにと結婚したいの？」

　俺を見る明日香の目が、驚きで見開かれていく。

「……バカ言わないでよ。『医者に心なんて必要ない』と言ったのは、千尋なのよ？　あなたと結婚するということは、この大病院がもれなく一緒についてくるってことなのよ？」

「そうだね。リードルにいた頃は、ずっとそう思っていた。自分が患者と同じ人間であることを忘れかけていたんだ。でも、俺にも血は通っているし、人を好きにもなれる。そんな当たり前のことに気づけないでいた」

　言いながら、改めて実感した。ようやく普通の男になれた。

　いつからだろう。そんなふうに自分を追い込んで、感情を抑えるようになったのは。

　瑠花は傷ついて悲しいときに、それを我慢しなかった。酒に溺れ、『寂しい』と言って、俺に手を伸ばしてきた。ネックレスを手にし、心から嬉しそうに笑った。

　彼女を見ていると、自分が虚むなしく思えた。俺も彼女みたいに生きたくなった。心の赴くままに。

「君は昔の俺に似てる。早く自分の間違いに気づいたほうがいい。でも、それを気づかせてくれる相手は俺じゃないよ。俺たちはお互いを人としては愛せない」

「意味のわからないことを言わないで！　私はここであなたと病院を大きくするの！　そのためにこうして、ここに来たのよ！　愛だなんて、あなたが語るのは似合わないわ！」

　明日香が勢いよく出ていく。

「きゃ……！」

「気をつけてよ！」

　彼女が廊下で誰かにぶつかったようだ。様子を見ようと、ドアのほうに向かった。

　そのドアからひょこっと顔を出す女性に気づく。明日香にぶつかったのは瑠花だったようだ。話を聞いていたのではないかと動揺する。

「あの……」

「瑠花、ごめん。入って」

　俺の言葉に、瑠花がおずおずと入ってきた。

「時間がないから、すぐ行かないと。どうしたの？」

「私……謝りたくて。さっきはごめんなさい。和志と千尋は違うってわかってるのに、あんな言い方をしてしまって」

　ふっと顔が緩む。明日香との話は聞かれていないようで安あん堵どする。

　不安を感じているのは、俺だけではない。

「わかってる。いいんだ。君は昨日まで、別の人のものだったんだから。俺が急ぎすぎて困らせてしまった」

　瑠花も俺につられて笑う。

「よかった。……怒ってると思ったから。今夜、楽しみにしてるわ」

　可愛い。素直にそう思う。彼女を泣かせた男は、どうしてこの笑顔を捨てたのだろう。俺ならば絶対に手放しはしない。むしろどんな方法を使ってでも手に入れたい。

「ごめんな。今はまだ言葉でしか伝えられなくて。俺のことを疑う気持ちもわかってるつもりだから、そんなことで怒らないよ」

　彼女は首を横に振った。

「ううん。言葉以外にも……これがあるから」

　襟元からネックレスを取りだして、笑顔で俺に見せる。

「とても嬉しかったの。宝物よ」

「そんなもので……。もっといいものをまた買うよ」

「ううん。これがいいの。気に入ってるから」

　花や宝石で、君のその笑顔が見られるなら、なんだって買ってあげたくなる。

「夏目医局長、患者が到着しました！」

　廊下から聞こえてきた声に、振り返る。

「今行く！」

　答えてから、再び瑠花のほうを向いた。

「じゃあ、あとで」

　そう言った俺に、彼女は笑って頷いた。










お互いの過去を乗り越えて




「あら、深沢さん。どうしたの？　こんなところで。誰かと待ち合わせ？」

　職員通用口の自動販売機の横で、隠れるように千尋を待っていた私は、赤木師長に声をかけられて曖昧に微笑んだ。

「早く帰らないと暗くなるわよ」

「はい。お疲れさまでした」

　暗くなってもいい。ふたりで歩くその姿を誰にも見られないように、闇が覆い隠せばいい。

　千尋は私を正面からまっすぐに求めてくれるけれど、私は受け止めて飛び込む勇気がない。

　私が逃げだしたいのは、彼のキャリアからではない。そういうふうに考えてしまう自分自身からなんだ。どんどん卑屈になっていく気持ちに、私自身でさえも嫌気が差してくる。

　自分にこんな一面があっただなんて、これまで思ってもみなかった。考えるほどに、マイナスのことしか思い浮かばない。前向きな性格だったはずなのに、千尋を前にするとどうしても自信が持てない。

　結局私は、和志にも誰にも認めてもらえなかった。自分自身にも。

　そんな私を、千尋が本気で欲しがるわけがない。どうしてもそう考えてしまう。

　わかっているのに心が彼を求める。たとえ明日には彼がそばにいなくてもいいとさえ思う。傷ついて、悲しみの闇に投げだされても。

　ようやく少しの勇気が湧き、今はこうして彼を待っている。

「遅いな……」

　千尋を待ちながら、早三十分は経過している。一度医局に戻ろうと思い立ち、ゆっくりと引き返した。もしも彼の都合がつかないのならば、日を改めればいい。今日は急患が多かったから。

　人ひと気けのない閉鎖後の医局の廊下を静かに歩く。医局長室のドアが微かに開いていて、電気の光が筋になって廊下を照らしているのが見えた。

「ねえ、千尋。私を今さら捨てるの？　そんな見え透いた嘘なんて、私には通用しないわよ」

　中から女性の声がして、足を止めた。

「もうやめろよ。君には俺なんか必要ない。君が欲しいのは副院長の肩書だろ」

　続いて聞こえたのは、千尋の声。

「本気で言ってるの？　わからない人ね！　私はいつだって、あなただけを求めてきたわ。愛した人が、たまたま次期院長の立場だっただけよ!!」

「たまたま？　愛だって？　俺の素性がわかった途端に、あんなになりたがっていたリードルの教授の座を蹴って、こんな個人経営の総合病院に飛び込んできたくせに。ここでは君の研究も、なんの役にも立たないじゃないか。いい加減にわかれよ！」

　……え。なに？　なんの話？　……誰？

　そっと隙間から中を覗いて驚いた。そこにいたのは、半年ほど前に赴任してきた女性医師の黒澤ドクターだった。

　それに、『捨てる』……って。まさか、ふたりは付き合っているの？

　彼女は美人でキャリアもある、気品に満ちた魅力的な女性だ。ドクッと私の心臓が痛みを伴って揺れる。

　千尋……恋人がいたの？

　和志と絵里の驚いた顔が、ふと頭に浮かぶ。

　あの人たちと同じ。また私は騙だまされていたの？　……あなたもそうなの？

　目の前の光景がだんだん色褪あせていく。足がガクガクと震えてくる。

「千尋っ……」

　黒澤ドクターが千尋に素早くキスをした。その光景をなにも言えずにただ見ているしかできない、無力な私。

「おい。やめ――」

　千尋が黒澤ドクターを押しのけるけど、彼女はまた強引に彼にしがみつき、さらに激しく唇を合わせる。

「千尋……信じて。好きよ……あなただけ。わかって」

　黒澤ドクターの声が私の耳を掠めては、心を刺す。私は身動きも呼吸もできない。ぐにゃりと視界が揺れる。

　千尋に恋人がいた。彼も……黒澤ドクターを裏切っていた。和志と同じように。

　私は愛されてなんかいない。彼にとっては、特別でもなんでもないんだ。それがわかった。

　身体がふらついて、ついドアに手をかけてしまった。その拍子に、ドアが静かに開いていく。

「……あ」

　それに気づいて、ふたりが私を見た。力が抜けて、持っていたバッグがドサッと落ちる。

　逃げだすこともできない。惨めな気持ちでいっぱいになり、涙が出てきた。

「瑠花……」

「やだ、驚いた。覗きなんて。あなた、救急の子でしょ。看護師の指導不足よ、夏目ドクター。うふふっ」

　黒澤ドクターがわざとらしく笑う。

「そういえばあなた、千尋と一緒にいた子ね。私、見てたのよ。人のものに手を出さないでほしいわ」

　挑発的な彼女の言葉が、私を襲う。

「明日香！　適当なことを言うな！　いい加減にしろよ！」

「千尋は黙って！　そこのあなたも！　用がないならドアを閉めて出ていって。邪魔しないでよ！　大事な話をしてるのよ」

　――ドクン。

　私も……絵里と同じことをしたの……？　この人を傷つけたの？　千尋に、和志と同じことをさせてしまったの？

「どうして行かないの？　久々の恋人の再会に興味があるわけじゃないでしょう。さ、早く行って」

　――ドクン。

「明日香！　なに言ってんだよ。やめろ！」

　――ドクン。

　心臓がふたりの会話に鈍く重く反応する。痛くて涙がじわりと溢れだす。

「……う……」

　それはあっという間にボタボタと零れ始めた。

「おい！　瑠花、違う……」

　なにかを言いかけた千尋の言葉を聞かなくて済むように、そのまま走りだす。

「瑠花っ!!」

　やめて。呼ばないで。言い訳なんてしなくてもいい。

　私たちの間には、まだなにもない。ほんのひとときを一緒に過ごしただけ。ただそれだけ。なのに……なんでこんなに悲しいの？

　和志の裏切りを知った昨日とは、比べ物にならない。

　信じられない。二日も続けて男に弄もてあそばれたことを知るなんて。私って、その程度の女なの？　騙しやすいと思われてしまうの？

　走りながら情けなさが込み上げてくる。

　次の瞬間、ドン！　と身体に衝撃が走った。

「うわ!!」

　廊下の曲がり角で誰かにぶつかった。驚いて相手を見上げる。それはよりによって、同じように驚いた顔の和志だった。

「え!?　瑠花!?　いや、びっくりした。なにをそんなに慌ててるの？　なに？　泣いてるのか？　どうしたんだよ」

「……ふぇ……っ……」

　和志の顔を見たら、さらに涙が溢れてきた。咄嗟に、夢中でその胸にすがりつく。

「え？　え？　どうしたんだよ」

「うわー……ぁん……」

　誰でもよかった。傷ついた心を癒やしてくれる相手は。ただぬくもりが欲しくて、心地よかった。

「しょうがないな……。思いきり泣けばいいよ」

　和志がそっと、なにも聞かずに抱きしめ返してくれる。

　そういうところが好きだった。いつだって、私が一番望むことを察してくれた。

『君だけだよ』という言葉は……嘘だったけれど……。

「瑠花!!」

　突然、背後から私を呼ぶ声に驚く。

　そこには白衣をはためかせて、長めの髪を軽く乱した千尋が息を切らせて立っていた。抱き合う私たちを見て、彼は驚きの表情をしている。

「瑠花……これは？　どういうこと？」

　千尋の声に、私よりも先に和志が反応する。

「え？　夏目医局長？　な……なんで？」

　和志もわけがわからないといった様子で、私と千尋を見比べた。

「瑠花、おいで。どうして俺以外の男に抱かれてる」

「なにを言ってるんですか……。瑠花は俺の彼女ですよ」

　片手を差しだして千尋が私を呼んだけれど、和志が私を抱きしめる腕の力を強めて、千尋に言った。

「瑠花、来るんだ」

　千尋の声色が少し強くなる。

　……なによ。さっきまで黒澤ドクターと一緒にいたくせに。その唇を合わせたくせに。その胸に他の女性を抱いたくせに。私を騙したくせに。

　私は千尋から目を逸らすと、和志の胸に顔をうずめた。そんな私を見て、千尋が「仕方ないな」と呟いた。

　それでいい。このまま立ち去ってくれたらいい。そう思いながら、再び溢れた涙が流れるのを感じる。

　そのとき突然、グイッと腕を引っ張られて和志から離された。私の身体は、今度は千尋の胸に収まる。

　一瞬の出来事で、抵抗する隙もなかった。切なく愛しく求めていた匂いに包まれる。

「なっ、夏目医局長！　彼女を放してください。なにしてるんですか!!」

　和志の言葉に千尋は静かに答える。

「整形外科の市村くんだよね。君が瑠花を傷つけた張本人か。彼女は返さないよ。俺がもらう。なぜかはわかってるだろ？」

　声から、相当怒っているのが伝わってくる。私は千尋の顔を見ることができないくらいにきつく、その胸に抱かれていた。

「あ……あなたに関係ないだろ！　瑠花は俺の彼女ですから！　どんな付き合い方をしたって、とやかく言われたくはない！」

　和志が今までに聞いたことのないような大きな声で、叫ぶように言った。

「俺が昨日、彼女を傷つけてしまったんだ。だから泣いてるんだろ？　瑠花」

　そんな和志に対して、千尋は冷静なままさらに答える。

「関係なくないよ。俺は瑠花が好きだから」

　え……黒澤ドクターは？　まだ嘘をつき通すの？

　和志は唖然として、もうなにも言わなかった。

「さ、瑠花。おいで」

　千尋は私の肩を抱いて歩きだす。私は混乱しながら、彼に促されるままになっていた。振り返ると、私たちを暗がりで和志がじっと見つめていた。




　医局長室に戻ると、そこにはもう黒澤ドクターの姿はなかった。私が部屋を見回しているのを見て、千尋はニコリと笑う。

「明日香なら、もういないよ。というか、これからも現れない。二度と俺たちの前にはね」

「現れない？　……どうして」

　病院にいれば、いつかまた会うでしょう？

　私の疑問に、千尋はあっさりと答える。

「彼女には辞めてもらったから。もうこの病院には来ないよ」

　今、なんて？　辞めてもらった？

「だって！　恋人なんじゃ……」

「違う！　彼女と付き合ってたのは、ここに来る前の話だよ。彼女はそもそも、ここでくすぶってるタイプの医者じゃないんだ。研究に携わるほうがその力を発揮できるタイプなんだよ」

「ほ、本当なの？」

　信じられない。黒澤ドクターは私よりも綺麗で、頭がよくて、スタイルだっていい。

「俺は嘘は言わないよ？　それに、瑠花を傷つける存在ならいないほうがいいしね。ちゃんとリードルに戻れるように推薦状を渡すから、心配いらないよ」

「だって、黒澤ドクターは千尋を、自分のものだって言ってたわ」

　私がそう言うと、彼が顔を近づけてきた。

「こんなふうに泣かせたくはないから、明日香について余計なことは言わなかった。俺は、明日香じゃなくて瑠花のものだよ。明日香が欲しいのは、俺じゃなくて病院だ。瑠花は……違うだろ？」

　漆黒の瞳はキラキラと輝いて、私を魅了していく。

　そんなことを言われたら……信じたくなってしまう。自分は千尋にとって、特別なのだと自うぬ惚ぼれたくなる。

「私には……ひとつもないから。黒澤ドクターに勝っているところが……なにも」

「バカだな。瑠花はそのままでいい。俺にとっては瑠花より可愛い子なんていないから。勝ち負けじゃない。そんなものを俺は望んではいない」

　抱きしめてくれる腕が温かい。今度は嬉しさで涙が出る。

「市村ドクターは……どうしようかな。俺から瑠花を奪おうとするやつは、はっきり言って脅威だね。彼の存在も俺にとっては邪魔だな」

　私を抱いたまま彼が呟く。私は、ぱちっと目を開いた。

「ちょ、ちょっと待ってよ、千尋。まさか、和志も辞めさせようと？」

　彼はゆっくり私を見下ろすと、キラッとした視線を向けた。

「あれ？　庇かばうの？　それとも、彼がいなくなると瑠花が困る？」

　千尋の言い方に棘とげがある。

「困らない！　だけど、その程度の理由で医者を辞めさせるのは間違ってる。医者として問題があるわけでもないのに」

　彼は言い返した私を、睨むようにじっと見ている。

「その程度の理由？」

「そう。間違ってる」

　私がさらに言うと、彼は顔をぐっと近づけてきた。

「間違ってない。俺にとっては『その程度の理由』じゃない。俺は瑠花を愛してる。だから彼の存在は邪魔」

　邪魔だなんて。確かに私は和志を好きだと思っていた。でも千尋に出会ってからは、私の心に和志の入る隙間はないのに。

「瑠花が市村ドクターを忘れるのなら、彼にいてもらってもいいけど？　瑠花次第だね。どうする？」

　そっと彼の顔が近づいてきている。このままキス……するのかな。

　……だけど、あとわずかで触れ合う寸前に、私はふいっと顔を背けた。

「瑠花？」

「さっき他の人に触れてた唇は嫌。和志のことは、もう忘れる。きっと思い出さない。だけど、千尋にだって黒澤ドクターとの過去があるのに、私だけがいけないことをしたみたいだわ」

　千尋が黙り込む。私はそっと彼から離れようとした。

　すると彼は私の腕を掴み、私を自分のほうへ向けると、そのままぐっと唇を塞いできた。

「……んっ!!」

　いくら強がってみせても……この甘美な誘惑からは逃れられない。次第に私のほうが彼を強く求め始める。

　どうして……。嫌なはずなのに。

　黒澤ドクターと千尋のキスの場面が頭を掠めて、息苦しくなる。

　やめて。他の人にこんなふうにしないで。私だけのものでいて。

　千尋を……愛している。どうしようもなく。

　やがて唇を離して、彼が私を甘い視線で見つめる。

「嫌だなんて言わないで。俺のすべては、瑠花にしか感じないから」

　もう……やめて。あなたにすべてを奪われてしまう。あなたのすべてがもっと欲しくなる。

「明日香とは以前、確かに付き合ってた。お互いに医者として高め合えるいい関係だったけど、追うものがあまりに違いすぎて別れた。だけど……君は違う。お互いに別のなにかを追いかけて、疲れたときにだけ慰め合いたいわけじゃないんだ。君を大切に包み込んで、同じところへ連れていきたい。……俺のひとりよがりかな？」

　共に過ごした時間の長さや出会ったきっかけだけが、愛の深さを推し量るものではない。たとえ長く付き合っても、運命的でロマンチックな出会いであっても、愛が実らない場合もある。千尋が、それをわかりやすく手ほどきしてくれる。

「夏目医局長」

「ん？」

　教えてほしい。この想いがどこから来るのか。どこへ向かうのか。あなたに出会えてよかったと、胸を張って言えるときまで。

「私、胸が……苦しい。どうしたらいいのかわからないの。痛いほどに動どう悸きがするの。治して……くれる？」

　千尋はクスッと笑いながら、私をキュッと抱きしめる。

「俺も同じ症状だ。こんなに可愛い患者の担当なら、医者になってよかったよ。永久入院する？　俺のそばで」

「診断もしないで……。結論が早いわ」

「あいにく、昔から気が短くてね。じゃあ、ゆっくり診察しようかな」

　私たちは冗談とも本気ともつかない甘い会話を交わしながら、お互いの胸の音を響かせていた。

　彼が医者として素晴らしいものを持っていることを、引け目に感じるのはやめよう。

　肩を並べようと背伸びする必要なんてない。その胸に抱いて、同じところに連れていってくれるのなら――。










ずっとこうして君を見ていたい［千尋Ｓｉｄｅ］




「すごくおいしい！　ね、千尋も食べて」

　学生時代からよく通っていたイタリア料理店に、瑠花を連れて訪れた。

　前回帰国して以来初めて来たから、かれこれ三年ぶりになる。懐かしい料理がテーブルに並べられ、それをじっくり堪能するつもりが、俺の手は止まったままだ。

　おいしそうに食事をする彼女が可愛くて、目が離せなくなっていた。料理をひと口頬張っては、ニッコリと笑う。次々に変わるいろんな表情に目を奪われていく。本当に、こんな女性に出会ったのは初めてだ。

　一昨日おとといまでは出会ってもいないし、話したこともなかったのに。なぜ、こんなに俺の心を掴んで、痛いほどに愛しく想わせるのだろう。

　瑠花はそんな俺の気持ちも知らないで、笑顔を惜しみなく俺に向けてくる。

「千尋のことを話して。もっと知りたいの。今までどんなふうに過ごしてきた？」

「なにも面おも白しろいことなんてないよ。学生の頃はただ、医者になるために勉強してた。ようやく医師免許を取得してからは、実務と研究の毎日さ。つまらない男だよ」

　俺がそう言うと、彼女はきょとんとした顔になった。

「どうして？　つまらなくなんかないわ。誰も経験できない特別な時間を、あなたはたくさん経験してる。それは素晴らしいことだけど、私が知りたいのはそういうことじゃないの。千尋はこれまで、どんな恋をしてきたのかなって思って」

　ストレートに聞かれ、困ってしまう。人に話して聞かせるようなロマンスなんかは、ほぼ皆無だから。

　幻滅されたりはしないだろうか。本当のことを話せば、君は俺と恋をしたいとは思わないんじゃないか。そんなことを考えながら、言葉を選ぶように言う。

「……どんなって、普通だよ。普通に好きになった人と、普通の恋愛をしてきた」

「はぐらかさないで。普通って、なにが普通なの？　どういうところが？」

　さらに聞かれて、たじろぐ。

「空いた日に一緒に過ごしたり、どこかへ出かけたりとか。普通の恋人がしそうなことをしてたよ」

「記念日は？　彼女の我わが儘ままを聞いたりした？　出かけただけ？」

　ずいぶん食いついてくるな。どう答えたら納得するだろう。

　ごまかすように笑いながら、話を逸らす。

「まあ、そんな感じかな。もういいだろ。さあ、食べて。冷めるよ。食べきれないようなら、残せばいいけど」

「残す？　とてもおいしいのに。いいわ、話はやめて食べる。私は食べるのが大好きなの。あなたがこれまで付き合ってきた人たちはどうか知らないけど」

　俺が面倒に思って瑠花の質問に適当に答えていたことに、気づいたのかもしれない。彼女は急にもぐもぐと食事をし始めた。俺は彼女を唖然として見つめる。

「そうよね。気にしたって仕方がない。私は私だし、変わらないもの。こうして一緒においしいものを食べるだけで充分なの。他にはなにも必要ないのよね」

「瑠花、君って……は……ははは」

　可愛くて、おかしくなる。宝石もなにもねだらない女性。肩書にも目もくれない。今までこんな女性に出会ったことがあっただろうか。

　俺の中身だけを見つめてくれる彼女が新鮮で、とても嬉しく感じる。

「なによ、笑わないでよ。気取ってないで千尋も食べて。お医者様は体力勝負なんだからね」

　笑う俺を見て、瑠花も笑う。

　だが次の瞬間、急に彼女は食事の手を止めて、しょんぼりと俯いた。

「私ね……正直言うと、自信がないの。千尋は女の子にモテるだろうし、私よりも綺麗な人が病院にはたくさんいるし。黒澤ドクターだって、すごく美人で。……いつか心が離れる気がして。これまで千尋のそばにいた人は、どんなふうにあなたと過ごしたのか気になって」

　本当になにを言いだすんだか。どう言えば、この気持ちをわかってもらえるのか。

　これまでにしてきた恋が色褪せるほどの、君への想い。こんな経験は初めてのことなのに。

　ふたりがこれまでなにをしてきたかが重要なのではない。たとえ出会ってからまだ日は浅くても、気持ちが繋がっているかどうかが大切なんだと思う。

「俺の心は瑠花から離れない。信じられないなら、今すぐに区役所へ行って、さっきの話を本当にしてもいいんだよ。永久入院したらいい」

「違うの！　そんな意味じゃないわ。いくらなんでも……。私ったらダメね。引け目を感じるのはやめようって思ったばかりなのに。千尋があまりにもすごいから卑屈になっちゃって。もう自信がないなんて言わないわ」

　思い直したように再びパスタを口に運ぶ瑠花を、ぼんやりと見ていた。

「すごくなんかないさ。ただの男だよ。俺だって自信なんてない。実は瑠花の過去が気になってるし」

「千尋が!?　嘘よ。私の過去だって普通だったわ。もう話すことなんてないのに」

「そういうところがね」

「え？」

　不思議そうな顔で俺を見る彼女を、触れると消えてしまいそうなほどに遠く感じる。

　君とこの先、ずっと一緒にいられたならば、俺も同じ場所に行けるのだろうか。

「引け目なんて感じなくてもいい。瑠花は俺を人の原点に導いたんだ」

「……わからないわ。どういう意味？　私は千尋みたいに賢くはないのよ？」

「ずっとこうして君を見ていたい。そうしたら心が洗われていく気がする。今まで心に貼りつけていた余計なものが消えるみたいで」

「もう……難しいことばっかり言って。これだからお医者様は」

　軽くふてくされたあと、彼女は笑う。

　市村ドクターと瑠花のことを想像しただけで、強い嫉妬に見舞われる。自信がないのは俺のほうだ。だが、そんな情けない自分を悟られないように、余裕のあるふりをする。

「患者さんに対しても、もっといろいろなものが見えてくるかもしれないな。毎日、瑠花といたなら」

「えー？　私のドジな話でもして、患者さんと盛り上がりたいってこと？」

　ふっと笑いが込み上げる。

「違うよ。本当に君は面白いな」

　瑠花の頬にそっと触れる。明日香やその他の女性には感じなかった想い。

　君じゃない誰かなんて、もう必要ない。どんなふうに言えば伝わるのだろう。

　確かに俺は、医師としてのキャリアは一般の医師よりはあるかもしれない。病院を背負うという重圧が、常に俺を駆り立ててきたからだ。だが、そんなものは瑠花の心を繋ぎ止める武器にならない。

　今の俺に必要なのは、君を酔わせるような甘い台詞と、心に響かせるような行動。

「瑠花。部屋に行こうよ」

「え。まだ残ってるよ。食べてから……」

「もういい。ふたりになりたいんだ」

　俺がそう言った途端に、瑠花から甘い空気が漂い始めた。

　瑠花の目つきが変わる。俺が誘ったはずが、誘われたみたいな気持ちになった。目を細めて彼女を見つめる。

「……そんなに？　待てないの？」

「うん」

　彼女はフォークを静かにテーブルに置くと、両手で俺の手を握ってきた。

「私も……本当はふたりきりになりたいと思ってたわ、早く」

　そう。この表情。俺だけを愛しているのだと語りかけてくる瞳。

　この顔を他の男に見られたら、と考え、ぞくっと背筋が軽く震える。

　ねえ、瑠花。君にこれ以上気持ちを奪われたら、きっと俺にはなにも残らないよ。

「瑠花？」

　そのとき。俺の背後から瑠花を呼ぶ声に、ふたりで顔を上げた。

「か、和志……」

　市村ドクターが、俺たちのすぐそばでこちらを見下ろしていた。

「ふたりでここに入ってくのが見えて、店の前で待ってたんだけど、なかなか出てこないから……」

　待っていた？　ずっと？

　驚きながら考える。俺たちのあとをつけてきたのか。

　瑠花も驚いた様子で彼を見上げていた。

「こ……困るわ。あなたと話すことなんてないから」

「瑠花、話を聞いてほしいんだ。絵里ちゃんのことは、言い訳はしない。だけど瑠花が部屋を出ていってから気づいたんだよ。俺が本当に好きなのは、君だけだって。もう彼女と会うのはやめるから、許してほしい」

　市村ドクターは必死な表情で話す。

「もうあなたに気持ちはないの。前みたいに好きじゃないもの」

「そんなに簡単に割り切れないだろう。大丈夫だから。信じていいから」

　瑠花は困った顔で彼を見ている。

「お願いだから、許してくれないか」

「もう……君は彼女とは関係ない。たとえ瑠花が君を許しても、元には戻れないよ」

　突然話に入った俺を、ふたりが見た。

「夏目医局長。あなたこそ、彼女とは関係ないはずですが。先ほども申しましたけど」

　反論してきた彼を見つめたまま言う。

「瑠花を裏切った時点で、君は彼女を手放している。俺は瑠花さえいれば、他の女性に興味はない。今さら気づいても遅いよ。瑠花の信頼を君は二度と取り戻せない。彼女のことは忘れてほしい」

　俺は立ち上がると、瑠花の手を取った。

「君を病院から追いだすようなことはしないから安心して。瑠花とそう約束したんだ。だから、これからも期待してる。行こう、瑠花」

「う……うん」

　彼女は俺に従い、歩きだす。市村ドクターは俯いたままなにも言わなかった。

　俺は彼を振り返ることなく、店をあとにした。




「ま、待って……千尋……っ。シャワーを……」

　ホテルの部屋に入るなり、彼女を抱きしめて強引に唇を奪う。

　優雅にシャワーなんて浴びていられない。君がいけないんだ。俺をこんな気持ちにして。どうしてそんなふうに俺の中に入り込んでくるんだ。心の奥深くに突き刺さるみたいに。

「瑠花……。瑠花……」

「どうしたの？　あっ……」

　どうしただって？　俺が聞きたいよ。自分がこんなふうになるなんて信じられない。彼女の白い肌に触れると、すべてのことがどうでもよくなってくる。

　俺に必要なのは、瑠花だけ。そう思えてくる。

「さっきの話だけど、俺も君に聞いてみたい」

　彼女のブラウスのボタンを外しながら、耳にキスをする。

「瑠花は今までどんなやつを好きになってきたの？　俺は君にとって何番目の男？」

「あ……っ。……ん……」

　尋ねても、返ってくるのは吐息だけ。彼女の過去に嫉妬しても仕方がない。たくさんの恋や経験を積んでこそ、今の彼女がいることはわかっている。

　露あらわになった彼女の身体を見つめ、そっと撫でる。

「千尋……」

　赤い顔をして俺を見つめる、この表情を、この滑らかな肌を、この艶めく瞳を知っている男がいる。ただそれだけで。

「嫌だ。どうして、もっと早く出会えなかったんだろう」

「千尋？」

　不思議そうな表情の彼女を抱きしめる。

　誰よりも早く出会って、君と恋をしていたなら。

　瑠花の身体中に口づけながら、今触れているのは俺なのに、俺だけなのにと考える。

　嫉妬に縛られた心をほどくにはどうしたらいいのか。自分でもわからないことばかりだ。

「瑠花、お願いだからもう二度と、俺以外の男に……抱かれないで」

　こんなことを頼むなんて。プライドも見栄もあったものじゃない。瑠花の前では、俺はただの恋に焦がれた男になる。

「なぜなのかわからない。苦しいんだ。君を……ただ愛してる」

「ちひ……ろ……。あ……」

　瑠花の口から零れる吐息が俺の胸を締めつけて、さらに切なさを駆り立てる。

　この先、なにがあっても絶対に君を離さない。そう心に誓って、彼女をより強く抱きしめた。










赤く染まった純白の白衣




　昨夜は千尋が私を求める激しさに戸惑いながらも、彼を拒めなかった。まるで自分の身体の一部を移しつけるみたいに……。和志が突然現れたことに、刺激されたのかもしれない。

『千尋……。好き。好きよ……』

　確認するように何度も伝えた。吐息の合間に囁くと、彼は嬉しそうにふわりと微笑む。その笑顔に胸がキュッと締めつけられた。

　白衣の彼とのギャップに、どうしたらいいのかわからなくなる。医局の人に昨夜の彼を見せたら、きっと全員が驚くだろう。激しくて、優しくて……時折子供みたいな。千尋は私の身体を放すまいとでもいうように、ギュッと私を抱きしめたまま、小さな寝息をたてていた。

　〝美しい〟という言葉が彼のためだけにあると思わせるような、綺麗な寝顔を思い出す。

　夏目総合病院の医局長で、次期院長でもある彼の抱える重圧は、私にはとても理解できない。どうしてこんなにすごい人と、深く愛し合うことになったんだろう。

　彼なら私じゃなくても……。

　また考え始めて、『いけない』と思い直し、首をブンブンと左右に振った。

「深沢さん、回診助手に行ってくれない？　あら、考え事？　集中、集中。ぼんやりしちゃダメよ」

　赤木師長に言われ、はっとする。

「すみません。すぐに行きます」

「今すぐじゃないわ。夏目医局長が来てからだから、慌てなくてもいいわよ。まさか恋の悩みかしら。若い人はいいわね～」

　赤木師長は、その恋の相手が医局長である千尋だとは、露ほども思ってはいないだろう。

「だけど医局長が来てからの看護師たちの浮かれようったら。どこからでも彼を見ては、きゃあきゃあと。私はあんな派手に目立つ人よりも普通がいいわ。たとえばうちの旦那みたいなね」

　患者の点滴を準備しながら、赤木師長が言う。

「深沢さんも医局長のことを考えてた、なんて言うんじゃないでしょうね？　ふふっ、まさかね。あなたは真ま面じ目めだから……」

　振り返った赤木師長は、急に話をやめた。

「……深沢さん？」

　図星を指されて赤くなった私を見て、驚いているようだ。

「あなたもそうなの？　医局長を？　でも、あなたは確か、市村ドクターと……」

　うまくごまかせばいいのに、どうしてかなにも言えない。仕事中にそんなことを考えていただなんて、赤木師長に知られてはいけなかったのに。

「じゃあまさか……あなたが原因なの？　いや、黒澤ドクターがね、急に辞めることになって、今日の朝早くに彼女を見送ったのよ。そのとき彼女が私に言ったの。『看護師に医局長を誘惑された』って。冗談かと思ったけど、なんだか本当に怒ってるみたいだったから」

　驚いて、両手で口を押さえた。まさか、そんなやり取りがあったとは。

「私は彼女が、赴任してくる医局長と結婚するってことを聞いてて、てっきりそうなると思ってたから驚いたわよ。市村ドクターとは、別れたの？」

「はい。でも、誘惑だなんて……。私はただ……」

　言い訳をしようとして、口をつぐんだ。ここでなにか言えば、ふたりの関係を白状するようなものだと気づいたからだ。

　だけどもう、バレてしまったようだ。

「そうだったの。やっぱり、あなたなの」

　赤木師長と黒澤ドクターが懇意にしていたなんて知らなかった。

「責めてるわけじゃないのよ。実は私、彼女が副院長になったら、総師長になってほしいと頼まれてたの」

「え……」

「あ、もちろんその場でお断りしたわよ。私は今のシフトで手いっぱいだし、子供も大学受験の年で、これ以上はなかなか残業もできないから。総師長になれば、昼も夜もなくなるでしょ」

　笑いながら赤木師長は言ったけれど、申し訳ない気持ちになる。

「だけどあなたは……大丈夫？　これまでもドクターと看護師の恋は何度も見てきたけど、価値観の違いから別れる人たちもたくさんいたわ」

　赤木師長の言いたいことが、痛いほどにわかる。現在の私がまさにそれで悩んでいるのだから。

「彼は次期院長で、アメリカ帰りのスーパードクター。あなたがいろいろと考えすぎるようなことがないか心配だわ」

「彼は……そのままでいいって。引け目とか感じたらダメだって。そう言ってくれたんです」

　話してから、またさらに赤くなる。赤木師長はそんな私を見て、ほっとしたように笑った。

「いい恋をしてるのね。私のお節介なんてまったく必要なかったわ。あなたを見てたらわかった。でももし、なにかあったら相談してね」

「ありがとうございます」

　彼女の優しさが嬉しかった。わかってくれる人がいる。それだけで安心できる。

　私も赤木師長に笑顔を返した。




「……経過は良好ですね。明日には一般病棟に移れますよ。手が後遺症の影響で少し痺しびれているかと思いますが、それも徐々に軽減されてくるはずです。リハビリは休まずに続けてくださいね」

　千尋は事故で頭を打った患者にそう告げて、ニコリと笑った。

「先生、ありがとうございます」

　その初老の男性患者の返答に、彼は満足そうに微笑んだ。

　私は千尋からカルテを受け取ると、彼のあとについていきながら次の患者のカルテを準備する。

「山やま岸ぎし晴はる美みさん、二十二歳。脳溢いっ血けつの方です。現在は安定しています」

「ありがとう」

　彼はカルテをじっと見てから患者に話しかける。

「山岸さん？　わかりますか」

　患者の女性は、キョロリと目だけを動かしてリアクションしてくる。

「うん。ちゃんと聞こえているね。もし変化があったら、すぐに知らせて」

「はい」

　彼は一日に一度、必ずすべての患者を回診する。その付き添いに研修医ふたりと看護師三人を伴う。すべての患者の状態を、責任者として把握する義務がある彼が回診することにより、主治医の緊張感を保っているのだ。

　千尋の斜め後ろを歩きながら、彼の役に立てているような気がして嬉しくなる。

　そんな彼とふと目が合い、ニコッと微笑まれた。ドキドキして、笑い返したりなんかできない。こんな何気ないやり取りに、自分でも驚くほどにときめく。

　私は仕事中の彼にも、プライベートの甘々な彼にも、『もういいでしょう』というくらいにどっぷりと心を奪われていた。なぜ彼はどんな場面にいても、こんなに魅力的なんだろう。

　ねえ、千尋……。いつでも、いつまでも、そばにいてね。

　彼の背中に向かってそっと思う。そんな穏やかな午後のことだった。

　消防指令センターからのホットラインが鳴り響いた。スピーカーから電話のやり取りが流れる。

『高速道路にて、観光バスの横転事故発生です。乗客と運転手、合わせて二十八人が中に閉じ込められている模様。傷病者多数発生です。医師の派遣を要請します』

　途端に周囲が一気にざわめく。千尋が指令センターに返答する。

「医師は何人必要なの？」

『あとひとりで結構ですが、現場診療の経験者を求めます』

　彼は振り返り、集まってきたスタッフに落ち着いた口調で言った。

「俺が行くよ。病院のほうはお願いできるかな」

　彼は慌ただしく準備を整えると、見送りに出た手の空いているスタッフ数人を振り返り、「じゃ、いってきます。あとをよろしく」と挨拶した。

　そして私のほうへゆっくりと近づいてきた。まわりのスタッフが不思議そうな顔で私たちを見ている。

　私の目の前に立った彼は、私をそのまま軽くキュッと抱きしめた。それを見ていた人たちが一気に驚きの顔に変わる。そんな視線を気にするわけでもなく、彼は私の耳元で囁いた。

「心配しないで」

「やっぱり。付き合ってるという噂は本当だったのね」

「こら。静かにしなさい」

　ヒソヒソと話すスタッフに、赤木師長が小声で注意するのが聞こえる。みんなが私たちに注目しているのを感じる。

　平静を装っていた私だったけれど、本当は心配と不安で押しつぶされそうになっていた。命の現場は、危険と隣り合わせだ。決して無事が保証されているわけではない。

『行かないで』

　本当はそう叫びたかった。彼は見抜いていたのだ。今にも涙が零れ落ちそうな私の気持ちを。だけど引き止めることなんて、できるはずがない。

「気をつけて」

　それだけ言うのが精いっぱいだった。

「うん」

　彼はそっと腕をほどくと私に背を向けて、迎えにやってきた救急車に乗り込んだ。私は、救急車が見えなくなるまで見送っていた。




　それから三時間後のことだった。

　医局にかかってきた一本の電話。それに応対した菅かん野のドクターの顔色が変わる。

「……え。医局長が……車体の下敷きに？」

　偶然そばにいた私の耳に、菅野ドクターの声が響く。

　まわりの景色がどんどん黒くなっていくような衝撃。泣くこともできずに、ただ菅野ドクターの声だけが頭にこだましていた。

　……千尋？　どうして。なんでそうなるの!?

「深沢さん……大丈夫？　座ったほうがいいわ。ひどい顔色」

　赤木師長が私の肩をそっと押して椅子へと導く。

　――赤ちゃんを助けたのだそうだ。

　心臓マッサージで意識を取り戻した母親が、『我が子が中にいる』と泣き始めた。傾いた車体の窓から侵入した救命士を手伝い、座席に取り残されていた生後数ヵ月の赤ちゃんを窓の外へ出しているときに、バスが千尋の上に倒れてきた。

『意識がない』と、電話の向こうの声が漏れ聞こえてくる。

　嘘。嘘でしょ。彼はいなくなったりなんてしない。そんなことは信じない。私のそばにずっといると、確かに言った。いなくなるなんてありえない。

　それから少しして、救急車の音が正面から聞こえてきた。

　私は今にも倒れ込みそうになる足に、渾こん身しんの力を込めて立ち上がった。そのまま駆けていく。

　走り寄り、患者を見ると、純白の白衣を真っ赤な血で染めた千尋が横たわっていた。

「……嫌……」

　担架の横から、彼のだらりと垂れた腕が出ている。

「医局長！　医局長！　聞こえますか!?　返事してください！」

「意識がない！　ＣＴ準備！」

「はい！」

　ドクターたちが慌ただしく動く様子を、なにもできずに呆然と見つめる。

「嘘よ……。ねえ、嘘でしょ……」

　青白い顔。その目は閉じられたままだ。

「千尋……？」

　なにも語らない唇。

「きゃあああ!!　嫌あああ!!　千尋!!」

　私の様子に気づいた赤木師長が、慌てて私のほうに駆けてきた。

「深沢さん!!　落ち着いて！」

　私は彼の姿を認識した瞬間、全身の力が抜けてその場に倒れ込んだ。










その笑顔が見たいから［千尋Ｓｉｄｅ］




「まったく、この程度で済んで本当によかったです。夏目医局長よりも深沢さんのほうが重症でしたよ。彼女ったら、心配で気絶してしまって。疲れが一気に出たのか、今はよく眠ってます。看護師がひとり減って大変だったんですよ。あのあとバス事故の患者も次々に運ばれてくるし」

「……はい。すみません」

　病室のカーテンを閉めながら、赤木師長が小言を言う。俺は自分の折れた足を眺めながら俯いた。

　脳震しん盪とうにより一時的に意識がなかった俺は、ここに運ばれてからあらゆる検査を受けたが、結果的に異常はなかったようだ。患者の傷のせいで血まみれになっていた俺を見て、瑠花は目め眩まいを起こしたらしい。

　バスが倒れてきたとき、それを見ていた救命士が瞬時に俺を引っ張ってくれたおかげで助かった。

「受傷したのが手じゃなくてよかったですね。患者さんたちもみんな軽症でしたし。なにかあったなら、こうして笑ってなんていられなかったんですからね～」

「ご心配をおかけして、本当に申し訳ない」

　赤木師長は真横に立ち、俺を見下ろす。それに気づき、彼女を見上げた。

「聞きましたよ。深沢さんといい仲なんですってね」

「えっ。ああ、まあ……」

　瑠花はそんなことを赤木師長に話していたのか。戸惑いを隠せず、返事に困る。

「一応確認させていただきますけど、遊びなんかじゃないでしょうね？　私の部下を弄んだりしたら、医局長といえども容赦しませんよ？　彼女は黒澤ドクターみたいに強い女性ではないですから。純粋な子なんです」

「そんな。俺は本気です」

　きっぱりと言った俺に、彼女はニヤリと笑った。

「そうですか。安心いたしました。……まあね、そんなおふたりを引き離すのも野暮ですからね。これはちょっとした、スタッフからのサービスですわよ。おほほ」

　手のひらを口元に当てて楽しそうに笑う赤木師長を見て、首を傾げた。俺を横目で見ながら、彼女が俺のベッドの横のカーテンをシャッと開けた。

「あ」

　隣のベッドで眠っていたのは……瑠花だった。

「じゃあ、あとはごゆっくり。うふふ。あ、移動は自力でどうぞ。そこまで行けたらいいですわね」

　赤木師長はニコニコしながら部屋をあとにした。

　サービスって。……まあ、嬉しいけれど。だけどこの折れた足じゃ、近寄ることもできないじゃないか。

　とりあえず彼女を呼んでみる。

「瑠花」

　……爆睡か？　心配で気絶したと赤木師長は言ったが、ただ単に疲れて寝ているだけでは？

　そう考えると、身に覚えがあった。昨夜もあまり寝かせてやらなかったな。

「瑠花、起きて。瑠花」

　呼びかけてみるが、なかなか起きない。彼女の寝顔をじっと見つめる。

　ごめんな、瑠花。俺が運ばれてきたとき、さぞ驚いたことだろう。きっと君は震えながら泣いていたのだろう。心の中でそっと謝る。

　彼女とバーで出会ってから三日目。病室で一緒に泊まるとは思いもしなかった。

「う……ん……」

　俺が瑠花のほうに目を向けてぼんやりしていると、彼女が微かに声を出した。

　黙って様子を見続ける。しばらくすると、瞳が静かに開いた。

　彼女はじっとしたまま動かずに天井を見つめている。どうやら自分の置かれている状況が理解できていないようだ。

　すると突然、ガバッ!!と勢いよく身体を起こした。

「きゃああああっ!!」

　なんだ!?

「嫌ああ！」

　突然、両手で頭を抱えて叫び声を上げた彼女に、俺はびっくりして目を丸くする。

「瑠花！」

「嫌!!」

「瑠花っ!!」

　そのとき勢いよくドアが開き、赤木師長が飛び込んできた。

「深沢さん!?　どうしたの！　どこか痛むの!?」

　ドアの向こうから、数人のスタッフも覗き込んでいる。

「赤木師長！　きっと錯乱してるだけだから」

　俺が言うと、赤木師長は瑠花の背を優しく撫でた。それを受けて彼女は息を切らせながら顔を上げた。

「大丈夫。大丈夫よ。怖かったわね。夏目医局長は無事だからね」

「瑠花」

　俺の声に気づいたのか、瑠花はゆっくりとこちらへ振り返った。

「ちひ……ろ？」

　まるで幽霊でも見たかのような驚愕の表情で、俺に視線を向ける。

「どうしたんだよ、大丈夫か？　どこか痛むのか」

　俺が問いかけると、その目に涙がなみなみと溢れだしてきた。

「瑠花？」

「……うっ……」

　涙が彼女の頬を滝のように滑り落ちていく。

　不可解な行動に、ハラハラしながら彼女を見る。錯乱しているにしても、あまりの状態なので、倒れたときに頭でも打ったのかもしれない。

「状況が呑のみ込めたようね。じゃあ、私は行くわ。はい、みんなも戻って」

　赤木師長はそそくさと部屋を出ていく。覗いていたスタッフも、名残惜しそうな表情を見せながら顔を引っ込めた。

　バタンとドアが閉まる。

「千尋!!」

　次の瞬間。瑠花が自分のベッドから飛びだして、俺の上にドン!!と飛び乗る。

「うわ!!　痛っ!!」

　足の傷が軋きしんだように痛み、思わず苦痛に叫んだ。

「きゃ!!　大丈夫!?　痛いの!?」

　焦ったように俺を見下ろして瑠花が聞いてきた。

「いてて……。大丈夫じゃないかも。とりあえず……下りてくれると助かる」

「え？　あ！　ごっ……ごめんね!!」

　自分の行動が俺に激痛をもたらしていることにようやく気づいた彼女が、ヒラリと床に下りる。

「どうした？　突然叫ぶからびっくりしたよ。怖い夢でも見たの？」

　俺が笑いながら瑠花に言うと、彼女は涙目のまま俺をキッと睨みつけた。

「千尋の……バカッ!!　なんで笑ってなんていられるの!?　信じられない！」

　そう言って俺の身体をポカポカと叩く。

「いて!!　こら、瑠花！　痛いって!!」

　俺が苦痛に顔を歪ませて叫んでも、お構いなしに俺を打ち続ける。

「バカ!!　バカ!!　信じられない!!」

「瑠花！　やめろって」

「バカッ!!」

　瑠花の手がピタリと止まり、俺はその真意を確かめるように彼女の目を見た。

「いて……。瑠花？」

　真っ赤な目で俺を見つめ返した彼女が、ふわりと笑顔になる。

「よかった……。生きてた。白衣が真っ赤に染まってて……息をしてないようで」

　話しながら彼女の目が再び潤みだす。

「動かない千尋を見たとき……なにも考えられなくなって。千尋がこのまま目を覚まさなかったら、どうしようって。私も千尋のところに行けば、また会えるのかなと思ったり……」

　瑠花がぽつりぽつりと話す言葉を、まるで他の人が言われているみたいな気持ちで聞いていた。自分に向けられた言葉ではないような。

「ごめ――」

　だが、俺が話そうとした瞬間、彼女は突然早口になる。

「でもね、私の人生の中に突然ドカドカと入り込んできて、それからいきなり血まみれで帰ってきて、なんて人なの、と思ったわ。千尋は本当にやりたい放題ね」

　……え。なんだそれは。

　俺は話しだすのをやめて唖然とする。

「だいたいね、初めからありえないわよ。偶然出会って、私の心を奪った途端に医局長だと知らせてみたりね」

　なんだか話がおかしな方向に向かっている。微妙に声に怒りが交ざり始めていた。

「実際、病院では非の打ちどころのない仕事ぶり。まわりの女性は、みんなあなたを見てる。そりゃ不安にもなるわよ。信じられるはずがないわ」

「別にそんなことは――」

「今は私が話してるの！」

　口を挟もうとして一蹴される。

「そんな千尋に振り回されっぱなしの挙げ句に、今日の事故よ。本当にいい加減にしてほしいわ」

　俺はなにも言わずに、ただ俯いていた。先ほど目覚める直前まで、彼女に心配をかけたのは本当だから。

「きっと今後も、一緒にいればいるほど千尋に振り回される。私、本当はそういう疲れる恋はもうしたくないの」

　俯いたまま黙って瑠花の話を聞いていた俺だったが、今のひとことにガバッと顔を上げた。

「ちょっと待って」

「あなたがすごすぎるから、釣り合わないと悩んだり、ハラハラしたり。しかも千尋はそんな私の気持ちに気づかない。そういうのは嫌」

「待って、瑠花。どういうつもり？」

　このまま俺から離れたいと言うのか？　疲れるから、嫌だから、俺とは一緒にいられないと？

「私は私でやりたいようにやらせてもらうわ。あなたに合わせたりなんか、もうしない。これからは私が、千尋のことを振り回してみせるから！」

　は？　これから？

　瑠花の最後の言葉に、とりあえずほっとする。

「これからも……俺といてくれるってこと？」

　おそるおそる尋ねてみた。

　俺からしたら君は、今のままで充分に俺を振り回している。だけどそれは言わないでおく。

「え？　なんでそんなことを聞くの」

　今度は瑠花が驚いた顔をした。

「別れたいと言われるんじゃないか。そう思いながら聞いてたよ」

「そんなはずない！　だって……好きだもの。悔しいけれど」

　頬を赤く染めて、プイッとそっぽを向く彼女がとても可愛くて、俺はふっと笑った。

「あ！　今笑ったでしょ！」

　クスクスと笑いが止まらないまま、彼女の髪を撫でる。

「笑ってないよ」

「絶対バカにしてる。なによ、千尋なんて嫌い」

「俺は瑠花が好きだよ。自分でも怖いくらいにね」

　俺の言葉にパッとこちらを向いた彼女に、優しく唇を重ねる。

　そっと触れるだけのキスをしたあと、彼女の頬を手のひらで包み込む。潤んだ瞳が熱っぽく俺を見ている。

　さっきまで怒っていたくせに、キスひとつでこんなに甘くなる。君には本当に振り回されているよ。

　それほど可愛くなるのなら……いつでも、いつまでも、君に優しいキスを贈ろう。

　俺は再び瑠花の唇に触れた。

　これからも、そうやって俺に可愛い顔を見せて。俺だけの君でいて。




「しかし災難だったな、夏目。一ヵ月は安静だな」

「赴任した早々に休んでもいられないから、困ったよ。こうして寝てる場合じゃないんだけど、とにかく一週間はこのままでいろって言われて」

「誰が言ったんだ？　まさか、彼女か？　でも羨ましいよ、彼女が看護師だと不自由しなくてさ。なんでも頼めるじゃないか、あんなことやこんなこと」

「バカ。俺の担当はベテランの看護師長だよ。お前なら頼めるか？　そんな相手に、なにをしてもらうんだよ」

　翌日。書類を届けに病院に来た医者の友人が、俺の病室を訪れた。

　怪我は彼の言う通り災難だったが、こうしてゆっくり友人と話す機会が持てたのはよかったと思う。普段はなかなかこんな時間はない。

「あら～、夏目医局長。お呼びですか～。私はどんなことをして差し上げたらいいのでしょう？」

「うわっ。いたんですか」

　いきなりドアの陰から現れた赤木師長に驚く。

「いますとも。いつでもあなたのおそばに。よかったですわ、退屈してないようで。しばらくこのままでも問題なさそうですわね」

「いや、今の話は冗談ですから」

　友人は笑いを堪えている。そんな彼を睨む。

「深沢さんも、もうすっかり元気になってお昼前から勤務してますよ。今日も早速ランチに誘われてたわ」

「そうですか」

　俺の反応に彼女は意外そうな顔をした。

「もう少し焦ると思ったのに、平然としてるんですね。きっとまた、好きだとか言われる気がするんですけどね。彼女はモテるから。さすが医局長は余裕ですねぇ」

「えっ。男？」

　彼女の言いたいことがようやく伝わる。

「ええ。麻酔科の大おお田たドクターですよ。彼はずっと彼女にアピールしてましたからね。他にも以前から、彼女に好きだと言ってた人は――」

「行きます！　起きるのを手伝ってもらえますか。食堂ですか？　痛いっ」

　急に起き上がったせいで、足に激痛が走る。喚わめく俺を見て、友人と赤木師長は唖然としている。

「お、おい。どうしたんだよ。お前はそんな慌てるキャラじゃ……」

「いいから手伝ってくれ。車椅子は……ないな。いいや、そこの松まつ葉ば杖づえを取ってくれないか」

「医局長！　大丈夫ですよ。彼女はちゃんと断りますよ」

　どうしても行かないと。強い気持ちに囚われて、冷静じゃいられない。

　ふたりの手を借りてなんとか歩きだした俺は、食堂へと向かった。




「あの、困りますから、本当に」

「市村と別れてから夏目医局長と噂になってるけど、まさか本当じゃないだろ？　彼には黒澤ドクターとの噂もあったし、信じられない。瑠花ちゃん、俺は本気だよ。いいと言ってくれるまで帰さないから」

「大田ドクター、お昼休みが終わってしまいます」

　困った顔で大田ドクターを見上げる瑠花を、食堂にたどり着いた俺はしばらくふたりの背後から見下ろしていた。そんな俺を、食堂にいた人たちも黙って見ていた。ふたりだけが、俺に気づいてはいない。

　並んで座る彼が、瑠花の手をギュッと握る。

「瑠花ちゃん」

「は、放してくだ――」

「触るな」

　そこでついに我慢できなくなり、口を挟んだ。ふたりは驚いた顔で俺を見る。

「彼女に触るな」

「な……夏目医局長」

「千尋？　あ、あなた、歩いちゃ……」

　松葉杖を掴んでいるので、手を出せない。もどかしく思う。

「その手を放して」

　俺が言うと、彼は慌てて瑠花の手をパッと放した。

「彼女は俺のものだから。口説いても無駄だよ。噂は本当だ」

　彼はなにも言わずに、俺を見つめたまま動きを止めている。周囲も相変わらず俺たちに注目している。

「瑠花だけは誰にも渡さない。なにを引き換えにしても。……瑠花、おいで」

　彼女は静かに立ち上がると、俺についてきた。

「大げさよ。……自分でなんとかできたのに。恥ずかしいわ、みんな見てるじゃない」

　小声で言う瑠花に笑いかける。

「守らせて。どんなときでも、俺を頼ってほしいんだ。見られてるなら、かえって好都合だよ。少しは牽けん制せいできたかな」

　俺の言葉に赤い顔で微笑む瑠花を見て、ほっとする。彼女を可愛いと思うのは、俺だけではない。大切にしなきゃいけないと改めて感じる。

　ふと食堂の入口に目をやると、俺についてきた友人と赤木師長の姿があった。ふたりは俺の様子に、クスクスと楽しそうに笑っていた。










運命が変わる出来事




「痛い！　痛ーい！　痛いっ」

「大丈夫ですよ！　落ち着いて」

　救急車から降ろされた若い男性患者は、痛みに顔を引きつらせている。

「急性虫垂炎だな。腹膜炎を併発しているかもしれない。確認する。すぐにレントゲンと血液検査の準備を」

「はいっ」

　患者の元に駆けつけ、軽く診察した千尋が出した指示に、スタッフがきびきびと従う。そんな場面を見ながら、彼の偉大さを感じる毎日。

「本当、すごいよね。早いし的確だし」

　同僚の言葉に、ただ頷く。

　千尋が赴任してから五ヵ月が経過していた。医局はもはや、彼を中心に動いている。

　私と千尋の関係もなんら変わることなく、彼の愛に包まれる日々。幸せで満ち足りた毎日を送る私は、もう卑屈になったりはしない。そう自分に言い聞かせながらも、日々の慌ただしい業務に追われていた。

　そのせいなのか最近、体調が優れない。食欲もあまりなく、生理がない。それに、少し痩せたような気もする。一度、診察してもらったほうがいいのかな。

　千尋に頼もうと思ったけれど、忙しそうにしている様子を見て考えを変えた。

　心配をかけるだけだから、違う病院に行ったほうがいいだろう。きっとたいしたことはない。栄養剤でも処方してもらえばすぐ元気になる。勝手にそう思っていた。




「妊娠していますね。六週目で、二ヵ月ですよ。おめでとうございます」

　夏目総合病院から少し離れた病院の内科に行き、医師に言われて絶句した。

　妊娠？　私が？

「あの、本当に？　だって、ちゃんと……」

「ピル以外の避妊法は百パーセント確実ではありません。健康ならば、妊娠はありえることですよ」

　医師はニッコリと笑った。

「そんな。どうしよう……」

　子供だなんて。千尋になんて言えばいいの？　結婚の約束をしているわけでもないのに。

　真っ暗な谷底に突き落とされたような心境になった。

　無理よ。彼には話せない。このことを知ると、彼は私から離れてしまうかもしれない。嫌だ。どうしても彼から離れたくない。

　じゃあこのまま、事実をなかったことに？　赤ちゃんを……。

　そんなこと、できるはずがない。

「深沢さん？　つわりがひどいですか？　少し貧血のようなので、鉄分とビタミンの錠剤を出しますね。次回は産婦人科に診みせに行ってください」

　医師の言葉を、まるで夢の中の出来事のように聞いていた。




　どうやって寮まで帰り着いたかもわからない。気づけば部屋でひとり、ぼんやりとしていた。

　なにもかもを忘れたい。そう考えているうちに、いつしか眠りに就いていた。

「瑠花、起きたの？」

　そっと目を開けると、目の前に千尋の顔があった。合鍵で部屋に入ったようだ。

　夏目総合病院の看護師寮は、男女共用のマンション借り上げタイプなので、男子禁制ではない。男性看護師も何人か入居している。そのため、千尋はときどきこうして私の部屋を訪れていた。

「……来てたの？　ごめんなさい。起こしてくれたらよかったのに」

「いいよ、疲れてるんだろう。ご飯は？　まだ？　なにか作るか？」

　……優しい。ほっとする。

　そう感じた瞬間、涙がじわっと溢れだした。

「瑠花？　どうしたの。どこか痛い？　ちょっと診ようか」

　私の寝ている布団を軽く捲まくった千尋に、思わず言い放つ。

「やめて！　なんともないの」

　千尋は一瞬驚いた顔をしたけれど、すぐ笑顔に戻った。

「そうか。ならいいんだ」

「ごめんなさい。私……」

　起き上がった私を優しく抱きしめる腕。失ったら、どうなるのだろう。

「本当に疲れてるんだな。このまま眠るか？　突然来て、ごめんな。どうしてもひと目、顔が見たくて」

　この甘い囁きも、ずっと聞いていたい。

　あなたは妊娠の事実を知ったら、どうするだろうか。きっと、私と未来を生きる覚悟をするのだろう。

　だけどこの先、千尋が後悔しないと言いきれる？　大きな病院を背負う彼を、私は支えられるのだろうか。考えると、きりがない。

「千尋……このままキスして」

　今はただ、あなたの熱を感じたい。溶かされてしまいたい。

「どうしたの。甘えるなんて珍しいね」

　そっと重ねられる唇を、悲しく感じる。涙が頬を流れ落ちる。

　このまま、あなたのすべてを私のものにできたなら。その手も、身体も、髪も。

「瑠花……愛してる」

　嬉しいはずの言葉すら、素直に受け取れない。

　あなたの愛は、永遠なの？　これからも、私だけを見ていると言えるの？

「私も。千尋だけ。本当よ」

　そう。私にはあなたがすべて。出会ったあの日から、あなた以外のものは色褪せてしまうほどに溺れている。

　千尋がくれた、この小さな命を消してしまうわけにはいかない。たとえその選択であなたを失うことになっても。

　まだ覚悟はできていないけれど、もうすぐ私にも母親としての自覚が芽生えてくるのだろう。

　あなたが背負うものは大きすぎて、私が支えるのはとても無理だ。だけど今だけは、こうしてあなたに触れていたい。

「千尋、あなたに出会えてよかった。ありがとう」

　唇を離して見つめ合う。大好きな、綺麗な瞳。その眼まな差ざしは、今日も明日も明後日あさっても人の命を救う。私だけのものにはならない。

「なんだか今日は変だよ？　可愛いけど、心配だな。なにかあった？」

「変じゃないわ。なにもない。千尋が好きだと言いたかっただけ」

「じゃあ泣かないで。笑って？」

　私の涙のわけを、今はまだあなたには言えない。あともう少し、そばにいてほしいから。




「深沢さん、ＩＣＵの海うみ野のさんなんだけど、明日、一般病棟に移ってもらうから、ご家族の方に入院案内の説明をしてくれる？」

　翌日。ナースステーションで仕事をしていると、千尋が入ってきた。

「はい。わかりました」

「ご家族は、夕方にお見えになるそうだから」

　千尋とこうして仕事をしている時間が好きだ。公私共に尊敬できる彼を誇りに思う。

「夏目医局長！　海野さんが自殺を図りました！　手首を切ってます！」

　そのとき、飛び込むように現れた菅野ドクターの言葉に、千尋は走ってＩＣＵに向かった。




「俺はもうダメだ。仕事も辞めないといけない。こんな病気になって、家族に迷惑をかけてる。先生、どうして死なせてくれなかったんだ」

　それからしばらくして、発見が早く大事には至らなかった海野さんが千尋に訴えていた。彼は五十歳。家族が毎日、熱心にお見舞いに来ていた。

「幸い、傷が浅くてよかったです。明日の病棟移動も問題ないですよ。しばらく入院して様子を見てから、通院に切り替えましょう。人工透析は週に二回ほど通って受けていただくことになります」

　千尋は症状を説明しながら優しく微笑む。私はカルテを抱えながら、ベッドの後ろの位置からふたりを見ていた。

「通院だなんて、そんなお金はないです。もういいです。死にますから」

「海野さん。治療費はもちろん保険の対象になります。必要な手続きをすれば、助成も受けることができます。あと少しで仕事にも戻れますよ。治療法については、主治医が相談に乗ります。心配はいりませんから」

「あなたはいいですよね。金も名誉もある。健康な身体も。なんとでも言えますよ。私の気持ちなんてわからない」

　ふてくされた態度で話す海野さんのベッドの脇に膝をついて、千尋は彼と目線を合わせる。

「確かに、僕にあなたの気持ちはわからない。だけど、ひとつだけわかることがあります。それは……ご家族にとっては、あなたの代わりなんてどこにもいないということです」

　海野さんも千尋の目を見た。

「今のあなたには、先が見えないかもしれません。不安のほうが勝っている。だったら今はこの命を、あなたを想う人のために守りませんか。きっと答えが見えるときが来ます。それまでもう少し、頑張れませんか」

「先生……」

　海野さんの目に涙が溢れる。……私の目にも。

「奥さん、息子さん。出ていらしてください。その答えを海野さんに教えて差し上げてください」

　千尋の呼びかけに、病室のドアの後ろから奥さんと息子さんが出てきた。

「あなた……」

「父さん！」

　家族はその場に泣き崩れた。海野さんも共に涙を流す。千尋は私に目配せをしてから病室を出ようとしたので、私もあとに続いた。

　千尋の背中を見ながら思う。彼は、患者のずっと先の未来を輝かせるために、現在の命の灯を点ともしている。そこにある強い信念。その使命は、これからもずっと続いていく。

　私も、そんなふうに患者と接していきたい。そうでありたい。強く願う。

　だけど、私と彼の生きる未来はきっとどこか別の場所にある。なぜかそういった予感がしてならなかった。










愛に溺れて行き着く先




「はい、ゆかりちゃん。よくできました。次は背中を向けてくれるかな」

　今日は小児科外来のドクターが不足しているため、千尋は応援に駆りだされている。赤木師長の計らいで、なぜか私も〝おまけ〟としてついてきている。

　小さな子供を専門的に診ることのできるドクターは、夏目総合病院の百人近いドクターの中でも数少ないけれど、千尋はリードルにいた頃、小児専門のチームに所属していた時期があったそうで、対応できるのだ。

　近年の医師不足の煽あおりを一身に背負い、彼はあちこちの医局から毎日のように応援要請を受けているのだけど。

「ありがとう。いい子にできたね。服を着てもいいよ」

　ニコリと千尋に微笑みかけられた小学生の少女は、頬を微かに赤らめて動きを止め、彼を見つめていた。

「ゆかりちゃん？　もう大丈夫だよ」

「……はい」

　……さすがね。こんな小さな女の子までうっとりさせるなんて。

　少女の隣には、娘と同じようにぼーっと千尋を見つめている母親がいる。彼女のほうに彼はパッと顔の向きを変えた。

「お母さん。ゆかりちゃんは喘ぜん息そくをお持ちのようですが、なにかお気づきではないですか。今回の発はっ疹しんはアレルギーによるものではないかと思うので」

「え……そうなんですか？　前に診ていただいた病院では、そのようには言われませんでしたが」

　母親は意外そうに答える。

「もう少し詳しく調べる必要がありますが、喘息にもいろいろなケースがあって、その中でもアトピー型のものだと思います。たとえば寝ているときに息苦しくなったりだとか」

「ああ、あります。たまにですけど。治りますか？」

「大丈夫ですよ。薬で充分治まりますから。だけど、忘れずに飲ませてあげてくださいね」

　そう言ってキラリと惜しみなく笑顔を見せる彼に、親子はうっとりと見とれている。

　無意識なの？　サービスしすぎよ。

　私は隣でその様子を見ながら、ムカムカと微かな苛いら立だちに見舞われていた。

「薬を処方するために、これからは定期的に診せていただきたいのですが、よろしいですか？」

　母親の顔がパッと明るくなる。

「はい！　あの、夏目先生が診てくださるんですよね？」

「……あ、いや。僕は小児専門ではないので、他の者が担当医になりますが」

「やだっ。夏目先生がいい」

　少女がムスッとした顔で呟く。

「娘もこう言ってますから、なんとか夏目先生でお願いします。先生だと安心で」

　……この親子、安心だとか、本当にそんな理由？

　イライラする私をよそに、千尋は困ったように笑いながら言った。

「わかりました、僕でよろしければ。僕は小児科に常駐していませんから、いらっしゃる一週間前までにお電話で予約していただかないといけませんが、それでもよろしいですか？」

「はい!!」

　親子は声を揃えて嬉しそうに返事をした。




「ちょっと過剰サービスではないですか、夏目医局長。小児科に来る回数を増やしたら、他の科に回れないですよ」

　親子が退室してから、カルテを記入している千尋の背中に向かって声をかけた。

「ん？」

　彼がゆっくり振り返って私を見る。

「ここは病院なんですよ。ホストクラブじゃないんですから。医者を指名するなんておかしいです」

　そう言って私が口を尖とがらせると、彼はクスクスと笑いだした。

「医局長、なにがおかしいんですか？」

「ふふっ、また妬やいてる。別にいいじゃない。子供は好きだし、そんなに負担じゃないよ」

「や、妬いてるわけじゃないわ。おかしいって言ってるの」

　そう。私はあくまで他の科との兼ね合いを考えているだけだ。決して妬いているわけじゃない。

「はいはい。じゃあ君も小児外来の日は一緒に来たらいいよ。ま、俺にロリコンの気はないから、心配はいらないけどね」

「なっ……！　別に、あんな小さな子相手に妬かないわよ。だけど……あのお母さんは嫌かも」

　思わずぽつりと言ってしまい、はっと口を押さえる。

「ぷくくっ。なに？　もしかして、俺があのお母さんと不倫関係になるとでも考えてるの？　人妻相手にそこまで鬼畜じゃないつもりだけどな」

　彼は笑いを噛かみ殺しながら、からかうように続けた。

「な、なによ。わからないじゃない。私とだって、出会ってからよく知りもしないうちにああなったんだから」

　すると突然、千尋の顔から笑みが消えた。

「俺が誰にでもすぐに熱を上げると、瑠花はそう思ってるんだ？」

「え。ち、違っ……」

　どうしよう。怒ったの？　私が子供じみた嫉妬なんかしたから。

　オロオロする私の頭をポンポンと優しく叩きながら、彼は再び笑う。

「瑠花は特別。君以外の女性に興味はないから、大丈夫だよ」

　そんな千尋を見つめる。

「俺には瑠花だけ。いつも言ってるだろ。君だけが好きだって」

　アメリカ仕込みの彼の愛情表現は、いつも私を狼狽うろたえさせる。どれだけ怒っても、私なんかが敵かなうはずがない。

「ねぇ、瑠花。俺は医者だよ？　付き添いの母親相手にいちいち嫉妬されたら、医者を続けられない。女性患者の裸だって毎日見てるんだから。わかってほしいな」

　そうだ。彼の言う通り。いちいち嫉妬なんてされたら面倒に決まっている。

　私が落ち込んで黙り込むと、彼はスッと立ち上がり、私を見下ろした。そのまま屈んで目線を合わせてくる。

「瑠花、顔を上げて」

　優しく話しかけてくれる千尋の顔を見る。

「女性患者の裸を見ても、俺はなにも感じないよ」

　ふわりと笑顔を浮かべて彼は言った。

「だけど、瑠花の裸を見たら平静を保てない。どういうことかわかるだろ？」

「ごめんなさい……」

　こんなふうに千尋を困らせている自分が嫌になる。今さら彼に『自分は医者だ』と言わせるなんて。

「だからね。今もちょっと困ってる」

「……え？」

「こんなふうに瑠花の唇が目の前にあると、触れたくなる」

　そのまま唇が優しく重なってくる。

　私も同じ気持ちだ。いつだって……どんなときでも千尋が欲しい。

　あの事故があって、千尋がいなくなると思った瞬間、すべての色が視界から消えてなくなった。私はそのまま意識を手放した。生きている意味がなくなる瞬間って、あんな感じなんだ。

　千尋が好きで、あなたも私を愛してくれている。最初に感じたふたりの間にある大きな格差は、千尋がその胸に私を抱き止めてくれているから、今はあまり感じない。

　そんなふうに満ち足りているはずの私たちなのに、なぜこんな些さ細さいなことに不安を感じるのだろう。

「千尋……ダメ……」

　彼の唇が、私の身体の芯を次第にとろけさせていく。

　でも官能的なキスは、こんなところでするものじゃない。そっと唇を離して彼が私を見下ろす。

「ダメ？　なんで？　ゆかりちゃんが最後の患者だよ？　今日の外来はもう終わったから」

「ダメよ……人が来るわ。それに……私……」

「なに？」

「意地悪。聞かないでよ」

　きっと、わかって聞いてきている。私がもっと欲しくなることを。キスだけじゃ足りなくなることを。

「そうだね、そろそろやめないと。俺も瑠花と同じように止まらなくなるね」

　クスクス笑いながら彼が言う。

　やっぱりわかっていた。彼は優しいけれど、ちょっと意地悪だ。

「千尋は子供が好きなの？」

　話題を変えようと尋ねてみる。

「そうだな、好きかな。可愛いからね。なんでいきなりそんなことを聞くの？」

「ううん、別に。小児外来の日はなんだか楽しそうだから。バスの事故のときも、赤ちゃんを助けてたし」

　千尋に背を向けて……自分のお腹をそっと撫でた。

　小さな命――この子の存在を、彼に話せないでいる。もうすぐ妊娠四ヵ月になろうとしていた。

　私なんかが、千尋の子供を生んでもいいのだろうか。ずっと疑問に思ってきた。

　千尋が帰国して六ヵ月。これまでに、彼の数々の縁談を噂で耳にしてきた。相手は製薬会社の社長令嬢だったり、個人病院の院長の娘だったり。彼が断っているからか、いつしか話は消えてなくなっていくけれど、そのたびに胸が締めつけられる。

　私たちの未来は……同じところにはないかもしれない。

　中学生の頃に父を亡くした私は、母に女手ひとつで育てられた。パートを何件もかけ持ちして私を大学まで行かせてくれた母には感謝している。

　いつかは地方に住む母のそばに帰りたいと思っていたけど、姉が『私がお母さんと一緒にいるから、あんたは好きなことをしなさい』と言ってくれている。

　千尋にも実家のことは話してあるものの、忙しさから、なかなか母には会わせられないでいた。

　彼の実家は代々続く医者の家系で、病院の敷地内に立派な家が建っている。何代にも渡り、この大きな病院を受け継いでいる、格式のある家柄。

　比べることではないのはわかっているし、自分の実家を卑下するつもりもないけれど、あまりにも家柄が違いすぎると思ってきた。

　結婚するとなると、千尋の実家が快く了承する気もしない。万が一、『子供をどうにかしてほしい』と言われたらどうしようだとか、そんなことばかり考えてしまう。

「そろそろ医局に戻るか。遅れると赤木師長に嫌味を言われる」

「嫌味だなんて、私には言わないわ」

　彼の声で我に返り、笑顔を作って振り返る。そのままふたりで小児科を出て、並んで廊下を歩いた。

「おかしいな。赤木師長は、俺には瑠花のことを話してくるけど。あんなことやこんなこともね」

「えっ。なにを？」

「秘密」

「えー、なにそれ」

　いつまでも、ずっとこうしていたい。

「医局に戻っても、もうお昼よ。お腹空いた」

「瑠花はいつも食べ物のことばかりだな」

「なによぉ」

　彼を叩く真似をして笑い合う。その笑顔を、これからもずっと見ていたい。

「じゃあ、食堂に寄ろう」

「わぁい。私、ステーキ定食。ごちそうさま～」

「それ、ここで一番高いやつじゃないの。それに、俺は奢おごるなんてひとことも言ってないよ」

　彼によく似た可愛い赤ちゃんを生んで、一緒に育てたい。

「えー、ケチ。医者でしょ。貧乏なふりしないでよ」

「奢ってほしかったら、うどんか蕎そ麦ばにして」

「嫌だ！　千尋の奢りのステーキ定食！」

「しょうがないなあ」

　これからも、ずっと千尋と一緒にいたい。いつもそう思っている。










身を引く覚悟




　最近、笑顔の裏側でいつも考えている。きっと今のままではいられないと。

　この子を生むためには、千尋から離れないといけない。未来の院長の奥さんに、やっぱりなんの取り柄もない私はふさわしくない。

　病院を辞めて田舎いなかに帰ろう。赤ちゃんのことは、彼には言わないでおこう。

　優しい千尋のことだから、打ち明ければきっと結婚してくれる。だけど、やがて後悔する日が来るかもしれない。私が姿を消せば、病院を共に背負える素晴らしいパートナーが、おのずと彼の元に現れるだろう。ひっきりなしに来ているという噂の縁談を、断らなければいいだけだ。

　私は黒澤ドクターのように、医師として病院を一緒に背負っていくことはできないし、経営に携わるようなこともできないのだから。




「ええ!!　赤ちゃんが……あら、まあ……」

　私は屋上で、隣に座る赤木師長にすべてを話した。彼女はバス事故のとき以来、千尋と私をいたく応援し、ときどき話を聞いてくれている。『年寄りのお節介よ』と優しく言ってくれる赤木師長に母の面影を感じた私は、すっかり彼女に甘えていた。

「夏目医局長には話したの？」

「いいえ。話すつもりはありません」

「どうして？　父親なのよ」

　正解なんてわからない。私がしようとしていることが正しいかどうかがわかるのは、これからずっと先のことだから。

「彼の将来の負担になりたくないんです。ここを辞めて田舎に帰ろうと思ってます」

　私の選択を、彼女は肯定も否定もしない。優しさに涙が零れてくる。

「そう。決めたの？」

「はい」

「彼は悲しみで身を切られる思いを味わうわよ。それでも……いいの？」

　私はもう返事をすることができなかった。

　悲しみで身を切られるのは、私のほうだ。千尋を失ったあとの自分なんて、今は怖くて想像もできない。だけど、これが彼のためなのだから。次の縁談はきっとうまくいくはずだ。

「う……っ、うう……」

　こんなふうに、いくら泣いても彼を繋ぎ止めることはできない。どうしたら、この悲しみから逃れられるの？　あの笑顔を、忘れることができるの？

「子供をひとりで生んで育てるなんて、並大抵のことではないわ。それに、赤ちゃんにも父親に甘える権利があるのよ。あなたはその子から父親を奪おうとしてるの」

　……そんなことはわかっている。いけないことだと。

　だけどやっぱり、どう考えても無理がある。私が千尋の奥さんになど、なれるわけがない。彼にも病院にもなんのメリットもないのだから。

「はい。これ」

　赤木師長がそっとハンカチを差しだしてくれた。それを受け取り、顔をうずめる。

　そのままひとしきり泣いて、泣いて。しばらくしてから涙が枯れそうになった頃に、顔を上げた。

「あの……師長。ハンカチ……濡ぬれてしまって」

　赤木師長のほうを向いて目を見開いた。私の隣に座っていたのは、赤木師長ではなく……風に髪を揺らす千尋だった。

「なっ……なんで？　どうして？　……師長は？」

　私が聞いても、千尋は黙ったまま正面を向いている。風が彼の黒い髪と白衣をパタパタとはためかせている。

「師長は……？」

　もう一度聞くと、彼はようやくこちらを向いた。

「医局に戻ったよ」

　抑揚のない声でひとことだけ言うと、また黙り込んだ。静かにじっと私を見ている。

「あの……」

　どうしたらいいかわからず、かといって目を逸らすこともできない。

「千尋……？」

「俺が頼んだんだよ、師長に」

「え？　……なにを」

　突然の話の始まりに聞き返す。

「赤木師長になら話すかな、と思って。瑠花を呼びだして聞いてもらった。俺は後ろでずっと聞いてた。瑠花が泣いてる間に、赤木師長と入れ替わった」

　彼は私から目を逸らして再び正面を向くと、小さなため息をついた。

「俺はこれでも医者だよ？　気づかないとでも思ったの」

　話しながら、彼は私を見つめた。

「……気づいてたの？」

　驚いてそれ以上なにも言えない。まさか、すでにバレていたなんて。

「当たり前だろ。顔色も悪いし、食も細い。つわり……つらいんだろ」

　……あ、あのとき。

『うどんか蕎麦にして』

　気づいていたの……私が無理しているってこと。そう考えると、なんだか全身から力が抜けた。

「それで？　本気なの？」

「なにが……？」

「本気で田舎に帰るの？　なんで？　その子に父親はいらないの？　必要ないと思った？」

「え……っと、そうじゃなくて」

　頭が真っ白になる。先ほどは赤木師長に思うことをそのまま言えたのに、千尋が相手だとうまく言えない。怒気を含んだ彼の言葉のひとつひとつが、私の心をグサグサと刺してくる。

「瑠花がいつ話してくれるのか、ずっと待ってた。だけど君は、そもそも俺には話す気がなかったんだね。……俺には父親の資格もないわけだ」

「ち……違うわ。それがあなたのためだと思って」

　涙が再び、どっと溢れだす。

　資格がないだなんて思うはずがない。妊娠に気づいた瞬間から、何度も想像してきた。千尋と私が、ベビーカーを押しながら歩く姿を。あなたがこの子を抱いて頬を寄せる姿を。叶かなえられるものなら……どんなに幸せだろうと。

　だけど、あなたを縛ることなんてできないと思った。あなたには……他にするべきことがたくさんあるから。

「一年ほど前に、父さんが院長職を引退したいと言いだしたんだ。現場の最前線から一歩引いて経営に専念したい、院長職を俺に託したい、ってね。だから俺は帰国した。本当はもっと向こうで勉強したかったんだけど。……でも今は、帰ってきてよかったと思ってる」

　再びハンカチを目に当てた私は、彼がどんな顔で話しているのかわからなかった。

　でも、院長に就任する時期が早くなるのなら、なおさら私では奥さんは務まらないと思う。

「今の目標は、救急をもっと充実させること。問題はまだまだある。成し遂げなくてはならないことも。だけど少しずつ前に進んでる。俺の目指すものが形になろうとしてる。医師たちの技術も、設備もね」

　顔を上げて千尋を見る。ずっと先を見据える瞳が、目の前にあった。

　彼は泣きじゃくる私を、ただ黙って見ていた。悲しそうに。

　私は泣きながら心の中で、お腹の子にひたすら謝っていた。

　ごめん、ごめんね。あなたのパパとは一緒にいられないの。ママがあなたを守るから。大丈夫だから。

「ねえ、瑠花」

　千尋が私にそっと呼びかける。

「病院の存在がそんなに嫌なの？　君がそこまで負担を感じるのなら、継がないよ」

　彼の言いだしたことに驚く。

「ち、違うわ。そうじゃないの」

　そんなことを望んではいない。後継者は、あなたをおいて他にはいないと思っている。夏目総合病院は、あなたの夢なんでしょ？　そのために頑張ってきたんでしょ？

　前に話してくれたこと。その思いはきっと、あなたの心の中に溢れている。

『俺は小さな頃から、病院を立派に継ぐように言われ、そうするように刷り込まれてきた。言われ続けるうちに、いつしかそれが夢に変わったんだ。今より立派にして、いろいろな病気を治療できるようにしたい。たくさんの命を救いたい。そのために死ぬほど勉強してきた。もうすぐそれが実現するんだよ』

　あなたの今までの人生には、いつもこの病院があった。それなのに簡単に諦められるわけがない。

「俺には、瑠花とその子がいてくれたら、それでいい。病院なんてなくてもいい。院長職は他の医師に任せたらいいんだ。そうだな、君の田舎で、どこかの病院の勤務医になればいいね。医者はどこにいてもできるから」

「な……！　なにを言ってるの!?　そんなこと、できるはずないでしょ!?」

　彼の話に思わず大きな声で反論した。

「え……千尋？」

　だけどその直後、驚いて言葉を呑み込む。

　……彼が……泣いていたから。

　瞳を赤く潤ませて、目頭に手を添えて……。目から溢れては零れ落ちる涙が、悲しく光る。

　私は金縛りにあったみたいに、身体が動かなくなっていた。ただ彼の涙を見つめる。

　どうして……。

「瑠花、俺はどうしたらいいの？　どうしたら……俺を捨てないで、ずっとそばにいてくれるの」

　頭が混乱して、うまく話せない。

「や……っ、千尋？　なんで……？　泣かないで」

　私も涙が止まらない。彼は……なにを言いだしたの？

　彼が泣くなんて信じられない。いつも自信に溢れ、笑顔を絶やさない、優しくて強い優秀なドクター。

　そんな千尋が今、私の目の前で肩を震わせて泣いている。

「やめて……お願い。千尋……泣かないで……」

　私も言いながら、両手で顔を覆った。悲しくて悲しくて、身体がバラバラになりそうだ。

　千尋を傷つけている。私の存在が、彼を悲しみのどん底に落としている。

「俺から離れないで。瑠花を……愛してるんだ。君がいなくなるなんて、耐えられない。どうしてほしいの？　俺は……どうしたら」

「千尋……っ！」

　千尋に飛びつくと、震える身体をギュッと抱きしめた。彼も震える腕で、力強く私を抱きしめ返してくる。

「瑠花とずっとこうしていたい。君が好きだ。どこにも行かないでほしい。ずっと俺のものでいて。君もお腹の子も……生涯をかけて大切にする。だから……」

　もうなにも言わないで……。離れない。絶対に離さないから。だから、泣かないで。

「……わかった。……わかったわ。どこにも行かない。千尋を……愛してる」

　もう身を引こうなんて考えるのはよそう。

　そんなことはできない。こんなに溢れる愛に包まれてしまったなら、千尋を誰にも譲れない。

　私たちはきつく抱きしめ合いながら、溢れる涙を止めようともせずに、お互いの存在の大きさを確かめ合った。

　それからしばらくして涙が止まり、少し落ち着いた頃。

「瑠花、膝枕……してくれる？」

「今……ここで？」

　周囲には誰もいないけれど、憩いの場でもある屋上は、日光浴を楽しむ患者で溢れる時間帯もある。

　ふと時計を見ると、お昼を少し回っている。

「久々に思いきり泣いたからかな、少し頭が痛いんだ」

　屋上のベンチで彼の頭を膝に乗せ、休ませる。

　誰かに見られてもいい。もう離れたりはしないから。そう思いながら、サラサラと風に揺れる彼の黒髪を撫でる。

「気持ちがいいね。空が綺麗で」

　秋の空が青く澄んで、輝いている。空気が透明で少し肌寒い。

　私の膝の上で目を閉じてまどろむ彼の顔を、真上から見下ろす。

　これからもずっと、こうして千尋と一緒に時を刻んで歩いていけたら。他にはなにも望まない。

　パッと突然、彼の目が開いた。

「どう？　頭痛は。まだ痛い？」

　千尋に問うと、彼は頷いた。

「大丈夫なの？　今日は外科の手術じゃなかった？　執刀医は誰なの？」

「……俺」

　驚いて黙る私に、彼が笑う。

「大丈夫だよ。心配しなくていいから」

「そろそろ戻らないと。千尋がいないと、また大騒ぎになるわ」

　私が言うと、彼は笑顔を消して顔をしかめた。

「嫌。まだこうしてる」

「え」

　プイッと私から目を逸らした彼を見て、唖然とする。

『嫌』って。だって手術の準備とか、術前のミーティングなんかもあるはず。

「千尋、今日は終わるまで待ってるから。もう行こう？」

　千尋の髪を再び撫でながら問いかける。彼のこんな我儘は初めてで戸惑う。

　すると千尋は、大きな瞳を再び私に向けた。先ほどまで泣いていたせいだろうか、瞳の中は、星をちりばめたみたいにキラキラと濡れて光っている。

　その目に見入る。綺麗だと心から思う。きっとお腹の子もとっても可愛いはずだ。彼にそっくりならいいのに。

「瑠花、キスして」

「え」

「そしたら起き上がるから」

「頭痛は？　治ったの……？」

　自分から聞いておきながら、彼の返事を待ちきれなくて、私は頭を下げて柔らかい唇に自分の唇を重ねた。風が私たちを包み込むように通り過ぎる。

　彼とこうしていると、ふわふわと優しい気持ちになれる。夢なのか現実なのかわからなくなるほどに、幸せな気持ちが湧き起こる。

　彼と別れて生きていこうだなんて、どうして思えたのだろう。彼の涙が、私の間違いを気づかせてくれた。

　……ごめんね、千尋。私にはやっぱりあなたが必要だ。この選択があなたの将来を大きく変えることになっても、どうか私を嫌いにならないで。

　千尋と突然、運命的に出会ってから、これまでに何度抱き合い、こうして唇を合わせてきただろう。

　私は見失いかけていた。あなたは毎日、何度もこうして溢れる愛を私に伝えていたのに。その果てに舞い降りてきた赤ちゃんは、私だけのものではない。ひとりで勝手にこの子の未来を決めたりしてはいけなかった。

　そっと唇を離して彼を見る。私の大好きな優しくて綺麗な笑顔が、今日も私を温かく見つめる。

　そのまま彼の頭を胸にキュッと抱きかかえ、髪に頬を寄せる。千尋に愛していることが伝わるように。

「瑠花……苦しい」

　彼の頭が、もそもそと動いてくすぐったい。その小さな動きに、また愛しさが込み上げてくる。

「苦しくても……放してなんてあげない。千尋を愛してるから」

「うん」

　私の胸の下から、千尋のくぐもった声がする。そっと彼の長い腕が伸びてきて、私の身体をゆっくりと引き離した。

　彼は身体を起こして、白衣の下のネクタイを締め直した。

「そろそろ戻ろうか。きっと赤木師長が心配してヤキモキしてる。帰ったら質問攻めだな。覚悟しないと」

「うん」

　千尋は私のお腹にそっと手を当てた。

「この子は、生まれるまで俺が担当医になる。検診も出産も俺に任せて。他の医者に任せるなんて嫌だから」

「産婦人科も診られるの？」

　驚きながら尋ねると、彼は頭を下げて私のお腹にキスをした。

「医局の中では、歯科と耳鼻科だけは無理だけどね。他の科は大丈夫だから、リードルでしごかれた甲か斐いがあった。瑠花も虫歯は他のドクターに診てもらって」

「虫歯なんかないよ」

「そう？　よかった」

　彼が私の手を握りしめて歩きだす。

　いつまでも、なにがあっても、この手を放さないで。

　私はそう思いながら、千尋の温かくて大きな手を握り返した。










大切な君たちへ［千尋Ｓｉｄｅ］




「夏目ドクター、お疲れさまでした。いやあ、あの技法は初めて見ましたよ。噂には聞いてたんですけど、確立したばかりですよね。使いこなせるのは腕の立つ医者に限られますね」

　四時間に渡る手術を無事に終えて、手を洗う。汗を拭ふきながら外科医局のソファに腰を下ろした瞬間に、外科部長が俺に声をかけてきた。

「いや、そんなことはないですよ。新しいものはその珍しさから難しく見えるだけです。この医局のドクターたちなら、すぐに慣れて使いこなすでしょう」

　俺は話しながら、待たせている瑠花のことを考え、すでに立ち上がっていた。

「あれ？　もう行かれるんですか。まだ話したいことがあるんですが。なかなかお会いできませんからね」

　俺を見上げて、彼は残念そうな顔をした。

「ちょっと用があるので」

「そうですか。あ、夏目ドクター、今度飲みにでも行きませんか。アメリカでの話なんかを聞かせてくださいよ」

「ええ。ぜひ」

　外科部長は俺の返答に満足そうに頷いた。俺は軽く彼に会え釈しゃくをしてから、向きを変える。そのまま部屋を出ようとしたとき、背後から外科部長が再び声をかけてくる。

「そのときに私の娘を同席させてもいいですか？　親の私が言うのもなんですが、これがなかなかの……」

「子供が生まれるんですよ」

「は？」

　振り返ると、彼は驚いてポカンとしている。

「俺の子供がね、生まれるんです」

「あの……夏目ドクターは確か、独身ですよね」

　納得できない様子の外科部長が聞き返してきた。

「ええ、今のところ。もうすぐそうではなくなりますけど」

　ニコリと笑いながら、彼の質問に正直に答えた。

「……あ……そうですか」

「じゃ、失礼します。お疲れさまでした」

　驚いたままの彼を残して廊下に出た瞬間に、走りだした。

　瑠花に会いたい。彼女は本当に俺を待ってくれているのか？

　昼間にあんなことがあったせいか、無性に瑠花に会いたかった。なぜだか彼女が、もうすでに俺の手の届かないところにでも行ってしまっているような、言いようのない不安が心に押し寄せていた。

　エレベーターホールにたどり着き、ボタンを押す。なかなか開かないドアを見つめながら、もどかしく思う。

　早く彼女に会って、この不安を拭い去りたい。その笑顔をこのまま見ないでいたなら、気が狂いそうになるだろう。

　なぜ外科医局を出た瞬間に、そんな気持ちになったのか考える。

　まさか、虫の知らせなのか。もうすでに瑠花はここにはいないのか……？

　不安に後押しされるように、息を切らせて廊下を走る。病院スタッフがあちこちから俺を見ている。

　汗に濡れたグリーンの手術着を慌てて着替えたあと、風のように廊下を走り抜ける俺は、さぞおかしな状態に思われているだろう。

　ようやく医局にたどり着き、速度を緩めてゆっくりとドアに近づいた。息を整えながらドアノブに手をかける。

「あー、やっぱりダメです。うまくできない」

「あら、そんなことはないわ。そこからこっちに持ってくるのよ。……そうそう、うまいわ。いい感じよ」

　中から微かに聞こえる、楽しそうな話し声。ドアの隙間から様子を窺う。

　そこには、瑠花と赤木師長が向かい合い、俯いてなにかをしている光景があった。

　ほっと息が漏れる。瑠花はいた。どこへも行かずに。

　安堵のせいで、笑いが込み上げてくる。あんなに急いでここまで来た自分がバカみたいに思えた。

　だけど、ふたりはなにをしているんだろう。

　ドアを開いて中に入る。俺の気配に、ふたりが顔を上げて俺を見た。

「あらあら、そんなに慌てなくても、深沢さんはここにいますよ」

　赤木師長が笑いを堪えながら言う。慌てふためいていたのが、彼女にはお見通しのようだ。

「お疲れさま。無事に終わったの？」

　そう言ってニコリと笑いかけてくる瑠花。

「今ね、赤木師長に編み物を習ってたのよ。でも全然ダメ。うまくいかないの」

　見ると彼女の手には、編みかけの小さな靴下がある。

「帽子やベストも編みたいけど、間に合うかな。だって、赤ちゃんのものって小さくて細かいんだもの。難しいわ」

　自分自身に呆れたように笑う彼女に、俺は次の瞬間に駆け寄っていた。

「きゃ!!　ちょ、ちょっと、千尋！　やめてよ！」

　そのままギュッと抱きしめる。暴れる彼女が、ここから逃げられないように。

「私はお邪魔ね。じゃあ深沢さん、私、行くわね」

　気を利かせたつもりか、赤木師長がそそくさと医局を出ていく。俺は瑠花の首筋に顔をうずめてキスをする。

「もう！　なんなのよ！　信じられない！　赤木師長がいるのに」

　俺の腕の中でギャーギャー喚く彼女が、愛しくてたまらない。

　そっとその顔を見る。

「ねぇ、聞いてる？　恥ずかしいじゃないの。人前でいきなり抱きしめたりしないで」

　うるさいなぁ。俺がこんなに愛しく思っているのに。君は怒ってばかりだ。

「千尋ったら！」

　構わずに、もう一度首筋に口づける。

「……きゃ!!　もう、やめてってば」

　ねぇ、聞こえている？　近い未来に出会う君。君のママは、いつもパパを怒っているんだよ。

　だけど俺は知っている。君は、そんなパパの味方になってくれるはずだよね。




「夏目医局長。特別室の大おお森もりさんから、来てほしいと連絡がありました」

「ああ、そう。すぐに行くよ」

　先週から特別室に入院している大森翔しょう子こさん。彼女に呼びだされた回数は、ゆうに十回を超えるだろう。一日に一回、もしくは二回、彼女の病室に足を運んでいる。

「中なか山やまさんの点滴なんだけど、終わってからまだ痛みが続くようなら呼んでくれる？　もう少し強い薬剤に切り替えないといけないかもな」

　そばにいる看護師に声をかける。

「俺もなるべく早く戻るから。頼むね」

「はい。わかりました」

　それだけ告げて医局を出た。早足で廊下を歩く。

　早く行かないと。そう思いながらエレベーターのボタンを押した。




「千尋くん、ごめんね、何度も。どうしても会いたくなって」

　部屋に入ると、翔子さんは申し訳なさそうに俺を見て笑った。

「いいよ、不安なのは仕方がないからね。俺も空いたときに来てるから大丈夫だよ」

　こうして呼ばれても、彼女が俺になにか特別な用があるわけではない。とりとめのない話をするだけだ。彼女の治療チームに俺が入っているわけでもない。

　実は彼女は、先月俺が断ったお見合いの相手だ。写真だけはひと目見たが、本人に会ったことはなかった。そんな彼女と先日、偶然に病院内で出会ったのだ。

『夏目さん……じゃないですか。私、大森翔子です』

　外来の待合室を通り過ぎようとしたとき、呼び止められた。

『大森……さん？　えっと、お見合いの？』

　一瞬考えてから、誰だかわかった。お見合い写真の顔を、なぜか覚えていたのだ。

『ええ。そうです』

　優しそうで落ち着いた印象の女性。実際の彼女も、写真の雰囲気となんら変わらなかった。

『あ、いつもお世話になってます』

　俺が言うと、彼女は『いいえ』とばかりに手を振った。

『大森薬品さんの新薬がとてもいいと、ドクターたちに評判なんですよ。ありがとうございます』

『私がお礼を言われることではないですわ。こちらこそありがとうございます』

　父が大森薬品と懇意にしているので、そちらのひとり娘である彼女との縁談はいずれ来るだろうと予測していた。案の定、先月父が持ってきた話の中に彼女がいた。

　だが、俺には瑠花がいるので、お見合いを受けるはずもない。

『今日は、どなたかのお見舞いですか』

　何気なく聞いた。

『いいえ、自分の治療です。……悪性腫瘍があることがわかって』

『え』

　翔子さんの返答に驚く俺に、彼女はクスッと笑った。

『場所は？』

『胃です。今度こちらに入院するんです』

『そうですか……お大事に』

　そして翔子さんと別れたあとすぐに、消化器内科に行き、カルテを見る。彼女の症状は比較的初期のもので、完治が見込まれるとわかり、安堵した。




　そのときは気丈に見えた彼女だったが、本当は不安で苦しんでいたことをあとで知った。出会ってから数日後、なにかのついでで病室のそばを通りかかったときに、初めて様子を見に病室を訪れると、泣きながら言われたのだ。

『お願いです。ときどき話し相手になってください。怖くて怖くて、未来がなにも見えなくなる瞬間があるんです』

『大丈夫。執刀医は病院一のベテラン医師です。眠っている間に、あなたの腫瘍は消えます。僕でよければ、話し相手にくらい、いくらでもなりますよ』

『嬉しい。ありがとう』

　そんな彼女の心の支えになりたいと、そのときから自然と思うようになった。

　言われてみれば、どこか妹の優香に面影が似ているような気もする。妹みたいに思えてきたからか、他人のような気がしなかった。

　そのせいか、入院してから俺にそばにいてほしがる翔子さんを拒めなかった。俺が即決で断ったお見合いに彼女は乗り気だったと、父に聞いたせいもあるかもしれない。




「また特別室？　患者さんと知り合いなの？」

　翔子さんの病室から医局に戻ると、瑠花に尋ねられる。

「うん。実はさ、先月話があったお見合い相手で、なんだか放っておけなくて。もちろんお見合いは断ってるけどね」

「お見合い相手？　そうなの」

　少しは嫉妬して文句を言うかと思ったが、瑠花はあっさりとした態度を取った。

「でもその人は……千尋を諦めきれなくて、呼んだりするのかな」

　嫉妬というよりは、単純にわからないことを聞いてくるような様子の問いかけに、素直に答える。

「うーん、そんな感じじゃないけどな。不安だからだろう。誰でもいいからそばにいてほしい、みたいな気がする」

「あんまり行かないほうがいいと思うわ。千尋が彼女の気持ちに応えられないのなら」

　やはりそう来たか。

　瑠花の言葉を、嫉妬としか思えなかった。

「応えるもなにも、彼女は俺を好きなわけじゃないよ、きっと」

「なんの病気なの？　治るの？」

「瑠花、心配しなくても、彼女も俺も特別な感情はない。わかってると思うけど。それに、病状は話せない。君には関係ないから」

　少々キツい言い方になってしまい、はっとする。瑠花は悲しそうな表情で笑いながら言った。

「興味本位から言ってるわけじゃないのよ。わかった、もう聞かないわ。でも、千尋が会いに行くことを彼女が待ち望んでるなら、それは彼女のためにはならないと思う。きっと彼女の気持ちがダメになるわ」

　俺は瑠花の言いたいことがよくわからなかった。




「千尋くん、こうして会いに来てくれるってことは、私とのお付き合いを考えてくれてるのよね？　私を好きなんでしょう？」

「え？」

　瑠花と話をした翌日。突然の翔子さんからの問いかけに驚く。

「そんなこと、急にどうしたの」

「急じゃないよ。初めから考えてたわ。あなたとこうしてずっと一緒にいたいと思ってた。私たちが一緒になれば、父も安心するし。だけど本当は……怖いの。このまま私は死んでしまうんじゃないかって。でも千尋くんがそばにいてくれるなら大丈夫な気がする。あなたがいないと私、もうダメだわ。生きていけない」

　俺は言葉を失った。

　彼女は、俺を生きる希望にしようとしている。自分の足で立つことを考えていない。

　患者は、生きる糧と理由を探し求める。それがあれば、大きな力となって回復に寄与するのは確かだが。

「無理だよ……。俺には心に決めた人がいる。君とそういうふうにはなれない」

　俺が言うと、彼女は驚愕の表情になった。

「そんな！　あなたは私を好きになったんだと思ってたわ。この先、どうしたらいいの？　千尋くんがいなかったら、私にはなにもなくなってしまう」

「ごめん。俺は……そういうつもりじゃなかった。君を放っておけなかったのは、もしかしたら……罪悪感からだったのかもしれない。それに、妹みたいに思ってたし」

「ひどい。ひどいわ」

　泣きだした翔子さんを、黙って見下ろす。

「君の腫瘍は、きちんと治るはずだ。検査でも問題ない。君は充分生きていける。俺がいなくても、これから誰かに出会って――」

「出てって！　聞きたくない。思わせぶりなことはしないでほしかったわ。てっきり愛されてると思ってたのに……」

　言われるがままに病室をあとにした。慰めることもできなかった。

　そのまま医局に戻り、瑠花を見た瞬間、彼女が言いたがっていたことがわかった。

「ごめん。もう特別室には行かない。ずっと一緒にいてほしいと言われてしまったよ」

　俺の言葉に、瑠花はひとこと「そう」と言った。

「彼女とは、友達にはなれなかったみたいだ。俺が離れないと、彼女はひとりでは生きられなくなる。俺の同情が誤解を招いてた。瑠花が言ってくれても気づけなかった」

　瑠花は驚いた顔をして俺を見ていたが、ふっと笑顔になった。

「優しさは……受け取る人によっては残酷な場合があるわ。それにすがりたくなる彼女の気持ちもわかる。千尋は相変わらず、そういうところは鈍いのね」

　瑠花を見て、俺も笑う。

「今さら君に教わることが多すぎて情けないな」

「そんなことない。あなたは素晴らしい人よ。その優しさはもちろん罪じゃない。ただ、彼女が欲しいものと、千尋があげたかったものが違ったの。彼女もきっとすぐに立ち直るわ。病気と向き合った人だもの」

　君を愛したことを、俺は誇りに思う。そんな瑠花のお腹にいる子も、俺のかけがえのない生きる証あかし。

「今回は、特別室に通っても最後まで怒らなかったね。女性とふたりになるのを嫌がると思ってたのに」

「あら。ずっと面白くなかったわよ。心の中では怒ってた。でも、医者であるあなたが患者さんと交流することを、私には止められないでしょ」

　きっと翔子さんも、素敵な相手に出会えるだろう。

　人は、与えられた命を精いっぱい生きる使命がある。迷いながら、間違えながらも、答えを見つけて明日を目指す。

　当たり前のことに今さら気づかせてくれた君を、俺はこの先も愛してやまないのだろう。瑠花の笑顔を見ながら、改めてそう思った。










夏目一家




「え。それじゃ、俺の縁談を真に受けて田舎に帰ろうとしてたの？　どうして？　すべて断ってただろ？」

　寮の私の部屋で、ふたりでお茶を飲みながら並んで座っていたとき。千尋が驚いたように言った。

「真に受けて、って。だって、夏目総合病院のためになるお話なら仕方ないじゃない。千尋は後継者なんだし、そういう縁談が舞い込むのは当たり前のことだわ」

　私が答えると、千尋は小さな声で呟いた。

「まさか、そんなことで」

　その言い方があまりにも軽く考えているように聞こえたので、思わず反論する。

「そんなこと!?　千尋には自覚がなさすぎよ。翔子さんのときも――」

「自覚？　じゃあ瑠花は、俺には人を好きになる自由もないと思ってるの？　政略結婚しかできないような、つまらない人生しかない男だと？」

　病院の将来のことを考えると、少しでもメリットがあるほうがいいに決まっている。実際、噂になっていた相手も、製薬会社や病院の令嬢ばかりだった。

「そうじゃないわ。そうじゃないけど、私には無理かなと思ったの」

「無理？　なにが。俺と結婚することで、無理なことがあるの？」

「だって、私にはあなたの奥さんとしてあなたを支える力なんかない。院長夫人なんてできないわ。看護もまだまだ新米なのに」

「院長夫人？　ぷっ……。あははっ」

　私の言い方がおかしかったようで、千尋が吹きだした。真剣に話しているのに。

「なにがおかしいのよ。だって無理だもん」

「君は『院長夫人』になりたいの？　それとも俺のお嫁さんになりたいの？」

　彼の真意を知りたくて、返事をせずにその目をじっと見つめた。

「院長夫人になってほしくて結婚するわけじゃない。瑠花にそばにいてほしくて、瑠花を俺のものにしたくて、結婚するんだよ」

「……千尋」

　私が笑うと、彼も笑顔を見せた。

「君の旦那様は、病院じゃなくて俺だよ？　それじゃダメかな？　病院がなかったら、俺は旦那にする価値がないのかな」

「そんなわけないじゃない！　千尋がいい。千尋じゃないと嫌だと思ってる」

　千尋は優しく私の髪を撫でながら笑う。私が悩んできたことをすべて否定してくれるような、柔らかな笑顔で。

「じゃあ、いいじゃない。瑠花、結婚しよう？　俺は世界最高の夫になるよ。瑠花限定だけどね」

「本当に私でいいのかな。院長は困らないかしら」

「誰かのために結婚するわけじゃない。俺たちが一緒にいたいから結婚するんだよ」




　その夜、私たちは、ベッドの中でお互いの気持ちを再び確認し合う。ここにあるのは、出会った瞬間からずっと絶え間なく吹き荒れている、恋の嵐だけ。

「千尋……好きなの。出会った日からずっと……千尋だけ」

　吐息交じりに必死で、愛していることを告げる。

「俺も……瑠花しか見えない。瑠花を誰にも渡さない。俺のものだから」

　湧き起こって、包んで、激しく揺らめいて。

　ふたりの想いは同じ方向へ向かって流れだす。この先もずっと。




「いやあ、でかした!!　千尋！　満塁ホームランじゃないか!!」

「変な言い方するなよ」

「わはははは！　やるなぁ、お前は!!　そうか、孫か！　わははは」

　この豪快に笑っているおじさんは……院長。千尋のお父さんだ。

　私は初めて院長を近くで見つめたまま、ぽっかりと口を開けて固まっていた。

「父さん、瑠花が驚いてるだろ？　ちょっとおとなしくしててよ」

「経過は？　順調かね？　野菜はたっぷり食べにゃならんが、ふたり分も摂る必要はないぞ。体重を増やすと中毒症になるからな。妊婦のふたり分の食事というのは、昔の説でな――」

　院長は千尋を無視して、私に話しかけてくる。

「そんな話は、あとでゆっくり聞くから」

「なんだよ。少しは瑠花さんと話してもいいだろうが。ケチくさい男だな、お前は」

「ケチとかじゃなくて。なんなんだよ、本当に」

　昨夜は緊張して眠れなかったけど、どうやら歓迎されている？

　想像とはあまりにもかけ離れた院長の対応に、しばらくどうしたらいいのかわからなかった。

『明日、俺の家に来る？　あんまり会わせたくはないんだけど、家族を紹介するよ』

『え……会わせたくない？　やっぱり反対されてるの？』

『いや。そういうわけじゃないんだけど、ちょっとね……』

　昨夜そう言って黙り込んだ千尋に、それ以上は聞けなかった。結婚を反対されているのだと勝手に解釈していたものの、なんとなく今、千尋が懸念していたことがわかった気がした。

「そぉかぁ～、孫かぁ～。嬉しいなぁ。あ、性別は？」

　千尋は院長を睨みながら言う。

「何年医者やってるの。こんなに早くわからないよ」

　院長は千尋の返しにまったく動じることなく、また違う話をする。

「瑠花さんは結婚したらうちに住めばいいな。職場は徒歩一分、交通事故の心配もない。決まりだな。千尋、ここに住め」

「は!?　勝手に決めないでよ」

「なんだお前。やっぱりふたりきりになりたいのか？　仕方がないな。じゃあ、この家の隣に新居を建てろ。そしたら孫と離れないで済むからな」

　ふたりで驚きながら院長を見る。

「冗談だろ？　隣？」

「冗談だと？　まさか。本気だ。隣だよ」

　私は楽しい親子のやり取りを、お母さんが淹いれてくれたホットミルクをいただきながら笑って聞いていた。

　今はこうして笑えているけれど、実は一時間前、緊張とつわりで三度も吐いていた。
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「はっ、はじめまして!!　救急医療科の深沢瑠花と申します。夏目医局長には大変お世話になっています。本日はお忙しい中、時間を空けていただき、ありがとうございます!!」

　私は玄関に入るなり、大声で言った。そこにいたのは千尋と院長、お母さんと彼の妹の優香さん。全員が驚いた顔で私を見た。

「ぶっ……」

「わはははは」

「おほほほ」

「きゃはははは」

　一瞬の間ののち、全員が突然一斉に笑いだす。今度は私が驚いた。

　屋敷の前に立ったとき、絶対に反対されると思っていたのだから、驚くのも仕方がない。

　病院の敷地の奥にあるこの屋敷は、病院の窓から見えるので親しみがある。でも、さすがに目の前まで来るとすごい迫力で、目眩がしそうだった。先日、千尋が私の実家に挨拶に来たとき、彼は余裕だったのに、それに比べて私は度胸がない。

「院長の夏目武たけ夫おです。いつも勤務、ご苦労さま。なかなかお目にかかれなくてすみませんな」

「いっ、いえ!!　とんでもございません!!」

　ガチガチになって答える私に、千尋は笑いを堪えて優しく言う。

「ふふっ。そんなに緊張しなくてもいいよ。院長の肩書を取れば、ただの変なおじさんだから」

「言えてるー」

　兄の意見に楽しそうに賛同する妹。

「こら、優香」

　そんな彼女をたしなめるお母さん。

「私は変なおじさんじゃない！」

「きゃははは」

　この陽気な家族が、高貴な院長一家なの？　失礼だけど……信じられない。

　想像とはあまりに違う一家の実態に、ただただ驚く。

　たまに病院で見かける院長は、厳格そうで近寄りがたい印象。病院スタッフみんなが恐れている。まさかこんなに親しみやすい人だとは、誰も思ってはいないだろう。

　リビングに入るなり、優香さんが千尋に話しかける。

「ねえねえ。兄貴、本当に結婚すんの？　よかったぁ。私、もしかしたら兄貴はシスコンで私のことを好きなのかもって、うすら寒かったんだよねぇ」

「バカ!!　そんなわけないだろ。自惚れるな」

「カッコつけちゃって。瑠花さん、この兄貴で本当にいいの？　考え直したら？」

「こら!!　余計なことは言わないでくれ」

「きゃはは!!　焦ってる」

　高校生くらいだろうか。この妹さんは千尋によく似ていて美人だけど、勢いがすごい。病院中から尊敬されている千尋が押され気味だ。医局のみんなにも見せてあげたい。赤木師長なんかはとても喜びそうだ。

「ふふっ」

　思わず笑った私に、千尋も笑いかけてくる。

「ね？　緊張して損しただろ？　だから会わせたくなかったんだよ。でも父さんもあんな調子だから、政略結婚はありえない。俺たちのことを反対されてるわけじゃないんだ」

　本当に素敵なご家族だ。こんな家庭で大切に育てられた千尋を、羨ましくさえ思う。

「瑠花さん。私は千尋には小さな頃からずいぶん厳しくしてきましてね」

　突然、院長が真面目な声で話しだした。全員が院長のほうを見る。

「私自身も若い頃は必死だった。病院に対する責任が常に心にありましてな。その重責を担うことに疲れ果てていた時期も、長い間あったんです。だけど走り続けるしかなかった。迷っている暇さえありませんでした」

　ふと見せた、昔を思い出すような遠い目をした表情は、どこか千尋に似ていた。

「千尋が研修医の頃、私に言った言葉が、『俺は父さんのようにはならない』でした。いやぁ、衝撃的でした。私は常に、彼に尊敬されてしかるべき背中を見せてきたと自惚れていましてね。反面教師になっているだなんて、思ってもみなかったから」

「院長……」

「父さん」

　私と千尋に軽く片手を振って、院長は笑った。

「いや、後悔はしていないですよ。私が言うと変に聞こえるかもしれないが、千尋は『父さんのようにはならない』と言った通り、いい医者になった。私よりも遥かに技術を持っていると言えます。病院を今よりもっと立派にしてくれるでしょう。瑠花さんもそう思うでしょう？」

　私はなんと言ったらいいかわからなかった。一介の看護師である私が彼と結婚することを、やはり院長はよくは思っていないように聞こえたから。

　黙っている私に、院長は優しく笑いかける。

「千尋の見合い話が、あなたにずいぶん心配をかけたようですな。いい加減にしてほしいと千尋に叱られましてね。私はまだまだ気づけていないことがたくさんあるようだ。結婚相手の持つステイタスこそが、千尋が院長になったときの重責を和らげるのだと、先日まで本気で考えていたんです」

「いえ、あの」

　相手が私なのを申し訳なく思い、なにも言えない。

「わははは。自分のことを棚に上げて、なにを考えているのやら。条件もなにも、惚れていないと結婚なんてできないのに。というのは、実はこの千尋の母親は、医療とはまったく関係のない者でしてな」

　驚いてお母さんを見る。彼女はニコニコと院長の話を聞いていた。

「入院患者だった彼女を、必死で口説き落としたんですよ。運命は人から与えられるものではないことを自分で証明しておきながら、息子には余計なことばかりしてしまって。わははは」

　家族はつられて笑いだした。私は唖然としていたけれど、「パパって相当ダサいよね」と優香さんが言ったのを聞いて、ぷっと吹きだした。

「千尋とあなたが出会ったことに感謝しています。あなたのそばで息子は、医者としても男としてもさらに成長するでしょう。千尋の顔を見ていたらわかります。とんちんかんなことばかりしてきましたけどね、これでも一応親ですから」

「ありがとう……ございます」

　反対なんて、されてはいなかった。このご家族はなによりも千尋のことを信じていた。心が温かくなる。

「まあまあ、ゆっくりしていって。お茶を淹れるわ」

　立ち上がったお母さんに、彼が言いにくそうに話す。

「あの……母さん。瑠花はホットミルクにしてくれないかな」

「え？」

　お母さんが不思議そうな顔をしている。

「瑠花は……妊婦なんだ」

「ええええっ!!」

　全員が私たちを見て、大きな声を出して驚いた。

　そして今に至る。
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「妊婦さんなら、式は早いほうがいいわね」

「そうよぉ。可愛いドレスが着られなくなっちゃう」

　お母さんと優香さんが、はしゃいだ声で話している。

「そうだね。瑠花の実家にも、もう一度早めに相談に行かないと」

　そこに千尋も入って、話がどんどん進んでいく。

「あの……？　もう、すぐ結婚するの？」

　私は話の早さにパニックを起こしかけながら、千尋に尋ねた。

「そうだよ。ダメなの？」

「あ！　瑠花さん、ちょっとビビッてるでしょ。兄貴と結婚するのが嫌になったんじゃない？」

　盛り上がっていた場が一瞬で静かになる。みんなが私を見ている。

「いっ、嫌になんてなりません!!　私は千尋を愛してますから！」

　はっ……。思いきり言ったあとで、顔から火が出たようになる。

「あら、まあ」

「おお!?　やるなぁー」

「うっわ、マジで!?」

　きゃ……きゃあああ……！

　恥ずかしさのあまり、両手で顔を覆った。

　ごっ、ご家族の前で、私ったら……。

　すると、頭の上にふわりとした温かい感触が下りてきた。顔を上げると、千尋が私の頭に手を乗せて微笑んでいる。

「瑠花、ありがとう。俺も、君とそのお腹の子を愛してる。君をずっと大切にすると約束するよ」

　ご家族のほうをちらっと見ると、三人も温かく微笑んで、私たちを見ていた。




「本当に素晴らしいご家族ね。あの中に私も入れるなんて、夢みたい。優香ちゃんもとっても可愛いし」

「可愛い!?　どこがだよ」

　そう言いながらも、千尋がアメリカからのお土産を抱えきれないくらい彼女に買っていたのを私は知っている。その中のひとつを、私がいただいてしまったのだけど。

　彼の実家をあとにして、私はそのまま少し離れた寮まで送ってもらうことになった。彼の運転する高級外車の助手席で、今日の出来事を思い返し、穏やかな気持ちになっていた。

　院長もお母さんも、千尋と同じく優しい雰囲気を醸していて、とても素敵だった。夏目総合病院が県内最大の総合病院でありながらも、アットホームな空気に包まれている原点が、夏目一家の中にあるのだと知った。

「あ、そうだ。忘れるところだった」

　彼は思い出したように言うと、私のいる助手席の前のダッシュボードを指差した。

「開けて」

　よくわからないまま、指定された箇所を開けると、中になにかが入っている。

「それ、瑠花のだから」

　言われてそっと取りだしたものは、小さな箱。赤い包装紙に金色のリボンがかけられている。

「これ……」

「遅くなってごめん。時間がなかなか取れなくてさ」

「指輪……？」

　箱の大きさと高級感から、そう感じた。

「うん。気に入るかな。開けてみて」

　運転している彼の横顔が、前の車のテールランプに照らされて影を作っている。その様子を本当に美しいと思う。

「千尋が……買いに行ったの？　忙しいのに……」

「そうだよ。他に誰がいるの」

　最近は寝る時間もろくに取れないような、過密スケジュールだったはずだ。それを嫌な顔ひとつせず精力的にこなしながら、指輪まで買いに行っていたなんて。

　千尋が私のために指輪を選ぶ場面を想像する。こんなふうに形にして表してくれたことが、たまらなく嬉しい。感激して、涙が込み上げてきていた。

　私の様子に気づいた彼が、笑いながら言う。

「また泣く。そんなに泣いたら赤ちゃんがびっくりしちゃうよ。俺が悪いことをして泣かせたと誤解されてしまう」

「だって、嬉しくて……」

　指が震えるのと、涙で視界が悪いのとで、箱がうまく開けられない。

「困ったお嫁さんだなぁ」

　そう言って彼は、スッと空き地に車を停めた。

「貸して。俺が開けてもいい？」

　私が頷くと、彼は私から箱を取り上げた。長くて綺麗な指が、するするとリボンをほどいていくのを見つめる。

「はい」

　包装紙を開き、中の小さな箱を取りだして、私の目前でカパッと開けてくれる。花の形に並んだダイヤモンドが、四方に輝きを放ちながらキラキラと光り輝いていた。

「綺麗。こんな……もったいないよ、私には……」

　ダイヤモンドの大きさに若干怯ひるんだ私に、彼はふわりと笑う。そのまま私の左手を持ち上げ、薬指にスッと指輪をはめ込んで、私の手の甲に口づけた。

「瑠花のために作ってもらったんだよ。君がはめてくれないと、この指輪の持ち主がいなくなってしまう。どうか……受け取って。こんなもので君を縛ることなんてできないのはわかってる。だけど、俺の気持ちは本物だから」

　指輪と彼の瞳の輝きが眩まぶしくて、目がくらみそうだ。

「……ありがとう。私も本物だよ。千尋を想う気持ちは、誰にも負けない。だから、これからもずっと、私だけを見てて。この病は治りそうにないの」

「もちろん、目が離せないよ。君は重症だからね。そう言う俺もだけど」

　重なり合う唇から、想いを伝え合う。

　こんなに誰かを、きっと二度と……愛せない。

　愛に溢れた輝く未来の夢を、愛しいドクターがこれからも見せてくれる。私の恋の病を治してくれる名医は、世界中に彼しかいない。

　千尋の胸に抱かれてそっと目を閉じながら、私は心からそう思った――。
















第二章　あなたは私のものですか？













愛した理由




　夏目家に挨拶に行った日から、五ヵ月が経過していた。もうすぐ臨月になる私のお腹は、大きく膨れ上がっている。

「あははは。蹴ってる。これが足だよ、逞しいな」

　私のお腹を撫でながら、千尋は楽しそうに笑う。

「お腹が張ってすごく痛いの。なんとかならない？」

「うーん。これは赤ちゃんが生まれる準備をしてるってことだからなぁ。しばらく我慢してもらうしかないな」

「そうなんだ。じゃあ頑張らないといけないね」

　ポコポコと動くお腹を見ながら、私の言葉に千尋は顔をしかめた。

「もう仕事は休んだらいいんじゃないかな。無理をするのはよくない」

「ダメよ。どちらにしろ生まれたら長期休暇をいただくんだから。みんなギリギリのローテーションなのよ。それに、病院にいたほうが安心だし」

　昼休みにこうして屋上で過ごす、ふたりきりの時間。それが今は、結婚してからさらに激務になってきた千尋とゆっくり過ごせる、唯一のひとときだった。

「まったく、強情だなぁ。結婚式も結局挙げないって言うし」

「千尋を休ませるわけにはいかないもの。関係者の人たちだって、全員呼ぶわけにはいかないでしょ。みんな病院勤務なんだから」

「来られる人だけ呼んだらいいじゃない」

「そうはいかないわよ。勤務してる人をないがしろにするなんて医局長失格。食堂でみんなが開いてくれたお祝い会で充分よ」

　何度も繰り返してきた会話。

　私だって、結婚式をしたくないわけではない。だけどふたりを取り巻く状況を考えると、どうしても不可能だった。

　写真館で撮った結婚写真さえあれば、それで満足だ。千尋はこうして今も私のそばにいてくれるのだから。

「今度の木曜日、午後から休めそうだから、赤ちゃんのものを買いに行こう」

「本当？　嬉しい」

「じゃあ俺、今日は消化器内科の予約外来だから、そろそろ行くよ。瑠花は？」

「私はもう少しここにいるわ」

「そう？　じゃあ気をつけて戻って。階段は使っちゃダメだよ」

　千尋は立ち上がり、それだけ言い残して颯さっ爽そうと歩いていく。彼が夫から医師に変わった瞬間の後ろ姿を、私は見えなくなるまで眺めていた。




「うわわわ!!　瑠花！　そんな重たいものを持たないで」

　夜のナースステーションで、私が薬品の入った段ボール箱を持ち上げた瞬間に、千尋が慌てて駆け寄ってきた。

「やだ、大丈夫よ、このくらい。大げさね。ところで消化器内科は？　もう終わり？」

　屋上で彼が言っていたことを思い出す。

「ああ、予約だけだから。今日はこれからずっと救急だよ」

「千尋を見てると、慌ただしくて目が回りそうだわ」

　私がクスクス笑いながら言うと、彼は段ボール箱を私の代わりに持ち、並んで歩きだした。

「俺が持つから。どこに運ぶの？　薬品置き場？」

「あ……うん。ごめんね、千尋も忙しいのに」

「別に忙しくないよ。ちょうど手が空いたから」

　その瞬間、千尋を呼ぶ声が医局に響いた。

「夏目医局長！　成なり田たさんの意識が戻りました！」

　ＩＣＵの入口付近から、藤守ドクターが顔を覗かせている。

「今行くー！　待ってて！」

　大きな声で藤守ドクターに返事をすると、千尋は私に優しく告げる。

「瑠花、ごめんね。行かないと。これは薬品置き場に置いておくから」

　彼はニコリと私に笑いかけると、段ボール箱を持ったまま、急ぎ足で去っていった。

　手が空いたなんて嘘ばっかり。そう思いながらぼんやりと背中を見送っていると、同期看護師の桃子が、横からひょこっと顔を出してくる。

「愛されてるわねぇ、奥様。いいなぁ、あんな旦那様。しかも来月にはママだもんね、あの瑠花が。……ありえないわ」

　彼女はため息交じりに、うっとりと千尋の姿を目で追いながら、呟くように言った。

「そうね。自分でも信じられないの」

　実際、私だって桃子の言う通りだと思う。千尋は出会ったときから今まで、どんなに疲れていても完璧な容姿のままだし、優しく紳士的な振る舞いも常に崩さない。桃子のように彼に憧れる人もたくさんいる。

　以前、無理しているのではないかと何気なく尋ねたときに、彼は笑いながら答えた。女性なら誰もが心を奪われるような、魅惑的な笑顔で。

『なに言ってんの。瑠花に優しくすることに無理なんてしてないよ。瑠花は毎日可愛いから、そばにいてくれるだけで幸せだ』

「よし。さくさくっと片づけるか。……もうちょっとしたら休むから、あと少しだけママに付き合ってね」

　はち切れそうに膨らんだお腹をそっと撫でて、声をかける。

　ナースステーションに隣接している薬品置き場に入り、千尋に運んでもらった薬品の段ボール箱を屈んで開く。足がむくんで痺れるけれど、別に苦痛ではない。

　私はずっしりとしたお腹の中の子を、千尋から預けられた宝物のように感じ、もうすぐ会える日を待ち望んでいた。




「あっれー、瑠花ちゃん？　まだ残ってたの？」

　薬品を検品しながら整理を続けていると、ドアからひょこっと顔を出した人物に声をかけられた。

「八や代しろくん。これだけ終わらせようと思って」

　ニコリと笑いながら答える。

　彼は同期の看護師。その人懐っこいキャラと可愛い顔立ちから、隠れファンの数はかなり多い。

「大丈夫？　俺、巡回終わったから手伝うよ」

「本当に？　ありがとう」

「いえいえ。転ばれたりでもしたら大変だからね」

　彼は軽々と箱を持ち上げると机に置き、私と並んで作業を始めた。

「もう、みんな心配ばかりして。私は病人じゃないのに。大げさなのよ」

「こういうときは素直に甘えるといいよ」

「……はぁい」

　千尋は今夜は外科の当直で、家には戻らない。私はもうすぐ出産による休暇をいただく予定。ただでさえスタッフは少ない人数なのに、私が抜けることでまた負担をかけてしまう。千尋が帰らない日くらいは、少しでも頑張ってみんなの負担を減らしたい。そんな気持ちから、多少の無理は仕方がないと思っていた。

　張るお腹を押さえながら、薬品を棚に順序よくしまっていく。実は今日はお腹の張りが特に強く、少し痛い。

「瑠花ちゃん、つらいんじゃないの？　あとは俺が朝までに仕上げておくから、帰ったほうがいいんじゃない？」

　八代くんが私を心配そうに見ている。無理しているのがバレないように、明るく振る舞う。

「本当に大丈夫だって。ふたりでやったほうが早いし。だいたい、当直の合間に仕上げるだなんて、八代くんの仮眠の時間がなくなっちゃう。あなたこそ少し眠って」

　笑いながら八代くんの顔を見ると、私とは違って、彼の目は真剣味を帯びていた。

「瑠花ちゃん、君……本当はつらいんだろ」

「や、八代くん。やだ。そんな真面目な顔で見ないでよ」

　きっと無理していることに気づかれている。そう感じたけれど、今さら引けない。

「夏目医局長はなんて言ってるの？　臨月の君が、こうして遅くまで残業してること。医者なら普通は止めるだろ。ましてやそれが自分の奥さんなら、なおさら」

「……彼は休むように言うけど、私が我儘で続けてるの。だいたい、彼は毎日帰りが遅いんだもの。今は彼のほうが大変。指導がてらにあちこちの医局を飛び回ってるから。病院を成長させることは彼の夢なの。私は応援したい」

　検品を再開しながら言った。八代くんは手を止めたままだ。

「そんな。無責任だよ。今じゃなくても、医局長はいつでも仕事ができるだろ。俺だったら、こんな時期に瑠花ちゃんのそばを離れないけどね」

　……そりゃ、私だって。本音を言えば千尋にそばにいてほしい。今みたいにお腹が張って痛みを感じるようなときは、ひとりでいると不安でたまらなくなる。

　だけどこれ以上、我儘ばかりは言えない。千尋だって頑張っているのだから。ひとりでこの子を生んで育てようと考えていたときのことを思えば、彼が私と結婚して、一生この子と私と生きてくれるだけで……。

　そのとき突然、バタンと勢いよく開かれたドアに、八代くんとふたりで驚いて振り返った。

「夏目医局長!!　いますか!?」

「今井ドクター、どうしたんですか？」

　八代くんが立ち上がって尋ねる。息を切らせてこちらを見ている今井ドクターは、焦りを隠せない表情で答えた。

「ここにはいらっしゃらないですか？　患者の容態が急変し、緊急オペに入りたいので、執刀をお願いしようかと思ったんですが。今夜は経験の浅いドクターしかいないんですよ！」

「今日は外科の当直です」

　私が横から口を挟むと、今井ドクターは、「そうですか。ありがとう」とひとこと言い、風のように去っていった。

　……今から緊急オペ。これは朝までかかるかもしれない。明日は検診で、千尋にお腹を診てもらう予定の日。だけどオペ明けで疲れているだろうから、他のドクターに診てもらおう。

　そんなことを思いながら、軽くため息をついた。

　すれ違いの結婚生活を、初めから想像していなかったわけじゃない。千尋は病院の未来を背負った一流ドクター。彼の邪魔をすることは、妻として許されない。私もできることは自分でしないといけない。千尋に頼ってばかりはいられないのだから。

「早く仕上げて帰らないと。八代くんは戻っていいわよ。私は大丈夫だから」

「本当？　じゃあ、俺はナースステーションにいるから、なにかあったら声をかけて」

「うん。ありがと」

　八代くんは心配そうな目で私を見ながら、私の肩をトンと軽く叩き、背を向けた。

　私はふーっと軽く息をついてから、机の上の箱を床に下ろそうと持ち上げる。

　その瞬間、グラッと足元がふらつき、視界がぐにゃりと揺らいだ。

「瑠花ちゃん!!」

　身体がドサリと床に打ちつけられる衝撃が襲うと同時に、八代くんの慌てふためく声が聞こえた。

　ダメ！　赤ちゃんが！

　薄れゆく意識の中で、赤ちゃんの声が聞こえた気がした。

『……痛いよ、ママ……』

　――千尋！　どうしよう……赤ちゃんが！

　そのまま私は、深い闇の中へと意識を落としていった。




「信じられないですよ!!　こんな状態になるまで放っておくなんて。どうして気づいてあげられなかったんですか!?」

　……え。なに？　誰？　八代……くんの声？

　うっすらと聞こえる声に、聞き覚えがある。

　ここは？

　微かに開いた目に、病室の白い天井が一瞬だけ映る。だけど再び視界は闇に包まれていく。

　そうか、私……。あのとき倒れて……。

「そうだね。俺の責任だ」

　千尋の声がする。

「気づいてあげられなかった。……医者失格だな」

「……医者ではなく、夫失格の間違いではないですか？　夏目医局長の代わりに、俺が瑠花ちゃんのそばにいましょうか？」

「どういう意味だ？」

「俺は……ずっと瑠花ちゃんを好きでした。あなたがここに来る前から。だいたい、あなたは出会って突然、どうして瑠花ちゃんを好きになったんですか？」

　八代くんが言いだしたことに驚いたけれど、声が出ない。

　やめて。千尋を責めないで。私が悪かったの。彼に迷惑をかけたくなんてなかったのに。

「彼女から以前、聞いたんです。赴任の前日に出会ったばかりだと。それほどの短い時間で、医局長は彼女のなにを知ったんですか？」

　千尋はなにも答えない。八代くんはそんな彼を一方的に責める。

「可愛いから？　たまたま恋人がいなかったから？　正直、納得できないままなんです、いまだに。いい加減な気持ちだから、彼女をひとりにして平気なんですよ、あなたは」

　どうして千尋は黙っているの？　八代くんの言う通り、私を好きになったのは曖昧な気持ちからなの？　だからなにも言わないの？

　ふたりの会話を聞きながら、胸が張り裂けそうになっていた。だけど身体が重たくて、動かすことも起き上がることもできない。

　赤ちゃんは……どうなったの？　倒れたときにお腹が下になっていたなら。まさか、もう……。

「瑠花は俺に……希望をくれたんだ」

　突然話しだした千尋の声は、少し震えていた。

「医者として立派に成長することしか、それまで考えていなかった。ひとりでも多くの患者を救うことこそ、俺がこの世に生まれた理由であるかのようにね」

　千尋の声が、だんだんはっきりとしてくる。いつもの彼の話し方に戻っていく。

「瑠花を初めて見た瞬間に、気づいたんだ。俺も患者と同じく、赤い血の通った人間であると」

　なにが……言いたいの？

　私が思ったのと同じことを、八代くんが尋ねる。

「よく……わからないですよ。どういうことですか」

　八代くんの問いかけに、千尋は言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「初めて瑠花の瞳を見た瞬間に、感じた。……きっと俺は、この子にすべてを奪われる。愛してやまないようになる。ようやく人間らしい感情が持てるようになる。そんな嬉しい予感に、心が震えた」

「……ひと目惚れですか？」

「ひと目惚れ？　そうなのかな？　自分でもいまだによくわからないんだ。人を本気で愛したのも、心から欲しいと思ったのも初めてだからね」

　千尋がひとつひとつゆっくりと話すたびに、朦朧としていた私の意識がはっきりしてくる。

「君は……瑠花を好きだと言った。だけどそれだけじゃ、俺から瑠花は奪えないよ」

「え？　どうしてですか」

「俺の生きてる意味の大半を、彼女は持ってる。瑠花がいるから俺は医者でいられるし、生きていける。今の俺は、彼女を失ったらなにも残らないからね。人を愛することがこんなに自分を弱くするなんて、知らなかった。同時に、こんなに強くなれることもね」

　千尋がそう言った瞬間、八代くんは黙り込んだ。

　そのあとしばらく、部屋には静寂が漂った。私は必死で、ふたりに気づかれないように涙を堪えていた。










医者と夫の両立




　八代くんは大きく息をつくと、千尋に告げた。

「夏目医局長……わかりました。俺は彼女を諦めます。今、医局長に医者を辞められたら、救えるはずの多くの命を救えなくなりますからね。一応俺は、これでも看護師としての仕事に誇りと情熱を持ってるんです」

　八代くんの言葉に、千尋は嬉しそうに答えた。

「君のような優秀な看護師がこの病院にたくさんいることを、俺も誇りに思ってるよ。今日は瑠花を助けてくれてありがとう。これからも、彼女の力になってやってほしい」

「はい。……失礼します」

　パタンとドアが閉まる音がして、八代くんが部屋を出ていったことがわかる。

　千尋はそっと私に近づいてきて、ベッド脇の椅子に静かに腰を下ろす気配がした。私はなんだか気まずくて、慌てて眠ったふりをする。

「瑠花、ごめんな」

　千尋が私の手を握って呟いた。私は目を開けて、彼のほうを見た。千尋は握りしめた私の手を自分の額に当てて、目を閉じている。

「……千尋」

　呼びかけると、彼の瞳がパッと開いた。

「瑠花……気がついたんだね。気分はどう？」

　千尋はほっとしたような表情で、優しく尋ねてきた。

「うん、大丈夫。あの……赤ちゃんは？」

　不安に押しつぶされそうになりながら、おそるおそる尋ねた。千尋の手をさらに強く握る。

　きっと大丈夫よね？　千尋が救えないわけがない。そう信じている。

「大丈夫。元気だよ。倒れたときに、咄嗟にお腹を庇ったんだね。そのせいで腰を少し打ってるみたいだけど……痛くない？」

　……赤ちゃん……大丈夫だったのね。やっぱりあなたが、この子を救ってくれた。

　安堵と同時に、涙が溢れてくる。そんな私を見て、彼は申し訳なさそうな顔になる。

「だいぶ無理してたんだね。身体への負担からか、重度の妊娠中毒症にかかってた。俺は……なにも気づいてやれなくて。前回の検診では異常はなかったから」

　千尋はそう言って、唇を噛みしめた。

「いいの。ごめんなさい……私が悪いの。千尋のせいじゃない。……オペは？」

「ああ。一時間半ほどで終えてきた」

「そう、よかった。なんの手術だったの？　今井ドクターがずいぶん慌ててたけど」

「心臓。弁膜症で、呼吸困難になったんだ」

　なんでもなかったかのように話しているけど、おそらくとても難しいケースだとわかる。

「そんなに早く終わったの？」

「無事終わったよ。瑠花のことを聞いてたから、できるだけ急いだんだ。患者に負担もかからなかったし、むしろよかったよ」

　信じられない。難しい外科手術をそんな短時間で。

　でも、術後なので、医局にいたほうがいいのではないだろうか。他にも緊急事態があるかもしれない。

「私はもういいから、医局に戻って。またドクターが呼びに来るかも……」

　私が言うと、千尋は私を軽く睨みつけた。白衣のポケットからＰＨＳを取りだして、私の目の前にぶら下げて見せる。

「なにかあれば電話が鳴るよ。そうやっていつも君は無理をするんだ。俺を今一番必要としてるのは……瑠花だろ？　君が倒れたと聞いて、俺がどんな気持ちで手術室に向かったと思ってるの？」

　静かな彼の口調から感じる、強い怒り。

「ごめんなさい。だけど、千尋がここにいたら困る人がいる。私は……大丈夫だから」

　何百人もの入院患者を、たった数十人のスタッフで管理している総合病院の夜半に、千尋を引き止めてはおけない。

「俺が大丈夫じゃない!!　瑠花とこの子は俺の命なんだよ！　頼むから、そばにいさせてほしい。瑠花はひとりで頑張りすぎるから、もっと我儘を言ってほしいんだ」

　彼の剣幕に驚いて唖然とする。

　いいのだろうか。このままあなたに甘えても。寂しいときも、つらいときも、悲しいときも、私は千尋を頼ってもいいの……？

「ねえ、千尋。じゃあ……今日は帰ってこられる？」

　思いきって言ってみる。

　最近、そばにいてほしいだなんて伝えたことはない。自分のことは、自分でしなくてはならないと言い聞かせていた。

　千尋を私の我儘で病院から遠ざけてはいけないと、ずっと思っていた。

「当たり前でしょ。当直は木き村むら部長に代わってもらってる。ここには、俺の代わりの人はたくさんいる。だけど、誰にも代われない仕事もあるんだ」

　それはそうよね。千尋じゃないとできない治療が、たくさんあるはずだから。そう判断して彼に告げる。

「私、今日はひとりで帰るわ。千尋はあなたにしかできないことをして」

「やっぱりわかってない。俺はね、患者の病気を治すドクターである前に、瑠花の旦那だよ？　なによりも瑠花が一番大切なんだ。旦那業だけは、俺以外の人にはできないでしょ」

　ふわりと笑う彼を見て、胸が苦しくなる。

　お腹で元気に動く赤ちゃんに、そっと思う。

　ねえ、あなたのパパは最高よ。ママにはもったいないほどの人なの。




「瑠花……好きだよ。君を本当に愛してる」

　甘い言葉と共に、優しいキスが私の唇を包む。

　帰ってすぐに、千尋は私を寝室へと連れてきた。

「瑠花の体調が戻るまで、キスだけね」

　私は千尋の熱く溢れる愛に、呼吸すら自由にさせてもらえない。何度もキスを交わすうちに、私の心はあなたの愛で満たされていく。

　しばらくしてから、彼は私のお腹を撫でた。

「お腹、大丈夫？　痛かったら言って」

　彼はそう言って、私に布団をかける。

「うん、ありがとう。今日はゆっくり眠れそうよ」

　私の言葉に優しく微笑むあなたが、こうしてそばにいてくれるから。

　その声で、その指で、その瞳で。いつでも私をとろけさせて。これからもずっと。

「八代くんなんだけど……その、瑠花と過去になにかあった？」

　私を抱き寄せて、彼が躊躇いがちに尋ねてくる。

「いや、やっぱりいいや。たとえなにかあったとしても、言わなくていい」

「千尋……？」

　彼は私をさらにキュッと強く抱くと、髪に唇を寄せてくる。

「……妬いてるの？」

　突然の問いかけに、千尋はぱちっと目を開いた。

「別に、そんなことは」

　目が合って、ふっと逸らす彼を見て、思い違いだったとわかる。

「なんだ……違ったのね。妬いてるのかなって、少し嬉しかったのに」

　残念がると、彼は不思議そうに私を眺めながら言った。

「嬉しい？　俺が瑠花の交友関係を知りたがることが？　面倒じゃないのか？」

「面倒だなんて思わないわ。私を知りたいってことでしょ。愛されてるって思える」

　意外そうな顔をする千尋を見つめる。

「そんなものなのか。……じゃあ、正直に言うよ。妬いてる。今後、彼とふたりきりにならないでほしい」

「八代くんは同期の友達よ」

「瑠花が、妬かれたら嬉しいって言ったんだよ。俺はなんだか女め々めしいから、言うつもりはなかったのに」

　むっとする彼に、私はクスッと笑った。いつもの千尋じゃないみたい。

「本当は、他の男が瑠花に近づくのも嫌なんだ。俺って結構そういうタイプだったんだなって、自分でも驚いてる」

「今までは、そうじゃなかったの？」

　今さら自分を知ったような彼の言い方に、違和感を覚えた。

「これまでは感じなかったな。初めてなんだよ、ここまで人を愛したのは。瑠花だけ」

　そう言って、またしても綺麗な笑顔を向けてくる。私は彼にそっと口づけて、溢れる愛を受け止めた。

　優秀な医局長が次々と見せてくれる新しい顔が、今日も私を惹きつけていく。

「瑠花もなんでも話して。今日みたいに遠慮しちゃダメだよ」

　あなたは医者である前に、私の大切な旦那様。これからは、なにかあったら必ず千尋を頼るから。

　もっともっと、あなたを深いところまで知りたい。あなたが誰よりも大切だから。










悪い予感




「今日からこちらの医局でお世話になります、研修医の戸と沢ざわ優ゆう樹きです。皆様、ご指導よろしくお願いいたします」

　戸沢ドクターが軽く頭を下げると、女性看護師たちがため息を漏らす。

「ね、瑠花。超イケてるわね、戸沢ドクター。夏目医局長と並ぶと、ここがモデル事務所みたいに思えるわ。こんなに医局が華やかになってくのに、なんで私の日常にはなにも変化がないのよ～」

　桃子が隣から小声で囁く。

　確かに素敵な人だ。細面の顔に、綺麗な切れ長の目。背の高さも、長身の千尋と変わらない。

「そのうち桃子にもタイプの人が現れるわよ」

「瑠花はいいわよね。すでにイケメン夫をゲットしてるんだから」

「やだ、やめてよ。なんなの、ゲットって」

　桃子が怒ったような顔で私を見る。

「高みの見物よねー。夏目医局長以上の男なんて、そうそういないもの」

　桃子の言う通りだ。私から一番近い存在である夫があの千尋だなんて、本当に奇跡みたい。

「じゃあみんな、戸沢ドクターのことをこれからよろしく。では持ち場に戻ってください」

　千尋がひとこと言うと、集まっていたスタッフがバラバラとその場を離れ始めた。私がぼんやり立ちすくんでいると、千尋と戸沢ドクターが近づいてきた。

「瑠花、大丈夫？　しんどくなったらすぐに言ってよ。無理はしないで」

「うん。わかった」

「夏目医局長、奥様ですか？　噂通りの可愛い方ですね」

　戸沢ドクターが、キラリと笑いながら口を挟む。

　……なるほど。モテる人だとわかった。看護師たちが色めき立つのも頷ける。

　彼を見ながら固まる私を見て、千尋も笑いながら言う。

「戸沢くん、あんまり俺の奥さんを誘惑しないでほしいな。君がそのつもりなら、他の医局に移ってもらわないとね」

「嫌だなあ、困りましたね。そんなに警戒されると、奥様と話もできないですよ。夏目先輩との馴れ初めなんかを聞きたいだけです」

「そんなこと話す必要なんてないだろ。俺は見かけよりも、かなりの心配性なんでね」

　先輩後輩の間柄だったのかと気づく。どうりで親しげだと思った。

「もう、なに言ってるのよ。戸沢ドクター、よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いします」

「じゃあ、俺たちは行くね」

　ふたりは並んで歩きだした。

　モデル事務所か……確かに。白衣をはためかせて歩き去るふたりの後ろ姿を見ながら、思う。

「心配性だって。困ったパパね、本当に」

　お腹をポンポン押さえながら呟いた。

　そのとき突然、消防指令センターからのホットラインが鳴り響く。

『トラックにはねられた女性の受け入れを要請します。頭部から多量出血。意識はあります。意識レベルは――』

　静かな朝のひとときを打ち消し、急激に流れ込んでくる緊張感。慌ただしく動きだす医局スタッフ。

　でも私はこの自由の利かない身体では、患者のそばには行けないので、薬剤と器具の準備に向かった。

　やがて救急車の大きなサイレン音と共に、患者が運ばれてきた。

「頭は右側に固定して！」

　千尋が近くのドクターに指示を出す。

「血液型は？」

「Ａのプラスです!!　すぐに輸血しますか？」

「うん、急いで。処置と同時に行う」

「はい」

　みんなは口と手をきびきび動かしながら、手術室に向かう。

　手術室の自動ドアが閉まり、手術中のランプが点ると、一転して辺りは再び静まり返った。




　しばらくしてから、ナースステーションで日報の記載をしていると、手術室外で仕事をしていた看護師たちが戻ってくる気配がした。足音と、微かに聞こえる話し声。

「えー、そうかな」

「絶対そうよ。間違いないわ」

　廊下からの声が、次第にはっきり聞こえるようになってきた。

「夏目医局長、一瞬固まってたよね。患者さんを最初に見たとき」

「そうそう。『あゆみ』って、患者さんの名前を呟いてから」

　ペンを動かしていた手を止めた。これ以上は聞きたくない気がしたけれど、どうしても耳をすましてしまう。

「あれはただならぬ関係ね。患者さん、結構美人だったし」

「元カノとか？」

「絶対そうだよ。これがきっかけで、まさかの不倫関係になったり？」

　心臓が早鐘を打っている。不安が心に広がり、息苦しくなってくる。

「おい、大丈夫か」

　そのとき、八代くんが声をかけてきた。

「あ……うん。ごめんね、日報が必要だよね。もうすぐ書き終わるよ。私、遅いから」

　笑いながら再びペンを走らせる。今は仕事に没頭しないと、これ以上なにも聞こえないほどに集中しないと……と自分に言い聞かせる。

「……相変わらず無理してるなー。夏目医局長って、そんなに気を遣わないといけない相手なの？」

　八代くんに言われて、彼のほうを見た。

「もっと堂々としててもいいと思うんだよな。噂なんて当てにならないって。きっと瑠花ちゃんのこと、とても大事に想ってるよ」

　彼にも、廊下で交わされていた今の噂話が聞こえたのだろう。

「そうね。でも、できないの。どうしても彼には追いつけない気がして」

「まあなー、あれだけハイスペックで欠点なしじゃ、仕方ないとは思うけどさ。でも、今はただでさえ気持ちが沈む時期だろ？　身体にもよくないよ」

　そんな話をしていた私たちの耳に、また彼女たちの声が届く。

「不倫は充分ありえるわね。次期院長の肩書があれば、愛人のひとりやふたりいてもおかしくはないもの。今の院長にはいなさそうだけど、医局長はね、まわりが放っておかないでしょ」

「私も愛人にしてくれないかな～。一度だけでもいいからさ」

　八代くんは点滴の薬剤が入った引き出しをバタンと閉めて、廊下へ飛びだしていく。

「おい。勝手な話をしてんなよ。深沢に聞こえてるぞ」

「えっ、マジで？　うわっ……」

　それ以降、静かになる。

「まったく。噂話が楽しくて仕方ないって感じだな。あんまり気にするなよ」

　戻ってきた八代くんが慰めてくれる。私は彼に笑ってみせた。

「ありがとう。気にしないわ。きりがないもの」

「医局長の嫁も大変だなー。確かに、きりがないよな」

　自分でそう言ったけれど、本当は違う。どんなに小さなことにも不安を感じ、『信じられない』と言っては千尋を困らせてきた。もちろん今聞いたことも、きっと納得できるまで悩むのだろう。

　だけど、今回はいつもみたいには終わらない。なぜだかそんな気がしていた。

　目に見えないなにか大きなものが、私と千尋の目前に迫ってきているような予感がして、私は首を横に振った。

「すみません、佐さ野のさんの主治医はどなたですか。ステロイド剤の点滴が――」

　話しながらひょっこりと現れた戸沢ドクターと目が合う。八代くんも彼を見た。

「佐野さんですか、ちょっと待ってくださいね。名札に主治医の記載はなかったですか？」

「ええ。無記入でした」

　カルテを探しながら話す私に、戸沢ドクターは近づいてきた。

「あとで記入しておきます。痛みを訴えてるんでしょうか？」

「いいえ。今は落ち着いてます。俺も一緒に探しますよ」

「申し訳ありません。……あ、見つかりました」

　カルテを渡すと、戸沢ドクターはそれを見つめる。

「ああ、点滴の指示が書いてあります。明日投与ですね。わかりました。ありがとうございます」

　笑顔でカルテを差しだす彼を見て、私も笑みを返した。

　優しい笑顔を見て、先ほど聞こえた噂話をする声が、心の中で消えていくような感覚になった。

「戸沢ドクター、聞いてもいいですか」

　八代くんの声に、戸沢ドクターは私から目を逸らして振り返る。

「なんですか？」

「夏目医局長と、さっき運ばれてきた患者さん、なにか関係があるんですかね。確か戸沢ドクターは、医局長の学生時代からのお知り合いですよね」

　八代くんの突然の質問に、戸沢ドクターの笑顔が消える。

「八代くん、いいの」

　私は止めようとしたけれど、彼はそのまま話を続ける。

「顔を見た瞬間に、医局長が彼女を名前で呼んだと、看護師たちが噂してたんです。戸沢ドクターはなにか知りませんか？　深沢もその話を聞いてしまって。深沢、気になるならちゃんと聞いたほうがいい。悩むだけじゃ苦しいだろ」

「あー、そうなんですね。それは……。俺は……なんとも」

　戸沢ドクターは言いにくそうに言葉を濁す。そんな彼を見ていて直感した。きっとなにかあるのだと。彼はおそらく、事情を知っているのだろう。

「八代くん、私は気にしないわ。戸沢ドクター、すみません。戻ってください」

　そそくさと戸沢ドクターが出ていく。

「心配してくれてありがとう。大丈夫。なにかあったら千尋に直接言うから」

「そうか。なら、いいけど」

　本当は聞きたかった。戸沢ドクターに、ふたりは関係ないのだと言ってほしかった。

　不安が心に大きく広がる。自分の弱さを痛感した。










俺が医者であることの意味［千尋Ｓｉｄｅ］




「だけど驚いたわ。……いつアメリカから戻ってきたの？　連絡くらいしてくれてもいいのに。水くさいわね、相変わらず」

　あゆみが事故で運ばれてきた日から、四日目。

　彼女は、回診に訪れた俺とふたりきりになりたいと言った。付き添いの研修医と看護師を退室させる。

　その中には瑠花もいた。彼女は俺をそっと見たが、なにも言わずに出ていった。

「……野の木ぎさん、あまり話さないで。呼吸が乱れると機械が反応するから」

「やめてよ、『野木さん』だなんて。前みたいに『あゆみ』って呼んで」

「俺、結婚したんだ」

　打ち明けると、あゆみは笑顔から驚いた顔に変わる。

「子供がもうすぐ生まれるんだよ」

　俺が呟くようにさらに付け足すと、彼女は目を見開いた。

「だから、もう昔のことは――」

「嘘よ。千尋は人を愛したりなんかしない。奥さんもそれはわかってるはずよ。あなたにとっては愛なんて、医療に疲れたときの慰めでしか――」

「あゆみ」

　一気にまくしたてる彼女の、枕元の装置のモニターを確認する。

「あなたはいつだってそうだったわ!!　私のことを正面から見なかった。自分の夢しか頭になかった！」

　そこまで話して、彼女は頭を両手で押さえた。

「あゆみ！」

「痛い……！　頭が……」

「あまり興奮しないで！　君は生死の境をさまよって、大きな外科手術を受けたばかりなんだよ」

　酸素の量を増やしながら彼女を諭す。

　たとえ過去になにがあっても、今は俺の患者だ。とにかく冷静になってもらうことだけを考える。

　彼女の腕に注射を打ちながら、再びモニターを眺める。そんな俺を見ながら、あゆみはようやく落ち着いた様子になった。

「いつも……そうやって、患者のために奔走するあなたが好きだった。事故に遭って、あのまま死んでもよかったの。あなたに助けられるなんて、皮肉ね。……死にたいと思ったのは、あなたのせいなのに」

　処置を終え、立ち上がる。

「今日はこのまま休んで。睡眠薬を看護師に届けさせるよ」

「患者が『死んでもいい』と言ってるのよ。どうして私の話に答えないの？　あなたは奥さんよりも患者が大事でしょ。このまま行ってしまうの？　……私は、今はあなたの患者なのよ」

　彼女を黙って見下ろす。答えることなど、なにもない。君が欲しい答えは、俺の心の中のどこにもない。

「あなたに患者としても愛されないのなら、どうしたらいいっていうの？　私ね、千尋がアメリカに旅立つときに……本当は待ってたの。あなたが私に『ついてこい』って言ってくれるのを」

　そう言って彼女は、瞳から綺麗な涙をスッと流した。

　あの頃は、連れていこうだなんてことを考えもしなかった。あゆみが悪いわけではない。俺は常に前だけを見て歩いていた。余計なものなど、なにひとつ必要としてはいなかった。

　確かに、当時はあゆみを好きだった。その頃の俺が出せるすべての愛を、彼女に捧げてきたつもりだ。

　だけど、瑠花を初めて見た瞬間に感じた衝撃を、あゆみに対して感じたことはなかった。思えば瑠花に対しての俺の態度は、自分でも理解しがたい部分が多い。

『俺を捨てるな』と泣きついたり、『他の男と話をするな』と言ってみたり。駄々をこねる子供のようだ。

「それでよかったんだ。きっと、アメリカに来てくれても君を不幸にするだけだった。妻と出会ってしまったから。君とは一緒にいられなくなるときが、少しあとになるだけのことだったよ」

「奥さんを……愛してるとでも言うの？　あなたが？　……機械のように人との関係を断ち切ったくせに」

　あゆみの言うことを否定はしない。瑠花と会うまでの恋愛は、そんなふうにしかできなかった。

「たとえ妻が俺に対してどう思おうと、俺は彼女とは離れられない。俺は医者である前に、ひとりの男だったと知った。彼女が教えてくれたんだ」

　あゆみは驚愕の表情で俺を見る。

「君のことは、確かに好きだった。瑠花に出会う前に再会してたら、もしかすると今だけは一緒にいたかもしれない。でも――」

　そのとき、病室の入口からガタッと音がしてそちらを見た。そこには、顔面を青くした瑠花がドアに寄りかかっていた。

　瑠花は小刻みにカタカタと震えながら俺を見ていた。手にしていた薬の袋が落ちて、彼女の足元に散乱している。

「瑠花」

　近づこうと歩きだした瞬間に、彼女が叫んだ。

「来ないで!!　私よりも先に再会してたら……今も彼女と一緒にいた、ですって？」

　足を止めて瑠花の目を見る。瞳に涙をためて、ドアに身体を預けている。震えの止まらない足を見て、自分の力では立っていられないことを読み取る。

「落ち着いて、瑠花。違う。そうじゃない」

　瑠花は俺の言葉を一部だけ聞いて、勘違いしているようだ。

　彼女が転んだりはしないかと思いながら、俺はまた歩を進めた。

「嫌っ!!　来ないで……お願い」

　ズキッと胸の辺りに痛みが走る。

　瑠花が泣きながら俺を睨む。その目からは拒絶の意志が伝わってくる。過去の不甲斐ない自分が招いた愚かさが、今になって最愛の人を傷つけている。

「……奥さんなの？　千尋」

　あゆみが尋ねてきた。俺はなにも答えずに、瑠花を見つめていた。

「ねえ……あなた、夫を信じられないの？　その程度のもろい気持ちしかないのなら、千尋を私に返してくれない？」

　瑠花から目を離し、あゆみを振り返る。

「あゆみ、なにを言って……」

　言いかけて、ふと思いとどまる。あゆみを興奮させたら……。

　あゆみの横の装置のモニターに目をやった。脈拍の数値が上がっている。

「やめるんだ。なにも言うな」

「私、千尋と別れたつもりなんてないわよ。事故に遭ってここに来たのは偶然だけど、必ず近いうちに千尋には会えたはず。あなたはどうして彼と結婚したの？　まさか、赤ちゃんができたからだなんて言わないわよね？　……それを盾に、千尋に結婚を迫ったの？」

「あゆみ、やめろ」

　本当ならばあゆみに詰め寄り、その口を無理やり塞いでしまいたい。だが彼女の状態を考えると、それは医者として選んではならない行為だった。

「わ……私は……」

　瑠花の身体の震えが止まらない。呼吸も乱れ始めている。

「落ち着いて、瑠花。俺を信じて。あゆみとは終わってる。君は勘違いしてる。いずれにしろ君に出会ったら、終わってたと言いたかったんだよ」

　彼女の目を見つめて訴える。

「私の中では終わってないわ。千尋を返してよ！」

「あゆみ！　興奮するな!!」

「痛い……ああ……」

　急に呻きだしたあゆみのそばに慌てて戻り、彼女の胸元を開いて聴診器を当てる。

「落ち着いて、ゆっくり息を……吸って……吐いて」

　彼女は頭を押さえたまま、素直に俺の指示に従った。苦痛に歪む表情が少しずつ緩んでいく。

「そう。そのまま、もう一回」

　彼女の手首を掴んで脈を診る。

　……まずいな。肺や呼吸器官をも傷つけられている彼女の身体は、いつどうなってもおかしくはない危険な状態が続いている。

「きゃああ!!　瑠花！」

「担架！　担架持ってきて！」

「深沢さん！」

　俺があゆみを落ち着かせていると、突然廊下から悲鳴が聞こえた。同時にスタッフの走り回る足音が響く。

　驚いて振り返ると、今まで瑠花がいたはずの場所に彼女はいなかった。

　瑠花？　どうしたんだ？

　廊下でバタバタと人が動いているのがわかる。だが、あゆみを放って様子を見に行くことなんてできない。

「……どうしたの。……騒がしいわね」

「気にしないで。話さないでいいから」

「うん……」

　俺があゆみの肩にそっと手を添えると、彼女はゆっくりと目を閉じた。

「ごめんね……千尋。私、奥さんに……」

「いいから。なにも考えないで。……このまま眠っていいよ。身体が疲れてるんだ」

　相当なダメージだったせいか、あゆみはスッと眠りに落ちていく。点滴の流れていく度合いを少し速めてから、病室を出た。ドアを後ろ手に閉めた瞬間に駆けだす。

　瑠花……？　いったい、なにが!?

　息を切らせて医局に戻ると、そこにいたスタッフが一斉に俺を見た。

「夏目医局長!!　どちらにいらしたんですか!?　奥さんが大変ですよ!!」

　戸沢ドクターが俺に駆け寄りながら言う。その様子が尋常ではない。

「どうしたんだ？」

　彼を見ながら、悪い予感に目眩を起こしかける。

「奥さんが先ほど、階段から足を滑らせて!!」

　ドクッと心臓が揺れる。

　嘘だろ……。先ほど？　あゆみの病室から出て、そのまま？

「今、手術室に!!」

　嘘だ。これは悪い夢だ。

「医局長!!　処置に当たってください!!」

　動けずにいる俺の腕を、戸沢ドクターが揺さぶる。

「医局長！」

　……瑠花!!

　我に返った次の瞬間、俺は手術室に向かって転がるように走りだし、駆け込んだ。

　――ピッ……ピッ……ピッ。

　手術室の中央に瑠花が寝かされている。意識はなさそうだ。スタッフが身を寄せ合って処置に当たっている。

　手の震えが止まらない。もしもこのまま彼女と子供になにかあったら。そんなことを考えていたら、誰かに呼ばれた。

「夏目医局長!!　ダメです、胎児を取りださないと！」

　処置に当たっていた菅野ドクターが叫んでいた。

「胎児の心音が弱まってきてます!!　衝撃で出血もありましたから」

　俺の……せいだ。瑠花は先ほどの話を聞いて、あの場から遠ざかりたくて駆けだした。あゆみの言動に毅き然ぜんとした態度を取らなかった俺が、瑠花をこんな目に遭わせた。

　手足の震えが強くなる。

「医局長、執刀をお願いします!!　間に合わなくなる！」

　はっとする。

　俺が……他の誰でもない、この俺が、愛するふたりの命を救わなくてはならない。

　ぐっと握りしめていた手の力を緩めて、軽く目を閉じた。

　今まで培ってきた医師としてのすべての力を、このオペに注ぎ込む。この瞬間にふたりを助けられないのならば、俺が医者になった意味がない。

　目を開いて瑠花に近づく。彼女を真上から見下ろすと、苦痛に顔を歪ませて弱々しく息を荒らげている。

　……今、助けてあげるから。俺に君を救えないはずがない。君は俺の生きるすべてだから。




「……メス」

「はい」

「おそらく胎盤が剥離している。酸素欠乏に陥る前に胎児を取りだし、そのあとすぐに母体の処置に入る。準備して」

「はい」

「出血によるショック状態にならないための輸血を」

　スタッフに指示を出しながら処置に当たると、次第に動揺が消えていく。

　そうだ。今まで何度もこうして人の命に向き合ってきた。医師としての自覚を取り戻していく。

　瑠花がいなくなるはずがない。俺にはまだ君に伝えたいことがたくさんあるんだ。

　しかし子供を取りだそうとしている間に、母体の状態が急変する。

　――ピーッ。機械音が響く。

「夏目医局長、血栓が胸部に！　圧迫しています！」

「血圧低下が起こっています！」

　スタッフが口々に訴える。

「急性心筋梗塞か。カテーテル！」

「はい！」

　急ピッチで処置を施す。

「母体の血流が戻りません！」

「胎児の心音が先ほどより弱まっています！」

　緊迫した空気の中、器具を扱う音と、機械の電子音だけが響く。

「血流を止めたら手遅れだ!!」

　菅野ドクターが興奮気味に言う。

「大丈夫だ。死なせはしない。必ず助ける。バイパスに切り替える！」

「そんな！　今から!?　もう……」

「諦めるな!!」

　俺の気迫に菅野ドクターが黙った。

　瑠花の顔色が土気色に変化しているのを確認して、もはや一刻の猶予もないことを知る。彼女の口から出される吐息が、だんだんと弱まってきている。

「……医局長！　胎児の反応が消えました！」

　必ず助ける。ふたりの命と引き換えになら、自分の命を捧げても悔いはない。

　……戻らない。一刻も早く血液を供給しないと、心筋が壊え死しする。

　お願いだ、瑠花！　戻ってくれ!!

　針のように細い血管を必死に繋いでいく。器具を操る指先が、まるで自分のものではないかのような感覚。なにかに操られているようだ。

　そんな俺を、隣にいる菅野ドクターは驚愕の表情で見つめていた。

　……繋がった！

　――ピーッ。

　その瞬間、瑠花の呼吸と脈が止まったことを知らせる機械音が、手術室に鳴り響く。

　スタッフ全員が、ただ黙り込む。

　――ピ……ッ。ピッ……ピッ……ピッ。

　一瞬の間のあと、再び軽快に音が鳴り始めた。

　……助かった。君を、ひとりで死なせたりなど決してしない。俺が、なにがあっても君を守るから。

　わっとスタッフたちが歓声を上げる。

「す……すごい……！　ありえないですよ！」

　驚きながら言う菅野ドクターに、俺は静かに告げた。

「瑠花は、死なせたりはしない。彼女が俺を残してひとりでいなくなるなんて、そっちのほうがありえないよ」

　まだなにか言いたげな彼に、さらに続ける。

「すぐに帝王切開を再開する！」

「は……はいっ!!」

　菅野ドクターは慌ただしく準備に取りかかり始めた。

　瑠花の顔をそっと見る。その頬にはいつものような薄桃色の赤みが、次第に差してきている。

　心配しないで。子供もきっと無事だから……と、心の中で呟いた。

　君を守ると約束した。俺を頼れと言った。どれも嘘ではない。

　瑠花、君がこれまで大切に抱えて育ててきた赤ちゃんを、今度はしばらく俺が預かる。俺にすべてを任せて。

　この一瞬に、全部の力が出せるように精神統一を図る。閉じた瞼の裏に、瑠花と子供と俺の笑顔の未来を垣間見る。

『ねえ、千尋。もしも夏目総合病院がなかったら、あなたは医者になってはいなかったの？』

　少し前に瑠花に聞かれて、一瞬、躊躇った。考えたこともない質問だった。

　俺にとっては、生まれたときから当たり前に病院があって、その前提と共に人生があったのだから。

『どうだろうね。病院があってもなくても、俺にはこれしかないからなぁ』

　答えられないのをごまかすように言った。

『ふーん。私はね、看護師になった理由がはっきりしてるの』

　興味深く、彼女の話の続きを待つ。

『なに？　人を助けたかった？』

『ううん。そんな立派なものではないわ。……あなたに出会うためよ』

　そのあとで彼女は、『不純でしょ？』と言ってクスクスと笑った。

　目を開く。思い浮かんだ未来がすべて現実になるように、最善を尽くす。

　俺にも、今こうして医療に専念することに特別な理由なんてない。もしもあるとするならば、今ここで君と我が子を助けるためだったのかもしれない。

「メス」

　目が覚めたら、君に真っ先に伝えるよ。不安にさせてごめん。愛しているのは、瑠花だけだから。

「オギャア!!」

　元気な産声が手術室に響いた。

「やった！」

「よかった！」

　スタッフの歓喜の声が聞こえた瞬間、俺は脱力し、大きく息をついた。

　この愛しき小さな命のためにも、君を愛し続ける。

　医者になって君の役に立てたことを、俺はこれから誇りに思うよ。










君がいてくれるだけで［千尋Ｓｉｄｅ］




『千尋……ごめんね。私、もう行かないと。あなたに出会えて本当に幸せだったわ』

『え……瑠花？　ちょっと待って』

『ねぇ……この手を放して。私、本当に行かなくちゃならないの』

　困った表情で俺を見る彼女の顔は、透き通るように白い。これは現実なのか。

『待ってよ……嫌だ。どこへ行くの』

『あなたにもう二度と……会えない場所よ。だけど忘れないで。私、あなたを本当に愛してるから』

　光が眩しくて、君の顔がよく見えない。笑っているのか、泣いているのかさえもわからない。

『待ってよ……瑠花。瑠花!!』




「千尋……？」

　――はっ!!

　俺はガバッと身体を起こすと、辺りを見回した。

　……病室か。いつの間にか眠ってしまっていたらしい。時計を見ると、オペが終わってから五時間あまりが経過していた。目の前には不安げな視線を投げかけてくる、可愛い妻の顔。さっきのは夢か。

「瑠花、気分は？」

「少しだるさがあるけど、大丈夫。目覚めてしばらくは、ぼんやりしてたの。身体を動かすのが面倒で……。千尋が来たときは、うとうとしてた。あなた、しばらくしてから眠ってしまって。あなたの手……震えてる」

　言われてふと見ると、瑠花の手を握りしめる俺の手が、わざとらしいほどにガタガタと揺れている。

「あ……」

　力を込めて震えを止めようとするけれど、止まらない。

　怖かった。彼女が夢の中で言った言葉のひとつひとつが頭の中で反はん芻すうされて、俺の胸を締めつけていく。

　もうなにも言わないで。君はここにいる。どこへも行かなくていい。

　頭の中の瑠花に、心で呟く。

「千尋……どうしたの？」

　掠れた声で弱々しく尋ねてくる瑠花の頬に、そっと手を触れた。

　温かくて、柔らかい。彼女がこうして生きていることを実感する。

　気力で乗りきったオペだった。『もう一度やれ』と言われたならば、気が変になるだろう。瑠花の綺麗な身体を切り刻んだりなど、正気の頭でやりおおせられるわけがない。

「……どうして？　涙……」

　彼女の細い指が、俺の顔へと弱々しく伸ばされ、俺の目から滴したたり落ちる涙を拭う。

「瑠花を失うかと思って……俺、必死で……怖かった」

　顔に触れた彼女の手をキュッと掴んで、頬を寄せた。

　今になって、ありえないほどの恐怖に、手だけではなく全身が震えてくる。

　情けないけれど、本当は怖かった。瑠花がもし助からなくて、今ここにいなかったなら、俺もどうなっていたかわからない。

「瑠花、ごめん。ごめんな……」

「なんで……千尋が謝るの？」

　君の身体が悲鳴を上げている重篤な時期に、医師としても夫としても、不適切な態度を取った。罪悪感で、彼女の透き通る瞳を直視できない。

「私が謝らないと……。立ち聞きなんて、するつもりはなかったの。ごめんなさい。しかも、動揺して駆けだしてしまって、不注意だったわ。千尋を信じてないわけではないの。ただ私……彼女に言われた言葉に、言い返すことができなかった。妊娠してなかったら、あなたと私なんかが結婚することなんて、ありえないんじゃないかって、いつも思ってたから」

　そう言って俺から目を逸らす彼女を見て、驚きと悲しみと切なさが込み上げてくる。

「瑠花、オペのあとに怖いくらいに身体が震えるのも、涙が出るほどに恐怖を感じたのも……俺にとっては、医者になって初めての経験だよ」

　俺の告白に、彼女は逸らしていた目線を再び向けてきた。

「君をひとりの患者として冷静に扱えなかった。心が驚くほどに乱れた。医師としては失格だね。もう一度言うよ。あゆみとは終わってる。君は話を最後まで聞いてないから、誤解してるんだよ」

「さっきあなたが眠ってるときに、菅野ドクターが言ってたわ。あの状況でふたりとも救いだせるのは、日本ではあなたしかいないんじゃないかって。あなたはドクターとして一流よ。もちろん夫としても」

　瑠花は優しく微笑みながら、俺を見つめる。

「私ね、あなたと結婚してからずっと覚悟してきたの。……してきたつもりだった。あなたを失うことを……」

　彼女の初めての発言に、言葉を失う。

「今になって、本当に怖いわ。でも、そうしなきゃ。これ以上お荷物になりたくないの。私……子供を授かっただけで充分幸せだった。本当は、それ以上を望んではいけなかったのよ」

「待って。なにを言うつもり？」

　先ほどの夢が、頭の中で蘇よみがえってくる。

「バチが当たったのかしら……。赤ちゃんを失いかけて、あなたに迷惑をかけて。あゆみさんのところに戻ってもいいのよ？　私よりも先に再会できたらよかったのにね」

　俺は咄嗟に立ち上がった。

「千尋？」

　瑠花を睨みながら見下ろす。彼女はまだ誤解をしている。それはわかっている。

　だけど、どうしてひとりで結論を急ごうとするのか、もどかしかった。

「君はいつだってそうだ!!　自分の気持ちばかりで俺のことなんてお構いなし！　誤解だと言ってるだろ！」

　大きな声を出す俺を、瑠花は驚いた顔で見上げる。

「俺が君にいくら愛してると言っても、君はまったく信じない。いつだって俺と離れることばかり考えてる。挙げ句、あゆみのところに行けだと!?　そうできるなら、いっそそうしたいよ!!　こんな苦しみから逃れられるなら……！」

　彼女は目を見開いて唖然としている。

　本当はわかっているんだ。瑠花が俺に心を開ききってはいないことを。

　俺のなにがそうさせるのかわからないが、俺の周囲の人間はみんな、どこかよそよそしい。まるで俺を、現実世界にいるべきではない者とでもいうような目で見てくる。

「落ち着いてよ……。あなたらしくないわ」

「俺らしいって、なに？　落ち着いてなんかいられないよ！　瑠花が離れたいと言うから！　君を前にするといつもそうだ。俺は今までの価値観をガラリと変えられる。君への愛で、いつも自分を見失ってるんだよ……」

　その場にガタッと座り込んで、胸を押さえた。彼女を傷つけることを言わないように、必死で自分を抑制する。

「瑠花……もうこれ以上、俺を受け入れられないのなら、はっきりそう言ってほしい。きっと俺は、これからもずっと君を求めてやまないだろう。毎日毎日大きくなっていく瑠花への愛を抱えきれなくなって、君にぶつけていく。君は、それを受け止めるのが無理なのか？」

「ま……待って。私……」

　瑠花は潤んだ瞳を俺に向けて、唇をカタカタと震わせている。

「本当は今まで、怖くて聞けなかった。瑠花に拒絶されるくらいなら言うべきではなかった。あゆみの言うように、子供を盾に相手を自分のものにしたのは、君ではなく、俺のほうだから」

　ベッドから弱々しく、彼女の手が伸びてくる。

「ち……違うわ。私、そんなふうに思ってなんか……」

「じゃあなぜ、俺を受け入れない!?　もう、君が嫌だと言っても、放してあげられなくなってきてるよ」

　俺は立ち上がり、彼女の枕元に近づいて手を握る。

「俺が……怖い？」

　椅子に座り、顔を寄せた。彼女はそっと俺の唇を指でなぞる。

「あなたを怖いほどに愛してるのは……私のほうだわ。愛を与えられても信じられないのは、もっと欲しいから。あなたのすべてを……私だけに向けてほしい。そんなことを願ってしまうの」

　君の涙があまりにも綺麗で、こうして一緒にいられることに心から感謝したくなる。

「一流ドクターのあなたをひとり占めすることなんて、看護師の考えることではないわ。でも、あなたが見つめるすべてに……嫉妬してしまうの。そういう自分に疲れて、逃げだしたくなったのよ」

「視線がどこを向いてても、俺の心はいつも君だけのものだ。指先が患者の身体のどこに触れてても、この手で愛するのは君の身体だけ。……信じて。何度でも言うよ。瑠花の前では、君を愛するただの男でしかないことを」

「千尋……」

　重なる唇から、愛を滴らせる。お互いに必要なのは、相手の存在だけ。

　たったそれだけのことを伝え合うために、こんなに回り道をする。

　愛とはとても複雑で……単純なものだったんだ。










輝く光に包まれて




　そっと唇を離すと、目の前の千尋の瞳がスッと開いた。それに魅せられてぼーっとしていると、彼は悲しげに笑う。

　千尋の大きな目は、わかりやすくお喋しゃべりだ。漆黒の輝きが、私に彼の気持ちを読み取らせる。

『もういいの？　俺は……まだ足りないよ』

　そんなことを語っている気がする。『目は口ほどに――』なんて格言を、目の当たりにしたことはなかった。千尋に出会う前までは。

　私は再び、千尋の唇に自分の唇を重ねた。彼はゆっくりと瞳を閉じて、優しく私の歯列を舌先で撫でていく。

　あなたの愛に、溺れたくなどなかった。……それなしでは、いられなくなるから。

　だけど千尋がそんな私を望むのならば、いくらでも深みにはまる。私はあなたの妻だから。

「赤ちゃんに、会うか？」

　千尋が吐息の合間に言う。

「いいの？　……会いたい」

　名残惜しい気持ちを抱えつつ、唇を離す。

「呼吸が少し弱いから、保育器に入ってる。でも、明日には出られそうだって言われてる。早く瑠花に会わせてあげたい。とても可愛いから。待ってて、連れてくるよ。少しの間だけだけど」

「ありがとう……」

　彼はニコッと笑ってから、病室を去っていった。

　……感情的な千尋を見たのは、今日で二度目だ。以前は妊娠を隠していたときだった。そのときはとっくにバレていたけれど。

　どうして彼はいつも、あんなに魅力に溢れているのだろう。表情も、紡ぎだされる言葉も、医療に当たる指先さえもが、すべてにおいて美しい。

　拒絶が怖いのも、素直になれないのも、私のほうだ。あなたに愛されるということは、女性なら誰もが憧れること。そんなあなたがなにを言ってくれても、信じられなかった。

　今もまだ少し自信がないけれど、きっといつか心から思えるようになる。千尋に愛されるべきなのは、私以外にはありえないのだと。

　これからも、私だけに綺麗な笑顔を向けてほしい。

　カチャッとドアが開き、千尋が入ってきた。その腕には、白いおくるみに包まれた赤ちゃんがいる。

　私の目の前にそっと差しだし、彼は優しく言う。

「はい、君の赤ちゃん。抱いてみて」

　ゆっくりと身体を起こして、覗いてみる。

「……うわ。可愛い……」

　そこには手のひらに収まりそうな小さな頭に、ふわふわの産毛を生やした赤ちゃんがいた。

「当然。瑠花と俺の子だからね」

　腕を伸ばして、彼から受け取ろうとする。

　そのとき、ズキッと強い痛みを身体に感じ、腕を引いた。

「あ、急に手を伸ばさないで。傷口に響くから。胸の横と下腹部に傷があるんだよ。痛いよな。ごめん」

　項垂れて謝る彼を見て、思わずクスッと笑う。

「なんで千尋が謝るの？　そのおかげで、私とこの子は会えたんだから、名誉の負傷よ、ドクター」

　ねえ、千尋。あなたに出会って、私は本当に幸せなの。だからこそ不安も大きい。あなたを誰かに連れ去られてしまうんじゃないかなんて、いつも考えている。

　だから、これからも私はきっと、あなたをたくさん困らせる。そんなときは今日みたいに叱ってね。そして、『愛してる』と言って。

「膝に乗せるくらいなら大丈夫だよ」

　私の膝の上に乗せられる、柔らかくて優しい重み。

「うわぁ……」

　小さな天使は、ふわっと小さな欠伸あくびをして、むにゃむにゃ。目が閉じられているから、どちらに似ているかはわからない。

「ところで、男の子？　女の子？　私たちのどっちに似てるの？」

「性別、知らないの？　菅野ドクターに聞いてるものだと……」

「ううん、まだよ。検診のときも千尋が教えてくれなかったじゃない」

「瑠花が聞いてこなかっただけでしょ。女の子だよ。顔は、俺似かな」

　そう言われ、嬉しくなる。

「本当……？　千尋に似てるの？」

「なに、その残念そうな感じは」

「残念なんかじゃないわ。嬉しい……。パパに似たなら美人さんね。大きくなったら、パパが『お嫁にやらない』なんて騒ぎだすわ」

　夢に見ていたことが、少しずつ現実になっていく。優しく包まれ、ときには激しく愛される。千尋のそばには幸せが溢れている。

「いや、早く結婚してもらうよ。絶対に騒がないよ、俺は」

「どうして？　可愛くないの？」

「そんなわけない。可愛いよ。だけど俺は、早くママとふたりきりになりたいからね。ふたりになれば、遠慮なく瑠花だけを愛せる」

「その頃には、おじさんとおばさんよ」

　クスクス笑いながら言うと、彼も笑った。先ほどまで喧けん嘩かしていたなんて嘘みたい。

「関係ないよ、瑠花がいくつでも。……きっと今より愛してるから」

　彼のストレートな愛の囁きに、これまでに何度、躊躇ってきただろう。そのたびに驚くけれど、甘く心に染み渡り、何度も私を酔わせていく。

　千尋を見つめていると、私の視線に気づき、彼も私をじっと見つめてきた。

「私、思うの……。あなたを好きになる女の子はみんな、まずはあなたの目に引き込まれていくんだわ。初めて会ったときにね、綺麗だなって感じた」

「なに？　急に。他の子が俺のなにを見て、どう感じようと関係ない。瑠花だけが、それでいいと思ってくれたら」

　そう言って柔らかな笑みをこぼす彼に、今さらながら胸を射抜かれてしまう。私ばかりがドキドキさせられて、本当にずるいと思う。

「この子の名前、俺がつけてもいいんだよね」

「なにか思いついたの？」

「……〝光みつ輝き〟。ひかり、かがやく、と書いて〝みつき〟。未来に続く愛が、いつまでもそうあるように」

　涙が溢れて止まらなかった。

　彼の誠実で優しい人柄を映す、愛に満ちた名前。

「泣かないで。瑠花の泣き顔はとても綺麗だけど、笑ってるほうが可愛いから」

　いつまでも千尋と光輝と三人で、輝き、流れる時間を過ごしていこう。

　あなたに救われた命だから、あなたのために生きていく。それが私のためでもあるから。

　そこに溢れる愛に包まれて、幸せな毎日を送る。私たちの未来は、ずっと光り輝いている。

　千尋がそばにいてくれたなら――。

　あなたを愛してる。いつまでも、ずっと。
















第三章　そのままの君でいて










光り輝く日常




「んばあっ！　んばばばっ！」

「ちょっと！　怪しいんだけど!!」

「あなた……そんな大声を出したら光輝が驚いて、泣いてしまいますわ」

「ええい、うるさい！　お前ら全員、部屋から出てけ!!　私と光輝をふたりきりにしてくれ」

　今日は日曜日。千尋は当直なので、私は自宅の隣にある千尋の実家におじゃましている。

　……おじゃましているというよりは、ほぼ毎日、ここに居着いている。彼の実家の居心地のよさは、胸がほっこり温まる感じだ。

　重度の妊娠中毒症であった私が、階段上部から最下段まで転落し、親子共々落としかけた命を救ってくれたのは千尋だった。あの日から、もうすでに半年の月日が経過していた。

　お母さんに光輝を預けて、そろそろ職場復帰を果たそうとする私に、千尋は『まだダメだよ』の一点張り。

　光輝は可愛いし、今の毎日に退屈しているわけではない。だけど……早く戻りたい。千尋とまた、毎日ずっと一緒にいたい。白衣に包まれたあなたの凛とした顔が見たい。

　もちろん、仕事もまだまだたくさんのことを覚えなくてはならないし、職場のみんなにも会いたい。

　……千尋ったら、わからず屋なんだから。

「瑠花ちゃん、どうしたの？」

　義妹の優香ちゃんが、しょんぼりする私に気づいて声をかけてくる。

「ううん。なんでも――」

「あ、もしかして、兄貴が仕事ばかりだから拗すねてるんでしょ？　あいつさぁ、昔からそうなの。ひとつのことに気を取られると、そればっかでさぁ。進歩がないよね。いまだにそうなんだ。新妻と娘を放りだして、ありえな――」

「それってまさか、俺のこと？　優香ちゃん」

　彼女の話を遮るように、話に入ってきた声。ふたりで振り返ると、そこには千尋が白衣姿のまま立っていた。

「うげ……お兄様。なんでいるのよ」

「千尋」

　嫌そうに言った優香ちゃんとは裏腹に、私は嬉しくなって彼に駆け寄った。

　うわぁ、白衣だ。久々に見た。……ドキドキする。

　そばに来た私を抱きかかえるように胸に収めながらも、千尋は優香ちゃんに話す。

「ご主人様のいない間に、瑠花になにを言おうとしてたの？」

「う……いやあ。昔、学生時代にも、同じような悩みを抱えた乙女がいたなあって思い出してね、瑠花ちゃんに教えてあげようと思って。あのときの彼女は、兄貴が勉強ばかりで構ってくれないって……」

「こら!!　余計な話はしなくていいから。あの当時、そんなことを頼んでもないのに、勝手に聞きだしてたんだろ」

「なによ！　彼女の相談相手になってたのは私なんだよ。感謝こそされても、キレられる筋合いはないね!!」

「優香！」

　千尋が優香ちゃんを叩く真似をする。

　現在三十一歳の千尋と、高校生の優香ちゃんとでは、年がひと回り以上離れている。千尋の学生時代となると……優香ちゃんは小学生くらい？　その彼女が恋愛相談を受けていたとなると、当時からかなりマセていたということになる。まあ……彼女を見ていると、納得できるけど。

「うきゃああ!!　お母さん！　お兄ちゃんが優香を殴ろうとしてる!!」

「誰がだよ!?」

「こら!!　千尋ったら、やめなさい!!　年の離れた妹に対して大人げないわね。だいたい、白衣のまま外に出たらダメでしょ。すぐに脱ぎなさい」

　優香ちゃんはお母さんの後ろから顔をひょこっと出して、千尋にベーッと舌を出している。

「あいつ、可愛くない」

　千尋は怒りながらも、言われた通り白衣を脱いで、コートかけのある玄関へ向かった。私は彼についていき、様子をじっと横から見ていた。

　久々に見た白衣姿なのに、もう脱いじゃって残念。

「ん？　なに？」

　千尋が私の視線に気づいて、顔を近づけてくる。

「う……ううん。今日は？　もう終わったの？」

「うん。午後から藤守ドクターが来るから、俺は午前で終わり。ずっと休みがなかったから、今日は帰っていいって」

　じゃあ午後からはオフなんだと思うと、嬉しくて顔がニヤけてしまう。私を見て、千尋がクスッと笑う。

「そうか。優香は憎たらしいけど、言ってることは当たってるんだな。偶然立ち聞きしなかったらわからなかった。瑠花が拗ねてるなんて。俺が休みなのが、そんなに嬉しいの？」

「……え」

「可愛いな。そこまで嬉しそうな顔をされたら、たまらないよ」

　そう言って、千尋は私に優しくキスをする。私はここが彼の実家であることも忘れて、それを夢中で受け入れる。

　先ほどの優香ちゃんの話に出てきた、昔の彼女のことを突っ込むのも忘れて、千尋の唇を感じる。

　そう。寂しかったの。ずっと一緒にいたいのよ。いつまでもこうしていてほしいの。

「ん……千尋……」

　彼から与えられるなにもかもが、私を一瞬にしてとろけさせる。これ以上、私の心を乱さないで……。

　そのとき、違和感を覚えて、唇を重ねたままそっと目を開く。私たちの真横に、たくさんの視線がある……？

　ぐっと彼を押して離れた。

「瑠花？」

　千尋が不思議そうに私を見た。

「どうしたの？」

　再び顔を近づける彼に、慌てて言う。

「ダッ……ダメ。お母さんたちが……」

「ん？　母さん？」

　彼もふと横を向いた。

「うわ!!　なんだよ!?」

　光輝を抱いた院長とお母さん、そして優香ちゃんの、ニヤニヤと私たちを眺める顔が、ドアの横に並んでいる。

「『なんだよ!?』じゃないわよー」

「あ、私は構わんぞ。どうぞ続けて続けて」

「千尋、お昼まだよね？　あなたの分も一緒に作るわね」

　そう言ってみんなは、パッとその場を離れた。

「……まいったな」

「院長が、続き、してもいいって。どうする？」

　離れていこうとする彼に、じりじりと近づく。

「や……ダメだよ、瑠花」

　躊躇う彼の首にパッと両腕を回すと、自分から口づけた。

「ん……！　こ……こら……瑠花」

　私を引き離そうと、身体をよじる千尋。その首に巻く腕の力を強める。

　……そろそろ、いいかな。彼の唇と身体を解放する。

「もう……勘弁してよ」

　照れながら私を見つめる綺麗な目。

　いいわ、これくらいで許してあげる。昔のことは詮索しないでおこう。

「続きは帰ってから、ね」

　彼はふわっと笑うと、私の頭をポンポンと優しく叩いてから、手を洗いに行った。




「母さん、ごちそうさま。瑠花、そろそろ行こうか」

　食事をいただいてから千尋が言う。

「あら、もう帰るの？　お茶くらい飲んでからにしたら？」

「いいよ、ありがとう。夜勤明けだから早く眠りたいんだ」

　彼はふわっと微かな欠伸を漏らした。

「じゃあ、お前ひとりで帰れ。瑠花ちゃんと光輝は置いてくといい」

　院長が光輝を抱いたまま告げた。

「えー、ひどいなぁ。院長が孫に張りついて仕事をしない分、息子が激務に耐えてるというのに。連れて帰るよ」

「やだ、兄貴。本当は瑠花ちゃんと一緒に寝たいんでしょー」

　優香ちゃんの言葉に、千尋は呆れた顔をして彼女を見る。

「妬くなよ、優香。じゃあ、お前が一緒に寝てくれるか？」

「はあ!?　妬いてないし。なにを言ってるのよ！」

　私は家族のやり取りを笑って見ていた。

「じゃあ、瑠花ちゃんは千尋と帰ってもいいけど、光輝だけは置いてけ。光輝～、じぃじとお散歩に行こうか～」

「そんな。申し訳ないです。連れて帰りますよ」

　院長の申し出に、さすがに慌てて遠慮すると、お母さんが答える。

「いいのよ、あの人は光輝が可愛くてしょうがないの。よかったら貸してあげて。明日から学会で出張だから、その前にたっぷり触っておきたいのよ」

「瑠花ちゃん、今パパから光輝を取り上げると、恨まれるわよ」

　ふと見ると、院長は光輝に見たことのないベビーコートを着せていた。

「あれは……？」

　不思議に思って尋ねると、お母さんが笑いながら言う。

「あれね、昨日買ったのよ。お散歩用に」

「もう、パパったら。私の服も買ってよね!!」

　優香ちゃんが院長に怒鳴るけれど、無視されている。

「お前はさ、服が欲しければ性格を直したほうがいいよ」

　千尋が言い放つと、彼女は驚いた顔をした。

「はあ!?　そんな必要ないでしょ」

「もしも可愛い妹だったなら、服くらい俺がいくらでも買ってやるよ」

「じゃあ買ってよ！　可愛いでしょ!!」

「全然」

　私はまたまた笑いながら、ふたりの会話を聞いていた。

　最近は、生活時間帯がすれ違ってばかりの私たち。本当は、たまにはふたりきりになりたいと少しだけ思っていた。

　……ごめんね、光輝。今日だけ、パパをひとり占めしてもいいかな？










彼をひとり占めする時間




「それでは、すみませんが一旦帰ります。夕方に迎えに来ますので」

　玄関先で挨拶をする。千尋は腕に抱いていた光輝に優しくキスをすると、彼女をお母さんに渡した。

「光輝、今夜はパパと一緒に寝ような。じゃ、母さん、しばらく頼むよ」

「はいはい。ゆっくり休んで」

「ありがとう。瑠花、行こう」

　私はペコリと頭を下げると、彼のあとについていく。そのまま、徒歩十五秒の位置にある我が家に入った。

　玄関のドアを閉めようと後ろを向いた途端に、千尋が背後からキュッと私を抱きしめてきた。

「ちょ……千尋？」

「はあ。やっとふたりになれた」

「着替えないと。眠る前にお風呂にも入らなくちゃね」

　あれ。なんだか彼の様子が変な気がする。

　……震えている？

　そう感じた私は彼のほうを向こうとしたけれど、力が強くて振り向けない。

「千尋……ねえ、顔を見せて。どうしたの、なにかあった？」

　聞いても答えない。いったいなにがあったんだろう。さっきまでは無理をしていたのかな。

「千尋？」

「真ま壁かべさんが……今朝、亡くなった」

　真壁さん……？

　私の頭の中に、いつも編み物をしながらニコニコしていたおばあさんの顔が浮かぶ。

　え……真壁さん……。

『お嬢ちゃん、あんたは苦労するね。あんな美形の旦那は、女がウジ虫みたいに湧いてくるだろうからね』

『やだ、真壁さん！　千尋はそんな人じゃないわ。確かにモテるけど、大丈夫』

『ふふん。惚れたらみんなそう言うさ』

　陽気に言う彼女はいつも楽しそうで、私はよく話し込んでいた。

『こら、真壁さん。俺のどこにウジ虫が湧くって？』

　急に現れた千尋が、彼女を睨むふりをする。

『あらあら、弁解するつもりだね。その綺麗なお顔にだよ』

『真壁さん！』

『おお……怖い男だ』

　真壁さんの会話や表情が、頭の中にありありと浮かんでくる。

　あるとき、真壁さんがぽつりと弱々しい声で言った。

『なあ、お嬢ちゃん。夏目先生は……きっと大丈夫だと思うよ。心配なことも多いだろうけど』

　体調が優れなくて、彼女はその日、日課であった編み物もできていなかった。

『大抵のあんな男前は、信用ならない悪いやつだけどね。……あの人は、いいよ』

『え、どうして？』

　聞き返すと、彼女は微かに笑った。

『あの人の目が……澄んでるからね。いい目の人だわ……。それだけ言っておこうと思って……』

　そこまで話して、彼女はスッと眠った。私が光輝を生む前日のことだった。

　悩んでいた私の心を見抜いたのだろうか。それとも、自分はもう長くはないと感じていたのだろうか。その日が、私が真壁さんを見た最後の日だった。

「亡くなったの……。そう……」

　目頭が熱くなってくる。私が復帰するまで、元気でいてほしかった。

「今朝ね、静かに……。瑠花と光輝のこと、ずっと気にしてた。会いたいって言ってたよ。俺さ……情けないけれど、人が目の前で死ぬたび、気分が結構沈むんだ。いまだに……」

　心が羽毛みたいに柔らかな千尋が、医者として大きな使命を背負っているのは、なんと皮肉なことだろう。

　彼はこれまでに何人の患者の命を助け、何人の患者の命を見送ってきたのか。きっと、疲れて、傷ついて、逃げだしたいようなときも数えきれないほどあったはず。

「ごめん、情けないよな。だけど、もう少し、こうしてていい？」

「情けなくなんかない。いくらキャリアがあっても、人の死に慣れて悲しみも感じないようなドクターよりも、そのほうがいい。千尋は……平気じゃないから……次なる医療への情熱が湧くのかもしれない」

　彼は黙ったまま、じっとしている。

「今の千尋がいい。そのままずっと変わらないでいてほしい。真壁さんは……私も親しくさせてもらってたから……残念だわ」

「ありがとう……。瑠花がいてくれてよかった」

　ようやく私の身体を放し、千尋が私を見た。

　赤く潤む目が、彼の優しさの証。

「本当？　私、あなたの役に立ってる？　……真壁さんがね、前に言ってたの。夏目先生の目は透き通ってるって。信じていい人なんだって」

「そうなの？　瑠花に信じてほしいところは合ってる。真壁さんの名前を覚えてる？　真壁輝てる子こさん。実は、〝輝子〟から、光輝の〝輝〟をもらったんだ。最後にそう言ったら、嬉しそうに笑ってた。そのあと、眠るみたいに……」

　涙を流したりはしていないけれど、表情から悲しみが伝わってくる。

　私が千尋の悲しみや重圧を……少しでも和らげてあげたい。そんな存在になりたい。




　それからお風呂に入って、いくらか気持ちを落ち着かせた千尋が言った。

「瑠花、新婚旅行に行こうか」

　洗濯物をたたむ手を止めて、彼を見る。突然の提案に言葉を失うほどに驚いた。

「新婚旅行というか、息抜きにさ。光輝も無事に生まれたし、瑠花の体調もようやく戻ってきた。光輝はまだ生まれたばかりだから、連れてはいけないけど。預かってもらえるか、母さんと父さんに頼んでみるよ。断られることはないと思うけどね」

「でも……病院は？」

　千尋がいない夏目総合病院なんて、考えられない。救急にも毎日、重症者が運ばれてくる。

「大丈夫。医者は俺だけじゃないんだよ？　優秀なドクターがうちにはたくさんいる。前からそう言ってきただろ？」

　だけど、旅行だなんて。

　返事に困っていると、千尋がふっと笑った。

「帰国してからこれまで、俺の持つものすべてを毎日ドクターたちに伝えてきたんだ。もうみんな充分わかってくれてる。俺の想像を遥かに超えてね」

　そこまで話すと、彼は申し訳なさそうな顔になった。

「それと実は……リードルにも一度顔を出しておきたいんだ。うちの優秀なドクターを、これからリードルに渡して学ばせたい。その交渉をしようと思ってる。向こうから研修の指導も頼まれてるし。……って、行き先はおのずとアメリカになっちゃうんだけど」

「本当？　アメリカに、ふたりで行けるの？」

「瑠花が嫌じゃなかったらね。指導の話を受けるよ」

　千尋と旅行に行けるだなんて。結婚したときから諦めていたのに。

「ううん。嫌なわけない。嬉しいわ」

「そう？　じゃあ行こう。途中、何回かは仕事で抜けなきゃならないだろうけど、いろいろなところに瑠花を連れていきたいんだ。前に住んでたからね」

　私は夢見るような気分で、彼の話を聞いていた。

「じゃあそろそろ、俺は少し寝ようかな」

　え……寝る？

　急に寂しさが襲ってきた。ゆっくり話せると思っていたのに。

　でも彼は徹夜明けだし、疲れがたまっているだろう。仕方ないか……困らせるような我儘は言えない。

「うん。ゆっくり休んで。私はまたお隣へ行ってるわ。光輝のお散歩に、院長と一緒に行こうかな」

　私が言うと、千尋は首を傾げた。

「なに言ってるの？　瑠花も一緒に寝るんだよ」

「え？　まだお昼過ぎなのに。私は眠れないわ」

「なに？　まさか俺に君を触らせてくれないつもり？　やっとふたりになれたのに、意地悪しないでよ。君たちのために頑張って働いてるんだから」

　千尋が片手を差しだして、私の返事を待ちながらニコリと笑う。

「おいで」

　私の心臓がドキドキと鳴り始める。

「疲れてるんでしょ……。そんなことをしたら……」

「そんなことって、どんなこと？　俺はただ、一緒に眠ろうと思っただけだよ？」

　い、嫌だ。私ったら……！

　口に手を当てながら、サッと目線を彼から逸らした。頬が熱く火照る。そんな私を見ながら、千尋はクスッと笑った。

「ごめん、いじめすぎた。嘘だよ。俺の頭の中のほうが、きっと瑠花よりすごいことを考えてる。ねえ、瑠花……ダメ？」

　はっとして彼を見る。

　優しい笑顔に、微かに甘えた表情が加わっている。千尋がその顔で誘ってきたなら、きっとどんな女性でもみんな彼に従うだろう。

「……ダメじゃ……ない。私も千尋のそばにいたいから」

　彼の手をそっと取り、ふたりで寝室へと向かう。

　医者になったり、恋人になったり、パパになったり。いつでも千尋はいろいろな顔を見せる。そのどれもが、魅力的で優しくて……。私と一生を共に生きていく、かけがえのない人があなたで、本当によかった。

　いつも、いつでも、どんなときも思っている。あなたを本当に、愛しているということを。

「瑠花」

　千尋が私を抱きしめるときの、掠れた声が好き。

「ちひ……ろ……」

　優しく、切なく、私に触れる指が好き。

「瑠花。どうして君はこんなに……俺を狂わせるんだろう」

　素直でまっすぐな、彼の愛の囁きが好き。

　彼をいつでも私だけのものにしていたい。そのすべては、私を感じるためだけにあってほしい。

　もちろんわかっている。あなたを私だけのものになんて、できはしない。あなたの指先は、明日には人の命を救う。

　いいの。それでいい。そうあるべきなの。

　だけど今は。今だけは……私だけのあなたでいてくれるならそれでいい。
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「瑠花、忘れ物はない？　……ほら、もう泣かないで」

　千尋の指が私の涙をそっと拭う。今日は彼とフロリダへと旅立つ日だ。

　私たちはスーツケースを千尋の愛車のトランクに積み、旅立つ前の挨拶を家族にする。残していく光輝と別れがたくて、私はついに泣きだしてしまっていた。光輝はなにも知らずに、優香ちゃんに抱かれてスヤスヤと眠っている。

「光輝……ごめんね。連れていけなくて」

　そんな私を、家族は優しく微笑みながら見ていた。

「瑠花ちゃん、心配しないで楽しんできて。光輝は責任を持ってしっかり預かるわ」

　お母さんに優しく言われて、さらに涙が溢れてくる。

「頼むね。光輝、今度は君も必ず連れていくから」

　千尋は眠る光輝の頬に触れた。

「じゃあ、いってきます」

　ふたりで車に乗り込み、軽く手を振る。

「兄貴!!　お土産!!」

「おう。任せて」

　優香ちゃんに返事をしてから、千尋は車の窓を閉めた。

　フロリダ……千尋が数年間、医師としてのキャリアを積んだ地。

　私はこれから数日の間に起こるであろう、彼との甘いひとときを想像して、浮き足立っていた。




　空港は人が溢れ、色とりどりのスーツケースが行き交う。

「まだ時間があるから、荷物を預けて店を見に行こうか？」

「うん。行きたい」

　そのとき、話しながら歩く私たちの後ろから、にぎやかに会話をする男性ふたりが近づいてきた。私は道を空けようと身体を移動させる。

「あれ、瑠花ちゃん？　深沢瑠花ちゃんだろ？」

　そのうちのひとりが私を呼んだ。千尋とふたりで振り返る。

「看護科だった瑠花ちゃんだよね。俺だよ、俺。生いく田た和かず樹き。覚えてるだろ？」

「……生田……先輩」

「やっぱり！　覚えててくれたんだね！」

　相変わらずのハイテンションで話しかけてくる彼を、私はもちろん覚えていた。

　高たか梨なし医療大学時代の先輩で、当時私が好きだった人だ。忘れられるはずもない。

　千尋は私の隣で、彼の勢いに唖然としている。生田先輩の連れの男性は、離れた椅子に座りに行った。

「いやあ、こんなところで会えるなんて久しぶりだね。なんだか綺麗になったね～、見違えちゃったよ。まあ、昔から可愛かったけどさぁ」

　一方的に喋り続ける彼に、答える隙もない。

「よく合コンしたよね、懐かしいな。君は酔うと、よく言ってたよね。『医者と絶対結婚してやるー！』って。あの夢は叶ったの？　あ、もしかしてまだ独身？」

「生田先輩……、私、急ぐので」

「だったら、その夢の手伝いをしようか？　今勤めてる大学病院には、若い独身の医者がわんさかいるよー。久々に合コンしよう。君も看護師仲間を紹介してよ。今はどこの病院にいるの？　今度遊びに行こっかなー」

　一気に話す生田先輩を、呆気に取られて見ていた。千尋も私と同じく、どうしたらいいのかわからないとでも言いたげな顔をしている。

　――生田和樹。誰とでも親しげで、いつもたくさんの友人が彼のまわりにいた。外科の医者を目指す彼の華やかさに惹かれていた、若き女子大生時代の私。生田先輩の取り巻きのひとりとして、かなりの時間を彼のそばで過ごした。

『瑠花ちゃん。俺、君が特別に想えてきたよ』

　彼の夢みたいなひとことで、私は……彼に初めてを捧げたのだ。

『ごめんね、初めてだったんだね。だけど俺……そういうのは、重い……っていうか』

　そう言われたとき、初めて気づいた。生田先輩の言う『特別』な女の子は、私ひとりじゃないんだって。

「瑠花、お友達？」

　黙ったままで返事もできない私を、千尋が不思議そうに見ていた。どういう知り合いかわからないせいで、自分がどう出るべきかわからないのだろう。

「あ、うん。……大学時代の先輩の、生田和樹さん。あの、生田先輩。こちらは私の夫です」

　しどろもどろになりながら軽く紹介すると、千尋は笑いながら会釈をした。

「夏目千尋です」

　彼を見て、生田先輩は驚いたように固まっている。

　生田先輩？　どうしたのかな。

　千尋を紹介した途端、生田先輩は話をやめて、千尋をじろじろと見ている。

「あの、先輩……？」

　私が呼ぶと彼は、はっとしたように私を見た。

「いやぁ、驚いたな。こんなにカッコいい人が君の旦那さんだなんて。君は地味なタイプの子だったのに。どこで知り合ったの？」

　彼がなにを言いだしたのか、一瞬、理解できなかった。

「合コンは必要なさそうだね。君は結局、努力するのを諦めて妥協して、顔だけで男を選んだんだ。医者と結婚するっていう夢は叶わなかったのかな。かわいそうに」

　カッと顔が火照る。

　この人……なにが言いたいの!?　呆れて反論することもできない。

「俺を好きでいてくれた頃の君のほうが、綺麗だったな。そんなふうに思えてきたよ。〝あのとき〟も……恥じらう顔が可愛かった」

　伏し目がちにニヤリと笑いながら言う彼の声は、笑いだしたいのを堪えているように聞こえた。

「なっ!?　……なんで……」

　怒りが湧き起こってくる。今すぐに過去の自分に会って、詰め寄って肩を揺さぶり、目を覚まさせたい。『あなたは、彼のなにを見ているの!?』と。手がわなわなと震えてくる。

「旦那さんですか。いや、いい男だなぁ。俺なんか比べ物にならないねー。まいったな。でも彼女は昔、俺を好きでいてくれてたんですよ。まあ、本当に昔のことなんですが」

「ちょっと!!　先輩!!　なにが言いたいんですか!?　やめてください！」

　千尋を挑発するような生田先輩の態度に、激しい怒りを感じる。

　この人は、まわりのすべての人に自分が一番だと思われたいのね。だから私を抱いたんだ。あのとき、私を自分のものにしようとしたんだ。ただそれだけの気持ちで。

「……いいよ、瑠花。彼は俺になにかを言いたいみたいだ」

　千尋はニコッと私に笑ってから、生田先輩に向き直った。

「時間があまりないので、お話があるなら手短にお願いします。ただし……妻を侮辱するならば、俺も黙って聞き流すことはできないですけれど」

　その顔は綺麗な笑みを浮かべているけど、瞳は笑っていない。

　一触即発の不穏な空気。生田先輩が次になにを言いだすかわからない。

「やめて。先輩、夫に話すことなんてないでしょう。もう行ってください！」

　生田先輩は闘志のこもった目で千尋を見ている。

「ああ。話はないよ。単に懐かしかっただけ。でも、君の旦那さんのほうから話したいと言いだしたんだ。旦那さん、瑠花ちゃんは医者と結婚するのが夢だったんですよ。俺はこれでも一応医者なんだ」

　千尋は彼の言葉を黙って聞いていた。私は過去にあったことを話されるのが怖くて、どうしたらいいかわからなかった。

「あんたの職業がなにかは知らないけれど、容姿だけよくてもね。彼女は幸せなんですかね。俺とあのまま一緒にいたほうが幸せだったかもしれないね」

「先輩!!」

　思わず一歩前に出て、生田先輩に詰め寄ろうとした私を、千尋がサッと手を出して制する。

「瑠花、落ち着いて。いいから」

「でも！　千尋……！」

　千尋はなんだか余裕があるように見えた。そんな彼の態度が、生田先輩にとってはさらに癪しゃくに触っているように思える。

「なんだよ……。俺はあのとき、本当は君に本気になりかけてたんだ。なのに君はあれ以来、俺を避けたじゃないか！　せっかく再会したのに……結婚してるなんて」

「嘘よ！　あなたは私を好きなんかじゃなかった。私も間違ってた。それはもう過去のことよ。あなたのことは忘れてたわ」

　怒りで震え続けている手を、ぐっと握りしめた。

　大きな声で言い合う私たちを、通り過ぎる人たちが物珍しそうに見ていく。足を止めているギャラリーもいた。生田先輩の友人も、不思議そうに私たちを眺めている。

　注目を浴びる中だけれど、恥ずかしさよりも怒りのほうが勝っていた。

「とにかく医者と結婚したい、だなんて愚かな考えは、もう卒業したの。私は……彼がどんな職業であっても結婚してたわ。先輩もそういう愛に早く気づくべきだと思いますけど」

　彼を睨みながら、やっとの思いでそう告げた。

「くそ……。バカにしやがって」

　生田先輩が呟いた直後、千尋が静かに言った。

「生田さん。人の優劣を職業や学歴で決める考えには、俺も疑問を感じるな。昔のことは俺にはわからないけれど、今の彼女はそんなことにこだわってなんかいない。俺は……確かに医者ではないけれど、ちゃんと彼女の愛を感じるよ」

「千尋、なにを言って――」

　彼は私を見て、人差し指をサッと私の口に当てる。

「偉そうなことを言ってるけど、結局あんたは何者なんだよ」

　生田先輩の質問に、私は千尋に代わって答えようと彼の指を外した。

「先輩！　彼は、実は――」

「瑠花、待って。俺が言う。俺は、えーと……そうだな、ホストです」

　顎に指を当てて考えながら答えた千尋を、信じられない思いで見上げた。

　ホスト……？　千尋が、ホスト？　待って。どうしてそんなことを。

「ちょ……！　千尋！」

「瑠花ちゃん、君は本当に変わったんだね」

　生田先輩はひとこと言ってから、向きを変えてスタスタと歩き去った。その背を見ながら千尋に尋ねる。

「どうしてあんなことを言ったの？　……ホストだなんて」

　意味がわからず、私は放心状態だ。

「ふ……っ。ふふふ。あははは」

　突然、千尋が楽しそうに笑いだした。

「ちょっと。笑ってないで質問に答えて。今からでも訂正しに行くから」

「あはは。いいんだよ。ホストだと言ったら諦めてくれるかと思って。ホストは女性の扱いが上手そうだから、勝てないと考えるんじゃないかと。俺の読みは正しかったな。あっさり引き下がっただろ？」

「でも！」

　納得できない。確かに千尋の作戦勝ちだとは思うけど、こんな嘘って。

「瑠花、いいんだ。彼はきっと、今も君に気持ちがあるんだよ。結婚したと聞いて、その気持ちが溢れたんだね。彼自身も冷静ではなかったんだ、きっと」

「千尋……ごめんなさい。本当に……私……」

　彼の優しさが、かえってつらい。『なんだよ、あいつは』と責められたほうが、気が楽になるのに。

「人は誰でも職業や見た目にかかわらず、内側に本当の自分を持ってる。それは、たとえ身体を切って開いても見えない。でも、人の命を預かる以上は、相手の思いを感じる必要がある場合も多い。俺は患者さんでも、友達でも、できるだけ心の奥から会話していきたいと思ってる」

　そう話す千尋の背後で、ガラス越しに大きな飛行機が飛び立つ。

「彼にもまた、彼なりの考えがあると思う。きっと今頃いろいろな思いが渦巻いてるよ。俺と同じように、ひとりの医師としてのね」

　私はぼんやりと千尋を見つめながら、話を聞いていた。

　生田先輩と昔からの顔馴染みであり、さらには深い関係になった私よりも、千尋のほうがあの短い時間で彼を理解したのかもしれない。

「なんて、ちょっとカッコつけすぎたかな」

　笑う千尋に、私は咄嗟に思わずキュッとしがみついた。

「千尋。私、本当にあなたが好き」

「どうしたの」

　私を抱きしめ返す彼の腕が温かい。この人を好きになってよかった。

「私、生田先輩を好きだった自分を本当にバカだと思うわ」

　比べるべきことではない。千尋と生田先輩はそれぞれまったく違う人間だ。

　だけど、生田先輩に抱かれたあの日から、彼を好きになってよかったなんて一度も思わなかった。

「瑠花、人を好きになるのに理由なんかないよ。彼を好きだった君も、今の君も、なにも変わらない。結果としてうまくいかなかったことはいろいろあるだろうけど、だからといって自分を否定しないで。俺はそんな過去がある今の君が好きだから。まあ、ちょっと妬けるけどね」

　そう。その笑顔。私のすべてを受け入れて、包んでくれる。千尋といると、自分の弱くて間違った部分も、すべてがそれでよかったように思える。

　私はあなたには、まだまだふさわしくないかもしれない。だけど、あなたが私でいいと言ってくれるから。これからもずっとそばで笑っていてほしい。

　こんな私とあなたが出会えたことを、神様に心から感謝している。
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　瑠花と飛行機の座席に座って、ようやく落ち着いた。

　空港で生田という男に出会ったことで動揺していた彼女だったが、ようやくいつもの様子に戻ってきていた。

　実は俺も生田の態度にはかなり驚いたのだが、彼も瑠花を忘れられないのだということに話の途中で気づいたせいか、なにを言われても彼を責める気にはなれなかった。

　無関心に見えたのか、そんな俺に瑠花は不安を感じたようだ。その程度のことで君を嫌になどなるわけがないのに。

「千尋、少しだけこうしててもいい？」

　新聞を広げた俺の腕に、瑠花がそっと手を伸ばしてきた。

「いちいち聞かなくても、好きにしてて」

「うん」

　腕にキュッとしがみつく瑠花が可愛くて、せっかく広げた新聞を閉じた。そのまま彼女の唇に軽くキスをする。

「……人がたくさんいるよ」

「いいじゃない。一応、新婚旅行なんだから。誰も気にしてなんかないさ」

　笑いながら言うと、瑠花は赤い顔をして目を逸らした。

「気にするわよ。ここはまだ日本なの。アメリカじゃないの」

「じゃあアメリカに着いてから、やりたいようにやろう」

「ダメよ、なに言ってるの」

『本日はご搭乗いただき、誠にありがとうございます。間もなく当機は――』

　機内アナウンスに会話を中断され、瑠花から視線を離す。通路を挟んだ隣の席に座る若い女性が、ふと目についた。

　書籍を手にし、それを睨みつけながら顔をしかめている。よく見ると、俺が医師国家試験を受けるときに使用していたものと同じだ。

　問題がわからないのかな。余計なことだと思いつつ、つい声をかけてみる。

「どれかわからない問題があるんですか？」

「……え。あ」

　顔を上げて俺を見た女性が、驚いた表情をする。

「ごめんね。その本、俺が以前使っていたものと同じだったから」

「夏目……先生？」

「え？」

　どうやら俺を知っているみたいだ。だけど……どこで？

　思い出せない。瑠花も隣で不思議そうな顔をしている。

「千尋。まさか、また……？」

　瑠花は俺と関係のある女性がまた現れたと、疑っているみたいだ。

「俺はなにも……」

　戸惑う俺と瑠花のやり取りを聞いていた女性が、クスッと笑った。

「いえ、違うんです。私、以前に夏目先生に診てもらってて。覚えてませんか？　吉よし永なが美み也や子こです」

　そう言われて、初めて顔と名前が一致した。

「みぃ……ちゃん？」

「はい！　そうです」

「まさか。驚いたな」

「私もですよ」

　彼女……吉永美也子こと〝みぃちゃん〟は、俺がリードルに赴任して最初に受け持った患者だった。

　頭部の悪性腫瘍が肥大し、重篤な状態だった。助かる望みを持って、海を渡って治療に来ていたのだ。あの当時、日本にはなかった最先端の技術と新薬での治療ができなかったら、彼女は今ここにはいないだろう。

「懐かしい。五年ぶりくらいですか。先生、あの頃とまったく変わってない。相変わらず素敵ですね」

　彼女の屈託のない笑顔も、変わっていない。変わったことといえば、綺麗な女性に変貌したことだろうか。俺は目を細めて彼女を見つめた。

「お世辞を言えるようになったんだね。元気そうで、本当によかった」

「お世辞なんかじゃないです。あのとき、みんな先生に憧れてたんですから。看護師さんも、患者さんも。担当していただいた私なんて、ずいぶん恨まれたんですよ」

「そんなことはないだろう。俺はまだまだ右も左もわからない未熟者だった気がするけど」

　隣に座る瑠花を見る。あんまりみぃちゃんとばかり話していると、まずいと思ったからだ。

　だが彼女は興味深そうな顔をして、みぃちゃんを見ていた。

「違います！　両親も私は治らないと諦めてたのに、先生が救ってくれたんですよ。ところで先生、隣の方は彼女……ですか？　ごめんなさい、いろいろ話し込んで」

　みぃちゃんも、そんな瑠花に気づく。

「彼女は俺の妻だよ」

　俺が言うと、みぃちゃんは驚いた顔をした。

「結婚されたんですか!?　先生が!?　いや、あの、すみません。医学にしか興味のない方だと思ってたから、意外で」

　みぃちゃんのほうを見て、俺はふっと笑った。

「確かにずっとそうだった。自分はそうやって生きてくしかないと思ってた」

　瑠花を見ると、彼女も俺を見上げた。

「あの頃の俺しか知らない人が、今の俺を見て驚くのも無理はない。……彼女に会って変わったんだよ。人を大切に想う素晴らしさを知った」

　瑠花がニコッと笑う。

　今は、こんなに愛しいものを知らずにいたなんて信じられない気持ちだ。

「素敵……！　私もそんな気持ちを感じてみたいです。奥様は幸せですね。夏目先生みたいな人に、そこまで想われるなんて。私が知ってる夏目先生は、リードルの中でも特に優秀で尊敬されてた憧れの存在だったんです」

「大げさだよ。必死だっただけさ」

　俺の言葉をよそに、今度は瑠花がみぃちゃんに話す。

「今もですよ。病院では〝神の手〟を持つって、ドクターたちに尊敬されてます」

「やっぱりそうなんですね。よかった、あのとき夏目先生が担当医で」

　瑠花とみぃちゃんが笑い合う。ふたりを見て、心が温かくなる。

「先生。私、五年ぶりにリードルに行くんですよ」

「え、どうしたの。まさか、また……」

「違いますよ。再発じゃないです。勉強しに行くんですよ。私、医者になりたいんです。夏目先生みたいな優秀な外科医に。私も先生のように、人の命を繋ぎたい。先生が助けてくれたこの命を、誰かのために役立てたくて」

　彼女の目から、溢れる情熱が伝わってくるようだ。

「大学で、リードルでの二週間の短期体験研修の公募があって、ダメ元で受験したんです。そしたら合格して。先生は？　日本に一時帰国した戻りですか？」

「ううん。今はもう日本にいるんだ。実家の病院を継ぐことになってね。今回は旅行なんだよ。じゃあ君は今、医学生なの？」

「はい！」

　当時はあどけない少女で、今にも崩れそうなほどに弱々しかった彼女が、病気から立ち直り、今度は誰かを助けようと努力している。

「驚いたな、医者になりたいとは。俺も今回はリードルに寄る予定なんだ。嬉しいよ、自分が助けた命がまた誰かを助けるなんて。応援する。よかったら今、勉強を教えようか」

「本当ですか？　嬉しい。あの、ここなんですけど……」

　俺は温かな気持ちで、彼女の希望に満ちた笑顔を眺めていた。




　長時間のフライトを経て、マイアミ空港に降り立ったとき、現地は夕暮れに近い時刻だった。

「うわぁ、風が気持ちいいね」

　瑠花が身体を伸ばして、はしゃいだように言う。

「瑠花、俺から離れないで。車を借りてこないと」

「車？　そうなの？　今からどこかへ行くの？」

「いや、ホテルに向かって今日は休もう。ここではバスなんかより車のほうが自由が利くから。値段も安く済むんだ」

　瑠花が感心したように言う。

「へえ、よく知ってるわね」

「一応、住んでたからね」

「あ……そっか」

　笑い合う俺たちを、爽やかに吹く風も歓迎しているかのように思えた。

「じゃあ、夏目先生。私も行きますから、ここで。ありがとうございました。会えてよかったです。病院は明日からなんで、また会えるといいですね」

「うん。頑張ってね」

　挨拶をして去ろうとするみぃちゃんに、瑠花が言う。

「あの、気をつけて。頑張ってくださいね。応援してます」

「はい。ありがとうございます」

　瑠花に礼を言うと、笑顔でみぃちゃんは去っていった。

「今回は拗ねなかったね。もう警戒するのはやめたの？」

　俺が言うと、瑠花はぷっと頬を膨らませた。

「警戒だなんて……否定はしないけど。本当は拗ねてたわ。ずっと話してるんだもの。でも彼女はいい子だったし、千尋の可愛い患者さんなんだから。夏目先生の奥さんは感じが悪い、と思われたくないでしょ」

　瑠花の言い方に、俺は笑いを堪えながら言った。

「俺のために彼女と仲よくしてくれたんだ。奥さんの自覚がちゃんとあるんだね」

「千尋ったら、意地悪。私だって楽しかったわよ。だけど、もうちょっとふたりで話してたかったかも」

「ははっ」

　そのとき、空港の出入口付近で、なにやら人だかりができていることに気づく。

「あれ……なにかあったのかな」

　そちらを見ながら呟いた直後、けたたましいサイレン音と共に救急車が到着した。

「千尋、なにか事故じゃない？」

「そうなのかな」

　出入口は次第に人で溢れ、なにがなんだかわからないほどの騒ぎになっている。

「ちょっと様子を見に行こうか」

　そう言って瑠花の手を繋ぐと、俺は早足で騒ぎのするほうへと向かった。

　そばで現場を目の当たりにして、言葉を失う。男性の身体に、【ＴＡＸＩ】と書かれた折れた看板のポールが突き刺さっている。その血の海の中心では、救急隊員とレスキュー隊員がポールを切り落とそうと救助に当たっていた。被害者の男性は苦しそうに呻き声を上げている。

「北きた村むら！　北村！　しっかりしろ！」

　被害者のそばで声を張り上げているのは、日本人だ。必死で叫ぶ男性を見て、さらに驚く。

　その人は、出発前に出会った瑠花の先輩、生田だった。

「生田先輩！」

　瑠花も彼に気づいて驚いている。俺はそのまま人垣を割って彼に近づき、叫んだ。

「生田さん！　被害者の身体を横にして！」

　俺の声に振り向いた彼が動揺する。

「喉を圧迫しないようにして！　そしてドリルの使用をやめさせて！　被害者をそのまま病院に運ぶんだ」

　言いながら、さらに人垣を避けて進む。

「はあ!?　なんだよ、あんた!!」

「言う通りにしろ!!　被害者が死ぬぞ!!」

「なに!?」

　ダメだ、信じてくれない。彼は俺が医者だと知らないので、無理もない。

　彼に指示することをやめて、瑠花の手を引いたまま被害者のそばへと駆け寄った。

　手前で作業していた救急隊員に医師資格証を見せて、自分は医師だと説明してから、バリケードの中へと入る。

「ストップ！」

　救急隊員に叫びなから、生田をどかして被害者を上から見下ろす。やはりポールを抜けば、出血のショックで危険な状態になるとわかった。

　脈を診る。まずいな。瞳孔が開きかけている。

「なんだよ、どけよ!!　お前、なにがしたいんだ!!」

　俺に飛びかかろうとする生田を、瑠花が両手で押して止めていた。

「先輩、彼は医者なの！　言う通りにして！」

「は？　なに言ってんだよ、俺が医者なんだよ！　北村は俺が助ける！」

「先輩!!　お願い！　信じて！」

　瑠花の真剣さに、生田はようやく黙った。

「マジかよ……どうなってるんだ」

　生田は呆然と俺の手元を見ている。

「生田さん、胴体を押さえて！」

「え!?」

「早く！　医者なんだろ!!」

　俺の指示に、彼はさらに青ざめる。

「ええ!?　で……できないよ！　押さえるなんて、どこを――」

「怖がるな！」

「む……無理だ、そんなの……。血で見えないのに、触ることなんて」

「早く!!」

　救急隊員が、担架を患者の横に運んできた。

　被害者が身体をよじって暴れるのを見て、生田は怯んでいる。だが、意を決したように友人の腰を掴んで押さえた。

「いいぞ、そのままで」

　俺は被害者の頭からの出血の正体を突き止めようとした。

「頭を打ってるな……。このままリードルまで運ぶ！　瑠花、荷物は預けたままでいいから君も乗って」

　救急隊員たちが被害者を救急車に素早く乗せると、俺と瑠花と生田もそれに乗り込んだ。

　救急車はスピードを上げて走りだす。

　その車内で引き続き処置を施す俺に、生田が尋ねてきた。

「あんた……何者なんだよ。ホストじゃなかったのか」

「そんなことはどうでもいい。なにがあったんだ？　事故なのか」

「ああ。北村が……空港を出た瞬間に車にはねられて、その車が看板にぶつかった。それで看板が北村に偶然刺さったんだ。助かる……よな？」

「君が助けるんだろ？　さっきそう言ってた」

「そんな……できるわけないだろ？　だいたいあんた、なんでリードルに……」

　俺がなにも答えずにいると、車はリードルの救急搬入口に到着した。

「ドクター夏目!!　お久しぶりです!!」

　出迎えたスタッフの中に、リードル時代の同僚の中なか西にしドクターがいた。

「急患なんだ。この彼の友人。彼は医者なんだよ」

　生田の背を押して前に出す。

「な……！　俺は……」

　急に紹介されて戸惑う彼に言う。

「医者なら状況を説明して。なにがあったのか。これは見ていた君にしかできないことだ」

　そのとき、奥からひとりの医師が現れた。

「ドクター夏目、久しぶりだね。明後日からまたよろしく頼むよ」

「ヒドラー教授」

　ここにいた当時お世話になった懐かしい顔が、目の前にあった。

「急患と一緒に現れるなんて、君らしいな」

　話す俺たちの横で、生田の友人、北村が降ろされる。スタッフが数人、慌ただしく北村に駆け寄った。

　するともう一台、救急車の音がした。その車から救命士が降りてきて、受け入れを頼んでいる。だがリードルでは不可能だと断られているようだ。

「千尋」

　その様子を見ていた瑠花が、俺の服を引っ張る。

「……いいか？」

　彼女にひとこと尋ねた。今でもリードルに籍を置いている俺は、アメリカでも医療行為ができる。瑠花もそれを知っているのだ。

　だが、そうしたら、こちらに来て早々に彼女をひとりにしてしまうことになる。

「うん。もちろんよ」

　その言葉を受けて、教授を振り返った。

「俺が処置します」

　教授は一瞬驚いた顔をしたが、すぐに笑顔になった。

「わかった。ドクター夏目は、最初の患者を頼む」

「はい」

　北村の担架へと駆け寄る。

　だが、ふと思い当たり、ぼんやりとその様子を見ている生田のほうを見た。ヒドラー教授に頼んでみる。

「彼にオペを見学させてくださいませんか」

　教授は生田のほうに視線をやってから、俺に向き直った。

「研修医と一緒に、モニター室に行くといい」

「ありがとうございます」

　白衣を羽織りながら、生田に言う。

「北村さんは俺が執刀する。君はモニター室で見ててくれ」

　驚いた生田は一瞬絶句していたが、すぐに返事をした。

「は……はい！」

　俺の真剣な目に、生田はぐっと唇を噛みしめて睨み返してくる。

　俺はふっと笑うと、「行こうか」と生田に言った。彼は静かに頷いた。










医者としての心




「瑠花、ごめんね。俺、手術室に入るよ。これ」

　千尋は私にサラサラと英語でメモを書いて渡した。

「ホテルの場所。タクシーの運転手に見せて、先に向かってて。荷物は空港に取りに行けるか？」

「うん。でも少し、待っててもいい？」

「だけど……」

「遅かったら、適当に戻るから」

「わかった。空港か病院かホテル以外は行かないで。ひとりで街を歩いちゃダメだよ」

　私が従わないのがわかったのか、千尋は私もここに残ることを認めてくれた。

「大丈夫よ」

　千尋はニコリと笑ってから、スタスタと足早に手術室に向かっていった。

　きっと……千尋は生田先輩になにかを伝えたいのね。

　千尋の持つ、医者としての心や技術。人としてのあり方。なにかひとつでも多くを生田先輩に伝えてほしい。

　生田先輩には、どうか医師として大きくなってもらいたい。ほんのひとときでも、私はあなたが好きだったから。




「――ちゃん、瑠花ちゃん」

　……誰かが、私を呼んでいる？

「瑠花ちゃん、起きて」

　肩を微かに揺すられて、そっと瞼を開いた。

　心配そうに私を見下ろす目。それは……千尋じゃない。

「生田先輩……？」

「風邪ひくよ。ずっとここにいたの？」

　いつの間にか待合室の長椅子に横になって、うとうとしていたみたいだ。

「手術は？　どうだったんですか!?」

　突然起き上がった私に、生田先輩は驚いてよろける。

「うわ、びっくりした。急に起きるから」

「終わりました？　うまくいったんですか？」

「うん……無事に終わった。北村は生きてるよ」

「よかった……」

　私は安心して、ストンと椅子に座った。

「夏目ドクターが……北村を救ってくれた。あいつは大切な親友なんだ。しかしホストだなんて、冗談キツいよな」

　生田先輩は軽く頭を掻かいて、俯いた。

「正体は医学博士かよ。なにがホストだ」

「……すみません」

「いや、謝らないでよ。俺が悪かったんだ。君に会えてとても嬉しかったのに、突然モデルみたいな人を旦那だって紹介されてさ。ついカッとなっちまって。……悪かったよ」

　私がクスクス笑うと、生田先輩も笑った。その笑顔は憧れていた頃と変わらないものだった。

「先輩……今さらなんですけど、聞いていいですか」

「ん？」

「あの夜のこと。当時……特別だったのは、私だけですか」

「え……」

　過去のことを蒸し返しても、時をさかのぼることはできはしない。だけど中途半端な状態で、これから先も後悔し続けたくはない。初めて男性の肌に触れた夜の出来事を、事実として目を背けずに捉えたい。

『過去の君も今の君も、なにも変わらないよ』

　頭の中で千尋の声がする。

　千尋に胸を張って言いたいの。後悔などしてはいない、と。

「君だけだったよ。……好きだった。バカだよな。どうしたらいいのかわかんなくなっちまって、『重い』だなんて言ってさ。俺、いい加減なやつだったから、テンパッちまって。あのとき素直になれてたらって思うよ」

「先輩……ありがとう」

　涙が溢れて止まらない。顔を手で覆って泣く私の頭を、生田先輩が優しく撫でてくれる。

「今さら、君の旦那と張り合っても無駄だったよ。そもそも俺は、あのときに勝負することをやめてたのに。バカだよ……マジで。しかも相手が悪すぎだ。完敗だな」

「そんな……」

　今、私の髪を優しく撫でる手は、あの頃の私がなによりも欲しかったもの。

　……そうだね、千尋の言う通りだわ。自分を否定しても過去は消えない。それをすべて含んだ私を、あなたは愛してくれている。

「そろそろ妻を返してもらってもいいかな……生田くん」

　ふと背後から聞こえる声に、顔を上げてそちらを見た。

「夏目ドクター……！」

「千尋」

　生田先輩はガタッと立ち上がって、千尋のほうを向いた。

「北村さんの容態は安定してるから、君も一旦ホテルに戻るといい。ヒドラー教授にあとを任せてきた。明日から一ヵ月、ここで学ぶんだろ。身体を休めないとついていけないよ」

「でも、北村についていてやらないと」

「リードルの中堅医師養成コースは、遅くまで授業がある上に課題もどっさり。毎年何人もの脱落者が出るんだ。君が最後まで残ると信じたいからね」

「明日からって……。先輩、リードルに留学に来たんですか？」

　私は驚いて生田先輩を見た。

「ああ……北村も一緒にね。本当、ツイてないよなぁ。君の旦那さんが夏目ドクターだったなんてな。リードルの医学博士だと気づいてたら、点数を稼げたのに」

「頼んでみるといいですよ。千尋はとても優しいから、きっと先輩の力になってくれます」

　私たちの会話を笑顔で聞いていた千尋が、片目を軽くつむって言った。

「そうだなぁ。賄わい賂ろ次第かな」

「……え」

　先輩が固まる。私と千尋は「ぶっ」と吹きだした。

「なんだ、また冗談かよ……」

　先輩はそう呟いて一緒に笑った。

　たとえどんな出会いであっても、常に人を許し、受け入れる。どれだけ過酷な現実に向き合おうと、それを乗り越えてすべてを笑顔に変えていく。

　そんな千尋だから、誰もが彼を心から尊敬する。リードルで私が見た彼のさらなる魅力に、またしてもより深く彼を好きになる。

　千尋もきっと、ここでいろいろな出会いと経験を経たから、今の彼がいるんだろう。

　人のために惜しむことなく自分が持つものを与えて、その相手からかけがえのないものを与えられてきたであろう千尋。彼のような人と深く愛し合えることは、私にとって人生最大の奇跡であり、喜びだ。

「じゃあ、瑠花、行こうか。生田くんもゆっくり休んで。今日はお疲れさま」

　生田先輩に千尋が笑いかける。生田先輩はぼんやりと千尋を見ていたけれど、すぐに我に返った。

「はいっ。ありがとうございました！」

　かくっと腰を折って、千尋に頭を下げる。

　初対面で彼に悪態をついていた生田先輩とは、別人みたいだ。そもそも、本気でホストだと思っていたのかしら。千尋ならそれも案外似合うわね。実は天職かも。彼にエスコートされるホストクラブなら、貯金をはたいて通っちゃいそう。

「瑠花、行くよ」

　千尋に手を引かれて歩きだす。

　病院の外に出てタクシーを待ちながら、隣の彼の顔を見上げる。

「ん？」

　すぐに私の視線に気づいた彼がこちらを向いた。

「千尋って……男性にまであんな顔させちゃうのね。生田先輩、完全に千尋に恋してたわ」

「あんな顔？　恋？　……なんの冗談？」

　まったくの無自覚。そんなところがいいのだけど。

「あなたに見とれていいのは私だけなのに。妬けちゃう」

「意味不明なことで拗ねないでよ。こうしたら許してくれる？」

　彼が、私に唇を重ねてきた。

「……ん……」

　ずるい……いつも私が一番欲しいものを、素早く与えてくる。あなたにこうして甘やかされ続けて、私はますます我儘になっていく。

　そっと唇を離すと、私の目の前にあるのは、いつもの優しく綺麗な笑顔と濡れた唇。また早くあなたのすべてに包まれたくなる。怒りなんて感じる余裕もなくなる。

「瑠花、怒らないで。愛してるよ」

　耳にキスされながら囁かれると……もう、ダメ……。

　あなたの仕掛けた罠わなは、いとも簡単に私を捕らえる。

「千尋……好きよ」

　あなたを愛している。もっと私を奪ってほしい。










愛しき人よ




　ホテルの部屋にたどり着き、ドアを閉めた途端に、千尋の熱い吐息が私の首筋に注がれた。

「早く瑠花に、こうしたかった」

　彼の囁きが今日も、私の胸を優しく締めつけてくる。

　あなたが医師である以上、今日のような場面では、あなたは私から離れる。その情熱は患者へと向かう。いつだって、あなたの手は私だけのものにはならない。でも、こうしているときは私だけを見て、触れて、感じてくれる。

「千尋に……触れられると……いつも身体がおかしくなるの。あなたの指は、まるで麻薬ね」

「麻薬？　……ふふっ。医者に言う台詞じゃないね」

　彼の柔らかい髪が、私の顎をくすぐる。私の胸元で唇を這わせる彼の背中をそっと撫でる。

「本当のことを言うとね、俺は生田くんに対して全然余裕なんてなかったんだ。市村ドクターのときも、大田ドクターのときもね。瑠花が誰かにさらわれることがなによりも怖い、臆病者なんだよ」

　あなたが不安を感じる必要なんてない。私を毎日、一日も欠くことなく、ときめかせるのだから。

「千尋だけよ……。あなたしか……いらないの。あなたしか見えない」

「瑠花……。俺が冷静さを失うのは、君に対してだけだよ。こんなに愛したら、君はまた逃げたくなるんじゃないかって、不安になる」

　囁かれながら、一枚ずつ取りはらわれていく衣服。素肌に触れて、溶け合って、なにもかもがひとつになれたなら、この切なさは和らぐのだろうか。

「だけど止められない。瑠花への愛を抑えられない。なにもかもを俺から奪って……瑠花はどうしたいの」

　千尋はそう言って、私の唇を呼吸ごと塞いでいく。

「……んっ！」

　あなたにそうされたら……愛をとめどなく心に流し込まれたなら、私は身動きひとつできなくなってしまう。

　白衣の襟元や、患者を見つめる優しい眼差し。医療器具を自在に扱う器用な指先や、溢れる知性。あなたを取り巻くなにもかもを、閉じ込めて私だけのものにしたくなる。

　今だけ……どうか今だけは、私ひとりのものでいて。

　そっと唇を離し、私を見下ろす艶やかな視線。その瞳に、今は私だけを映していて。その目で他のものを見ないで。

「瑠花。君を……今夜は、壊してもいい？」

「千尋……。あなたに……そうされたい」

「瑠花……！」

　これまで、いたわるように、壊さないように、優しく私を包んできた腕が……直後に、獣にでもなったかのように熱を帯びて、私を初めて行く場所へといざなう。

「あ……っ」

　彼に愛されて、身体中がしっとりと熱を帯びてくる。

　……知らなかったわ。千尋が甘いマスクの裏側に、こんな一面を持ち合わせていたなんて。私は今まで、彼のなにを見てきたの？

　優しいだけの、落ち着きはらった穏やかなドクターだと思っていた？　その唇は、甘い愛しか囁かないとでも？

　千尋も激しい欲情に駆られてしまえば、相手のすべてを手に入れたがるひとりの男性だということを初めて知った。普段のあなたは完璧で、誰かのために努力を惜しまなくて、自分の欲望を出すことなんかはしないから。

「瑠花……愛してる。どうにかなりそうだ」

　私は彼の言葉に答える余裕すらない。ただ受け止めて、その熱い身体を抱きしめ返すだけ。ますますあなたに溺れていく。

　もっと、もっと……あなたの欲望に触れたい。感情の赴くままに、私を強く激しく求めて。

「瑠花。君に全部あげる。俺を全部。もう俺は瑠花から離れられない。俺の愛を、すべて君に……」

　美しい瞳が、唇が、次々に見せてくれる、とろけるような甘い夢。

　……信じても、いいの？　あなたがこうしてなにもかもをさらけだすのは、私の前だけだと。これまでも……これからも？

　あなたみたいに、雲の上を悠然と歩いてきたような人が、私なんかに囚われたのは、いったい、なぜなの？




「瑠花、起きて。……瑠花？」

　優しく声をかけられて、うっすらと目を開ける。

「……おはよう。ごめんね、起こして」

　目前にあるのは、綺麗な笑顔。何度見てもその美しさに魅せられる。

　お互いにうつ伏せで、顔だけを横に向けて見つめ合う。枕に半分顔が埋まっている千尋が可愛くて、彼にキスしたいと思った。

　私は頭を持ち上げて、上から千尋を見下ろした。仰向けになった彼が私を見上げる。まるで子供みたいに、ねだるような視線。

　そっと頭を落として、彼の唇に触れる。わずかに開いた口からふたりの息が零れ落ちる。

　どうして唇を重ねただけで、千尋のなにもかもが欲しくなるのだろう。あなたとこのまま溶け合って、ひとつになって……。

　千尋の首筋にそのまま、唇を移動していく。

「ふふ。瑠花、くすぐったい」

　寝起きの掠れた声で彼が笑う。滑らかな肌を首筋に沿って舐なめる。

　あなたを感じていたい。

「ん……ちょっと待って、瑠花」

　肩を掴まれ、唇を離される。

「……どうして？」

「夜が明ける前に、海に行きたいんだ」

「え？」

　海？　どうして……。

「歩いてすぐだから。マイアミのビーチは驚くほどに美しいんだ。水が透き通ったブルーで、朝日が昇るとオレンジと溶け合って……。そんな海を、瑠花に見せてあげたくて」

　朝日？　ブルーと……オレンジの……。

「行く。……行きたい。見せて」

「よし、シャワーを浴びてからね。昨日、ちょっと張り切りすぎちゃったから汗だくだよ」

「もう……バカ」

　千尋に手を引かれてシャワールームへ行き、一緒に熱いシャワーを浴びる。彼は優しく私を泡で包んで、洗ってくれる。

　ふと、私の鎖骨の辺りを指でなぞりながら、千尋の顔が曇る。

「どうしたの？」

「ごめん。昨夜、俺……止まらなくて。痕が」

　鏡を見ると、そこに浮かび上がる情熱の証。

「いいの。……むしろ、こうされたほうがいい。千尋の本当の部分が見えるから」

「いつだって俺は俺。本物だよ。だけどこんな抱き方をしてたら、瑠花に拒まれちゃうね。気をつけるよ」

　私はちっとも嫌じゃなかった。気を失いそうになるほどに、あなたを感じることができたの。

「嫌。激しいほうがいい。もっと奪ってほしいの」

「え」

　……あ。言ってから恥ずかしくなって、顔を手で隠した。

「そうなの？　いや……そういうのが好きだとは気がつかなくて」

「やっ、待って。違うの、違うのよ。ああ……私ってば、なに言ってるの」

　オロオロする私を見て、千尋はクスッと笑った。

「瑠花、可愛い。じゃあ今度からは優しくも、激しくもする。それでいい？」

　カーッと顔が火照る。

「もう、やだ」

「瑠花に対してはね、いつだって頭の中はそういうことばかりだよ」

　優しくキスされながら思う。

　本当に、医局のみんながこんな千尋を見たら卒倒するはずだ。エリート医師というよりは、ただのエッチなお兄さんだもの。










海に光るダイヤモンド［千尋Ｓｉｄｅ］




「まだ少し肌寒いね」

　海岸に着いて砂浜に座り、真っ黒な海にふたりで向き合った。

　自分の腕をさする瑠花の肩をそっと抱き寄せ、俺の足の間に座らせる。

　後ろから腕を回して抱きしめて、彼女の身体を包むと、ポコッと頭を俺の胸につけてきた。

　この地に降り立った瞬間に起こった事態を、思い返す。

　医者としての使命感が、またしても彼女をひとり取り残すことになった。そんな俺を責めるわけでもなく、ただ受け入れてくれる愛しい妻。

「光輝、どうしているかしら。連れてきたかったね」

「お姫様みたいな感じで尽くされてるさ。……じいやがそばに張りついてる」

「まあ。院長をじいやだなんて。我儘にもほどがあるわ」

「父さんは本望さ」

　静かに笑い合う。

　……そのとき。真っ暗な闇の中、彼女の綺麗な顔にそっと光が射し、影が現れる。

「あ、出てきた。見て」

　俺が海の向こうに目をやると、瑠花もそちらを向いた。

「うわあ……」

　小さなダイヤモンドみたいな輝きが、光の筋を無数に放ちながら、みるみるうちに大きな輝きへと変わっていく。

「光輝の名前を考えてたとき……初めにこの情景が浮かんだ。それに、心優しい輝子さんの名前を合わせて。君に、ここへ来たら必ず見せたかったんだ。俺は行きづまったときに、何度もこの輝きに助けられたんだよ」

「本当に綺麗……。私、一生忘れないわ。千尋と見た、今日の光を」

「よかった。瑠花ならきっと感動してくれるって信じてた」

　やがて光は、海にも幾多の輝きを解き放つ。キラキラと辺り一面が光り始める。

「瑠花にこれを。今日の記念に」

　俺はポケットから取りだしたものを、彼女の首にかけてあげた。

「……え。……なに？」

　そのネックレスは半分が深いブルーの石、もう半分は温かみのあるオレンジの石で輝いている。俺は後ろの鎖のホックを留めながら言った。

「出張で行った先の宝石店で、たまたま見つけた。マイアミの朝日に似てると思って買ったんだ。……はい、できた」

　彼女の髪を、ふわっと鎖の外に出してあげる。

「わあ……素敵。ありがとう、千尋」

「いいえ、どういたしまして。君がそんなに喜ぶのなら、これからもたくさん買ってあげる」

「ううん、もう充分。私、大切にするわ。このネックレスも、あなたも、光輝も……。千尋にもらったものすべてが私の宝物なの。宝石、心、安心、光輝、愛……幸せと、時間……それから……」

　ギュッと彼女を抱きしめる。俺にとっても君は、かけがえのない愛しい人だ。

「千尋……？」

「この海に……朝日に、誓う。君を一生、大切にする。俺は医療しか取り柄のない医学バカだから、ときには不安にしたり、君を放って誰かのために必死になったりするだろう」

　これまでも、些細なことでずいぶん君を悩ませてきた。

「だけど忘れないで。君がいるから、医者であり続けられる。君がいるから、人間らしい感情を持てる。瑠花が俺のすべて。自分でも呆れるほどに、君を愛してる」

　海は青く澄んだ光で、朝日は輝くオレンジの光で、抱き合う俺たちを優しく照らす。

「……やっぱり、あなたは名医だわ」

「え……」

「私を心から元気にしてくれる。誰に対しても……幸せという特効薬で人の気持ちを満たすのよ」

　俺が名医なら、君はその原動力。気づいているかな？

　瑠花、ありがとう。これからも溢れる愛で君を優しく包んで、この胸に抱いて生きていこう。

　すべては君のために。愛している。永遠に。

　偶然出会ったあの日のことは、きっと運命だったんだね。

『……あの、大丈夫ですか？』

　初めて瑠花が俺に対して言った言葉。

　……うん、大丈夫だよ。君がそばにいてくれるならね。

「ねえ、千尋。今日はリードルに行かなくてもいいんでしょ」

「うん。昨日の北村さんの容態だけ見てくるつもりだけどね。あとは明後日、授業の教きょう鞭べんを取らなきゃならない。それ以外は瑠花とひたすら遊ぶ!!」

「そうなの？　やった!!　じゃあ、今日はこの海で泳ぎたい！」

　両手を上げて喜ぶ瑠花を、太陽が照らす。

　綺麗で、眩しくて、目を細める。

「いいよ。実はマリンスポーツも得意なんだ。ここにいた頃に散々やってたからね。瑠花をもう一度惚れさせてやろっかな」

「じゃあ私もビキニで対抗ね。惚れ直すわよ～」

「ダメ、却下。水着は買い直し。可愛いのを買ってあげるから。ただしワンピースね」

「ええ～、なんなの!?　千尋のワンマン！　横暴！」

「瑠花の素肌は俺だけのもの。誰にも見せない。この太陽にもね」

「バッ……バカ。なに言ってるの」

　本心だよ。ずっと俺だけの君でいて。これからも、こうして笑って、怒って、ふざけて、愛していくから。

　俺をずっと支えてほしい。明日には誰かを救うために。

　君の笑顔があれば、頑張れるから。白衣の下の俺は、すべてが君のものだよ。

　俺と出会ってくれて、愛してくれて、ありがとう。

　何度でも、君に聞こう。

「ね、瑠花、聞かせて？　俺を……愛してる？」

　瑠花のそのひとことが、たくさんの命を救うから――。
















特別書き下ろし番外編

甘くて意地悪な、愛のお仕置き
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「次の方、どうぞ」

「よろしくお願いします」

　看護師の案内に従い、次の患者が診察室に入ってきた。今日は午前中は内科の外来に来ている。週明けだからなのか混雑していたが、ようやく最後の患者になった。

「今日は、どうされました？」

　言いながら、座ったままで振り返る。

「あ……千尋？」

「小お倉ぐら？」

　患者の顔を見て驚いた。そこには、十年以上会っていなかった友人がいた。

「驚いたな。久しぶり」

　笑いながら言うと、彼も笑顔になった。

「本当だな、懐かしいよ」

　小倉は俺の目の前にある患者用の椅子に座ってから、軽く手を上げた。その手にパンッとハイタッチをする。一瞬、時間が戻ったような感覚になった。

「ははっ。千尋が本当に医者になってる。なんだか不思議な感じだ」

「そうだな。まさか患者として君が現れるとはね」

　実は彼は、俺と同じ医学部の友人だった。

『これから長い付き合いになるな。よろしく。俺と仲良くしてくれないか』

　入学して間もない頃、先に声をかけてきたのは小倉のほうだった。成績もよく、人懐っこい性格だった彼は、すでにたくさんの友人をいち早く作って楽しそうに過ごしていた。

『こちらこそよろしく』

　勉強を優先させるために、大学では誰かと仲良く遊ぶつもりなどなかった俺だったが、小倉に誘われて学友の輪の中に入り、いつしか多くの友人に囲まれるようになった。その中でも彼とは、あの頃一番親しかったと思う。

　だけど、入学してから一年が経とうとしていた頃、彼は急に大学に来なくなってしまった。

　いったいなにがあったのかと心配していたが、そのうち彼が休学したと聞いた。俺にひとことの相談もなかったことに、ショックを受けたのを覚えている。

　そういった心情が、彼と疎遠になった直接の原因だが、学業に追われていたせいもあって、彼に会いに行くこともできないまま、いつしか月日は経っていた。

「あれから……どうしてたんだ？」

　尋ねると小倉は、躊躇うこともなく笑いながら答える。

「休学してからのこと？　社会に出て働いてたんだ。いつかは大学に戻るつもりだったけど、結局違う道を見つけたから退学した。よくある話さ。あのときは連絡しなくて、本当に悪かったよ」

　申し訳なさそうに言う彼に、俺は首を横に振った。

「いいんだ。他にやるべきことを見つけられたのなら、よかった」

　小倉は俺の言葉に、ほっとしたような表情になる。連絡をしなかったことに、彼も少しは責任を感じていたのだとわかった。

「今では俺も、社員を十人雇う社長なんだぜ。内装工事の会社なんだけど」

「へえ。すごいな」

　共に医学を志した仲間の、現在の姿に感服する。

「千尋……それって」

　小倉が突然、俺の胸の名札を指差す。

「え？　なに？」

「【院長・夏目千尋】って、千尋がこの病院の院長なのか？　本当に？」

　俺は、やれやれとばかりにため息をついた。

「ああ、これ。先月からね。父が我儘で院長職を引退してしまって。今は一歳の孫娘に毎日構う甘い祖父になってるよ」

「子供？　千尋のか？　驚いたな、結婚したのか」

「そんなに意外か？」

　笑いながら楽しく話し込んでいたが、ふと気づく。

「ところで、今日はどうしたんだ？　なにかあった？　胃が痛むのか？」

　小倉が記入した問診表を見ながら尋ねる。

「ああ……そうなんだ。実は、吐血してしまって。少し下血もある」

「そうか。ちょっとそこに仰向けになって、服を捲くって」

　彼は俺の要求に素直に従った。

「ここは？　押すと痛いか？」

　腹部をぐっと押さえると、彼は顔をしかめた。

「痛い」

　そう言われて腹部から手を放し、触診をやめる。

「吐き気や胸やけは？」

「ある。最近は毎晩だよ」

「じゃあ一応、造影検査を受けてもらわないといけないかな。胃の中を診ないと」

「造影って……バリウムか。苦手なんだよな」

　彼は嫌そうな顔で俺を見た。

「必要な検査だから、気の毒だけど避けられないよ。今日はもういいから、受付で次の造影検査の予約だけして帰ってほしいんだ。今週中に受けられるように手配しておくけど、今日は受付が混雑してると思うから、早めに予約票を受け取ってきてくれ。受付の時間が終わってしまう」

「そうか、わかったよ。……まさか、胃がん……とかなのか？」

「今はまだなんとも言えないけど、おそらく胃潰かい瘍ようか十二指腸潰瘍じゃないかと思うから、あまり心配しないで」

　カルテを記入しながら、彼を見ないままで答える。

「潰瘍も、初めは胃がんと同じ症状になるよ。詳しい結果は検査を受けてからだな」

　記憶の片隅に多少なりとも医学の知識が残っているであろう彼に、嘘を言っても仕方がない。

「そうか。いやぁ、がんだと思って焦ったよ」

　ようやく記入を終えて、俺は立ち上がった。

「今日は俺もこれで外来が終わりだから、一緒に行くよ。この診察室の前で少しだけ待ってて。小倉の検査の日は、俺が診るから」

「ありがとう」

　会計のファイルを看護師に渡してから小倉を見ると、彼は安心したような笑顔を見せた。




　しばらくしてから診察室を出ると、小倉は俺に言われた通りに待っていた。

「ごめんな。お待たせ」

　笑顔で応えた彼と共に廊下を歩いていく。すると前方から、見慣れた看護師が近づいてきた。

「千尋」

　瑠花が笑顔で手を振っている。

「瑠花、終わったの？」

「うん。私は今日は午前で終わり。今から光輝と買い物に行くの」

「へえ、いいな。俺も行きたいなぁ」

　俺の返答に、瑠花は可愛い笑顔を向けてくる。

「ダメよ、デートなんだから。パパは邪魔」

「ははは、ひどいな。気をつけて行ってきて。あ、そうだ」

　そこまで話してから、一緒に歩いていた小倉に瑠花を紹介しようと彼を振り返る。

「瑠……花？」

　すると、まだ紹介していない瑠花の名を、小倉が小さな声で呟いた。

「え……。瑠花を知ってるのか？」

　驚いた顔の彼は、瑠花を見たまま返事をせずに固まっている。

「もしかして、京きょう輔すけくん？　……本当に？」

　瑠花もそんな彼を見て呟いた。ふたりを見比べて、俺も驚く。

　いったいどういった知り合いなんだろう。そう考える俺に、瑠花が説明する。

「あのね、昔、隣に住んでたの。私が小学生の頃に、京輔くんは引っ越してしまって。あの頃、私がひとりで家にいる日はよく一緒にいてくれたのよ」

「そうなの？　小倉は俺の友達なんだ。すごいな、こんな偶然があるなんて。小倉、瑠花は俺の妻だよ」

　俺は興奮気味に小倉に言った。彼は俺と瑠花を見比べて、さらに衝撃を受けたような顔になる。

「妻？　瑠花が千尋の？　……そうなんだ、瑠花と結婚したんだ」

「ああ。いや、本当に驚いたな。まさか小倉が瑠花とも知り合いだったなんて」

　嬉しくなって言う俺に、瑠花も賛同する。

「本当にすごいわ。なんだか運命的ね。懐かしい、久しぶりだわ。ずっと会いたかったの」

「俺もだよ」

　小倉が瑠花に微笑むのを見てから、俺は時計に目をやった。

「あ、ヤバい。内科医局にカルテを置いてこないと」

　ふたりから離れ、振り返りながら後ろ向きに歩いて言う。

「小倉、すぐに予約票を取りに行ったほうがいい。じゃあ俺はこれで」

「わかった。このまますぐに行くよ」

「私、今日は夕方には帰るわ」

　それぞれの言葉を聞いてから、俺はふたりに背を向けて先を進む。

　院長に就任してから、医局長職は解任されたが、これまでよりもさらに目まぐるしく忙しい毎日に追われていた。

　だが、立ち止まることなどできない。守るものがある限り、俺の使命は続く。

　そんな中、最近の俺の唯一の癒やしが、瑠花と光輝の笑顔だった。










思い出される彼の笑顔




「やっぱり、あいつはカッコいいよな。すごいな、あんなに恋愛に興味がなかった男を、どうやって落としたの。千尋が結婚してるとは本当に驚いたよ」

　歩き去る千尋の後ろ姿をふたりで見つめながら、京輔くんが言う。

「俺の知ってる千尋は、どれだけ女の子に騒がれてもまったく動じなかった。周りからは冷徹で淡白なイメージを持たれてたな。でも今は全然違う。人はそんなに変われるものなのかな。あいつ、無理してないといいけど。……あ、ごめん。嫌な意味じゃないよ」

「ううん、いいの。私もいつも思ってる。だけど、落とすだなんて。好きになった人が千尋だっただけよ。私だって驚いたわ。まさか京輔くんが千尋と友達だなんて。引っ越し先はこの近く？　千尋とは学生時代に知り合ったの？」

　私の問いかけに、京輔くんは困った顔で笑いながら答える。

「実は、ほんの少しの間だけ名めい東とう大学の医学部にいたんだ。すぐに中退したけど。千尋とはそのときに出会って」

「そうなの!?　名東の医学部って、すごい。確かに京輔くんは頭がよかったもんね。だけど、どうして大学を辞めてしまったの？」

「なんだか違うような気がしてさ。俺の居場所はここじゃない、って思ったんだよな」

「そうだったんだ……。ちょっともったいないね」

「まあね。でも、後悔はしてないよ」

　変わらない。あの頃、病気がちだった父のことで落ち込んでも、この笑顔がそばにあって救われた。

「だけど……ひとつだけ心残りがあった」

「え？」

「瑠花を……あのとき、ひとりにしてしまって。お父さんのこと、大変だったよな。そばにいてやれなくてごめんな」

　鼻の奥がツンと痛んだ。よく一緒に遊んでくれた優しい京輔くんは、まるで本当のお兄さんみたいで、当時の私にとって頼りになる、かけがえのない存在だった。

「確かに、京輔くんに会いたいと何度も思ったわ。でも、もう大丈夫。今は千尋がいるから」

　話しながら歩きだした。千尋が早く受付に行くよう彼に言っていたからだ。

「そうか。だけど結婚したってことは、瑠花はあのときの約束は覚えてないってことだね」

「約束？　なに？」

　立ち止まって聞き返す。

　約束なんて、したかしら。まったく記憶にない。

「本当に忘れたのか。小さな頃に、何度も俺に言ってたのに」

　京輔くんが私を睨む真似をする。

「ごめんなさい。覚えてないわ」

「『瑠花は京きょう兄にいと結婚する。お嫁さんになってあげる』って、いつも言ってただろ」

　それを聞いて、力が抜ける。真剣に答えを考えていた自分がバカみたいに思えて、小さく吹きだした。

「ふっ、ふふふっ。私ったら、そんなことを言ってたの？　マセてたのね。なぁんだ、私はてっきり、もっと大切な約束だと思ったわ」

　再び歩き始めた私に合わせて、彼も足を動かす。

「俺にとっては大切だったよ。ここで君に会って思い出した」

「なんだ。京輔くんも忘れてたんじゃない」

　私が言うと、彼もおかしそうに笑う。

「確かにそうだけど、俺は身体を空けて待ってただろ。瑠花は俺を裏切って結婚してしまってさ。ひどいよな」

「調子いいのね」

　お互いの顔を見て大笑いをした。こうしてよく笑っていた過去の日々を思い出し、心が温かくなる。

「実はさ、少し前から体調が優れなくて。体重も一気に減ってしまってさ」

　突然、違う話を始めた彼を見上げる。

「とうとう吐血したから今日は受診したんだ。偶然、そんな俺を診察した医師が千尋だった」

「吐血？　大丈夫なの？」

　私が尋ねると、彼は緩く笑った。

「ああ。千尋には、あまり心配するなって言われた。おそらく胃潰瘍か十二指腸潰瘍だろうって」

「じゃあ大丈夫ね。千尋はたくさんの人を救ってきた名医なの。アメリカで博士号も取得したのよ」

　得意げに言うと、彼は口を尖らせる仕草をした。

「なんだか妬けるなぁ。昔は俺と相思相愛だったのに、今はなんだか千尋が好きでたまらないみたいに聞こえるな」

「当たり前でしょ。好きでたまらないに決まってるじゃない。学生時代も女の子に騒がれてたのかもしれないけど、今だって変わらないのよ。みんな彼に憧れてるの。それでも私が彼に選ばれたのは奇跡だわ」

　うっとりしながらのろけると、京輔くんは私のおでこをツンと指ではじいた。

「相変わらずバカだな。俺じゃなくて本人に言えよ」

　おでこを押さえながら言い返す。

「言ってるわよ。『好き好き大好き』って毎日、彼が呆れるほどにね。……嫌だ。本当に呆れられるんじゃないかしら」

　言いながら急にそう思えて、笑うのをやめる。

「……もしもあいつに捨てられたら、俺が瑠花を拾ってやるよ。今さらだけど、約束を有効にしてやってもいい」

　立ち止まって、彼を再び見上げた。

「もう。冗談ばっかり言って」

　そう言ってから笑っていると、彼がぽつりと呟く。

「半分、本気なんだけど。ずっと好きだったよ」

「えっ」

　びっくりして固まっている私を見て、今度は彼が笑った。

「あはは。本気にした？　冗談に決まってるだろ、単純だな。千尋も瑠花の相手は疲れるだろうな」

「ひどーい。なによ、それ」

　彼を叩く真似をする。

「おっと、危ないだろ。瑠花はとろいんだから、俺を叩くのは無理だよ」

　私をひらりとよける彼を見て、私も再び笑った。

「もう。本気で怒るわよ」

　共に過ごしたのはずいぶん昔のことなのに、そんなふうに思えない。彼の持つ、人当たりのいい独特の雰囲気が好きだった。一緒にいると安心できる。

　まるで自分が少女に戻ったような感覚が、懐かしくて心地よかった。










甘い企み［千尋Ｓｉｄｅ］




「……ずいぶん楽しそうだね」

　ずっとふたりの様子を背後から見ていた俺が声をかけると、彼らは揃ってこちらを向いた。

「千尋、どうしてここに」

　瑠花が驚いた様子で俺を見ながら言った。

「内科医局から戻るところだよ。偶然、君たちを見かけてね」

　腕を組んだまま話す。

「それで？　検査の予約票は受け取った？」

　小倉に向かって尋ねた。

「これからだよ。どうした？　なにか怒ってる？　……まさか、妬いてるのか？　俺を相手に？」

　からかうように言われ、むっとしたが、余裕のあるふりをする。

「まさか。君たちはただの幼馴染みだろ。そんなことはわかってるのに、妬いたりするはずない」

「へえ、寛大じゃないか。じゃあ……こんなことをしても妬かないか？」

「きゃっ」

　突然、小倉が瑠花を背後から抱きしめる。

「なっ……！」

　思わず一瞬、驚いた顔をしてしまう。

「平気じゃないだろ？　怒ってもいいよ」

「ちょっと！　京輔くん！　放してよ」

　そう言いながらも、瑠花はそんなに嫌がってはいないように見えた。笑いながら彼の手をパシパシと叩いている。

「……いや。こんなつまらない挑発に付き合うつもりはないよ。早く行かないと、受付が終わってしまうかもしれないと言ったよね。胃が痛いんだろ？　検査が再来週以降になると、もっと痛くなるよ？　いいのか？　それとも、バリウムはやめて胃カメラにしようか」

　平静を装ったつもりだったが、つい小倉を睨んでしまう。そんな俺を見て、彼は瑠花を抱く腕をパッとほどいた。

「そ、そうだよな。痛いのはごめんだ。胃カメラも勘弁したい。早く予約しないとな。じゃあ瑠花、千尋。俺、行くよ。またな」

「ああ。検査の日にまた」

　怯おびえた様子でそそくさと立ち去る彼を、横目で見ながら答える。

「瑠花、君は小倉から逃げなかったね。楽しそうに笑ってた」

　彼女に聞きながら、その目をじっと見つめた。

「嫌だ、楽しそうだなんて。驚いただけよ」

「昔話は楽しかった？　小倉は優しかったか？」

　嫌味のつもりで聞いたのに、彼女は嬉しそうに言う。

「うん。変わってなかったわ。優しかった。千尋の友達だったことが、本当に嬉しい」

　ずっと抑えていたけど、我慢できない。

「君はなにもわかってないようだ。俺が人一倍、独占欲が強いことを忘れたの？」

「え？」

「ふたりで俺をからかって楽しかった？」

　腰を折って、彼女の目にぐっと俺の目を近づける。

「千尋？」

　至近距離から見た瑠花の瞳には、動揺が広がり始めた。

「あの……人が……見てるから」

「人目なんか、どうでもいい」

　瑠花を見て、俺はニヤリと笑う。

「いいよ、正直に言おう。小倉の言う通りだよ。彼と瑠花が仲良く話してるのを見て、面白くなかった。今夜、教えてあげる。……俺がどれだけ怒ってるかを」

　それだけ言って腰を伸ばし、彼女から顔を離す。そのまま背を向けて歩きだした。

「千尋、待って」

　瑠花に呼ばれたが、振り返らずに答える。

「光輝が待ってるんじゃないの？　君も早く行ったほうがいいよ」

　瑠花はそれ以上なにも言わなかった。俺はそのとき、実は笑いを堪えるのに必死だった。俺も怒っているふりくらいはしてもいいだろう。そんなふうに考えたのだ。

　俺の気持ちに気づかないでいる瑠花の困惑が、手に取るようにわかったが、それには触れず立ち去った。




　その日の夜。風呂から上がった瑠花が寝室に入ってきた。時刻は十時を回っている。

　すっかり眠っている光輝をベビーベッドにそっと寝かせてから、自分たちのベッドに座って本を読んでいる俺の隣に、彼女もちょこんと腰かけた。そして、じっと俺の顔を見ている。

「なに」

　わざと冷たく彼女に話しかけた。

「やっぱり怒ってるの？　京輔くんと話してたこと」

　オロオロしながら聞いてきた瑠花を今すぐ抱きしめて、『そんなことはない』と言いたい。だが、我慢する。

「だったらなに？　逆の立場だったら、瑠花だって怒るんじゃないの」

　瑠花のほうを見ないままで言うと、彼女はしょんぼりと俯いた。

「ごめんなさい。……おやすみなさい」

　静かに布団に入り、俺に顔を見せないようにして横になった彼女を見ると、肩が微かに震えている。

「瑠花……泣いてるの？」

　優しく問いかけると、我慢できなくなったのか、彼女の小さな嗚お咽えつが聞こえ始めた。

　少々やりすぎたかもしれない。

「実は……正直に言うと俺、ふたりの仲をまったく疑ってはないんだよね」

　俺が言うと、彼女は静かに顔を上げて、濡れた目を俺に向けた。

「でも、疑ったから怒ってるんでしょ。あれから目も合わせてくれなかったし……。私が嫌になったの？」

　瑠花に悲しそうな顔で言われ、さすがに観念した。俺はどうしても瑠花には甘い。冷徹な男を演じることすらできない。

「嫌になんてならないよ。ちょっとお仕置きしないといけないと思ってさ。君はなにもわかってはいないみたいだから」

「え……？　どういうこと？」

　瑠花の身体をそっと起こし、髪を撫でながら本心を伝える。

「小倉が君にとって、大切な人なんだということはわかってる。だけどスキンシップが過剰だったから、面白くなかったんだ」

「お仕置きって……いったい、なにをするの？　なにがあるの？　昼間みたいに、また話してくれなくなるの？　そんなのは嫌。私はどうしたら……」

　話しながら、彼女の瞳に再び涙がたまり始める。

「千尋が私を軽蔑したんじゃないかって思って……。京輔くんが言ったの。千尋が結婚したのが信じられない、って。あなたは恋愛に興味がなくて、冷徹で淡白だったって。今さらだけど、千尋はずっと私のことが面倒だったのかなって改めて考えると、怖くなって」

「バカなことを。俺の愛を見くびってもらったら困るな。こんなことで君を嫌になるくらいなら、初めから結婚なんてしない」

「千尋……」

　軽い気持ちで怒っているふりをしたのに、どうやら彼女は俺の予想以上に重く受け止めたようだ。

「小倉と過ごした時期に俺が冷徹に見えたのは、誰に対しても興味がなかったから。相手のことを知りたいと思わなかったからだ。でも瑠花のことは、一生をかけてなにもかもを理解しようと思ってる。君を……愛してるから」

　両手で顔を覆って泣きだした瑠花を見て、俺は小さなため息をついてから笑った。

「小倉が過去に、小さな瑠花と過ごしてくれたことを感謝してる。俺の知らないふたりの過去には、きっと彼の愛が溢れてたんだろうと思う。だけど、今はもう君は俺のものだ。簡単に触らせたりなんかしてはいけないんだよ。瑠花、こっちを向いて。俺を見て」

　言われた通りに俺を見る、透き通ったまっすぐな瞳。

『お仕置き』だなんて言って瑠花を怖がらせていたけど、本当はもうどうでもよかった。だけど、今後も同じようなことがあってはたまらない。かといって、彼女が人と会うことを禁止するわけにもいかない。

「もしまた誰かに抱きしめられたら、これからも君はそれを笑って受け入れる？」

「そ、そんなはずない。あれは……京輔くんだったから。他の人じゃ、あんなことできないわ」

　瑠花は慌てて否定したつもりなんだろうけど、今のひとことが俺を余計に刺激したとは思っていないだろう。

「小倉だったら、いいって？　まだわからないの？」

「なにを――」

　そのまま彼女の身体を抱き寄せ、キスをする。

「……んうっ」

　たとえ相手が誰であっても、君の心に入り込む男の存在を俺は認めない。心も身体も、そのすべては俺だけのものであってほしい。そんな気持ちを、唇から彼女に注ぎ込む。

　どうしてもわかってほしい。俺がこんなに君を愛していることを。君のこととなると、いとも簡単に取り乱してしまうことを。

「千尋……苦……しい」

　そっと唇を離して、頬を包む。その目を間近でじっと見つめた。

「瑠花……わかって。俺は君を心から愛してる。どんなに些細なことでも不安になるんだ」

「千尋……」

　潤んだ瞳から漂ってくる色香が、今日も俺の心を奪っていく。

「瑠花がわかってくれるまで、今夜は離さないから。お仕置きは、俺の愛に溺れてしまうことだよ。息ができなくなるくらいにね」

「きゃっ」

　そのまま彼女を押し倒し、その首筋を甘噛みする。

「……痛……」

　瑠花に言われ、そのあとすぐに優しくキスをする。

　こうして俺が仕掛けていくことに、素直に感じて、俺でいっぱいになってしまえばいい。他になにも考えられなくなるほどに。

　彼女の服をもどかしく思いながら取りはらい、素肌を撫でていく。

「……あ……っ」

　その口から零れ落ちる吐息を聞きながら、胸が痛くなる。このまま俺の腕の中に閉じ込めてしまいたい。

「綺麗だ。渡さない、誰にも。俺のものだ」

「千尋……どこにも行かないわ。だから、もう……お願い……」

　俺を求める声に、俺はもう言いなりだ。どちらがお仕置きをされているのかわからなくなる。

「瑠花、愛してる。どうしても……抑えきれない」

「ああ……」

　俺の心の中にある溢れる愛を、すべて君に捧げよう。惜しみなく、何度でも。

　俺は冷徹でも、淡白でもない。君に対しての愛情で心が押しつぶされそうになる。

「千尋……好き。大好き」

　か細い声で訴えてくる想いに、君の細い身体を強く抱きしめることで応える。

　これまでも、これからも、こうして君と愛を伝え合いたい。

「……苦しくて、どうにかなりそう。……もっと、愛して」

　俺も君と同じ気持ちだ。出会ってから今まで、ずっと渦巻いている。

「ずっとこうして、俺を感じてて。……もっと」

　瑠花は俺の腕の中で、恍こう惚こつとした表情になる。口もきけなくなっているようだ。お仕置きは、彼女にとっては少々難易度が高かったみたいだ。

　彼女が俺の愛の深さを本当に理解するのは、もう少し先になるだろう。それは数ヵ月後か、数年後かわからないけれど、その日まで何度も君に伝えよう。きっとこれからも、今以上に君を好きになるから。

　そんな瑠花を、俺は優しくそっと包み込むように抱きしめ直した。
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　皆様、こんにちは。鳴瀬菜々子です。

　このたびは、五冊目の文庫化となりまして皆様にお会いできましたことを、心から感謝しています。ありがとうございます。

　まず初めに、このお話はフィクションであり、登場人物や医療機関、作品の中の事例はすべて、実在しないものであることを申し添えておきます。

　今作を製作するにあたって、特に強く心がけたことは、ヒーローである千尋くんを、いかにカッコよく完璧な男性にするかでした。

　医師という職業に加えて、容姿も性格も申し分のないスーパーヒーローにしたかったのです。そんな彼から溺愛されるヒロイン、瑠花ちゃんも、好感の持てる女の子にしたいと思いました。

　理想的で羨ましくさえ思えるカップルであるふたりですが、彼らには彼らなりに、悩んだり傷ついたりすることもあります。

　今作のふたりのように、いくら恵まれた環境や境遇であっても、誰もが恋愛についての悩みは尽きません。

　ですが、探し求めて苦しんだ先にあるものが、愛する人の笑顔だったなら、それだけで人は愛を貫くことができます。

　純粋に相手を思いやる、そんなふたりの愛の強さを、この作品の中から少しでも感じていただけたならば嬉しいです。

　最後になりますが、今回もたくさんの方々に支えていただき、深く感謝しています。

　編集担当の三好様、矢郷様。今作もおふたりが力強くサポートしてくださいました。私の暴走を食い止め、わかりやすくアドバイスを授けてくださり、いつも本当にありがとうございます。

　また、登場人物を素敵なイラストで描いてくださったゴゴちゃん様。ありがとうございます。

　そして、読者の皆様。いつも応援してくださり、本当にありがとうございます。

　どうかこれからも、よろしくお願いいたします。

　また皆様にお会いできることを願って。





鳴なる瀬せ菜な々な子こ
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